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Foreword

This　Annuai　Bulietin　No．42　records　the　activities　of　the　National　Museum　of　Western　Art，　Tokyo（NMWA）during　fiscal

year　2007，　namely　from　Aprn　I，2007　through　March　31，2008．　The　reports　cover　acquisitions，　exhibitions，　research，

education，　information　sciences，　conservation　department　activities，　and　their　related　materials．

　　On　April　l，2001，the　NMWA　joined　the　National　Museum　of　Modern　Art，　Tokyo，　and　two　other　museums　to　form　the

Independent　Administrative　Institution　National　Art　Museum．　The　first　five－year“Midterm　Plan”for　this　new　entity　ended

on　March　31、2006，　and　fiscal　year　2007　marked　the　second　year　of　the　second　five－year“Midterm　Plan”begun　on　April　l，

2006．In　January　2007，　the　number　of　member　museums　in　the　lndependent　Administrative　Institution　grew　to　five

museums　with　the　opening　of　the　National　Art　Center．　There　is　a　growing　awareness　of　the　importance　of　preserving　the

continuity　and　unique　nature　of　the　NMWA　and　its　activities　and　projects，　all　while　positioning　the　NMWA　within　the

diverse　array　of　activities　carried　out　by　members　of　the　lndependent　Administrative　Institution．　Fortunately，　the

evaluation　committee　of　MEXT（Ministry　of　Education，　Culture，　Sports，　Science　and　Technology），　which　governs　the

conduct　of　lndependent　Administrative　Institutions，　gave　the　NMWA　an　essentially　clear　evaluation　for　fiscal　year　2007

activities．　The　NMWA’s　greatest　mission　is　to　respond　to　the　needs　of　visitors　to　the　museum　and　to　do　the　utmost　to

attract　into　the　museum　those　who　have　not　previously　visited　the　museum．　lt　is　likely　that　by　more　closely　approaching

these　two　goals　the　NMWA　will　attain　a　completely　clear　evaIuation　from　the　evaluation　committee．　Of　course、　alI

members　of　the　NMWA　stafl　are　fully　aware　ol　many　areas　for　improvement　and　are　looking　forward　to　receiving　the

unstinting　advice，　opinions　and　reprimands　that　will　help　the　NMWA　achieve　those　goals．

　　On　the　other　hand，　each　year　under　the　Second　Midterm　Plan，　as　during　the　First　Midterm　Plan，　there　is　a　set

percentage　decrease　in　the　operating　funds　and　human　resources　funds　received　from　the　government　as　the　basic

funding　for　the　museum‘s　activities　and　programs．　The　current　amount　of　this　budget　is　close　to　30　percent　less　than　the

fiscal　year　annual　budget　for　the　year　immediately　before　the　establishment　of　the　Independent　Administrative　lnstitution．

【fthe　present　budgetary　pattern　continues　the　museum　will　not　be　able　to　meet　its　budgetary　limits　simply　by　revising

expenditures　and　lowering　staff　numbers．　Of　course　this　means　raising　an　increasing　amount　of　funds　through　the　efforts

ol　the　museum　community，　while　also　ensuring　maintenance　of　the　quality　of　the　museum’s　cultural　projects」n　the　midst

of　the　narrowing　options　available　in　these　circumstances，　we　must　remember　the　museum’s　original　mission　while

working　to　advance　necessary　improvements　and　revisions．

　　The　NMWA　staff，　with　the　above　organizational　issues　in　mind，　has　clarified　the　following　goa［s　and　roles　as　it　carries

ouいts　operations　and　activities．　The　first　priority　will　be　clarification　of　the　special　features　of　the　NMWA　as　the　only

national　museum　in　Japan，　and　the　only　museum　outside　of　the　western　cultural　sphere，　dedicated　to　western　art．　In

other　words，　along　with　Japan’s　tra（iitional，　distinctive　culture，　the　museum　can　be　seen　as　functioning　all　the　more　as　a

measuring　point　in　the　changing　nature　of　ournational　culture，　which　has　been　defined　since　the　Meiji　period　partially　in

relation　to　elements　of　western　culture，　within　contemporary　culture．

　　The　second　priority　is　the　advancement　of　studies　and　research　regarding　the　policies　and　resources　that　will　allow　the

expansion　of　the　national　art　museum　as　a　public　asset　and　public　service．　Please　see　my　comments　in　this　regard　in

Annual　Bu〃etin　No．41　for　fiscal　2006．　In　addition，　during　this　fisca12007　the　NMWA　set　the　goal　of　acquiring　UNESCO

recognition　of　the　NMWA　Main　Building，　completed　in　I959，　as　a　World　Heritage　site．　The　Le　Corbusier　Foundation　in

Paris　and　numerous　other　organizations，　such　as　the　Agency　for　Cultural　Affairs，　the　Tokyo　Metropolitan　Government，　the

Taito　Ward　government，　the　Architectural　lnstitute　of　Japan，　and　the　Ueno　Merchants　Association，　have　supported　the

museum　in　this　elfo柱．　We　are　clearing　any　obstactles　to　such　registration　as　we　working　vigorously　towards　this　goaL

March　2009

Masanori　Aoyagi
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まえがき

本年報第42号は、平成19（2007）年度に関するものであり、平成19年4月1日から平成20年3月31日までの当国立西洋

美術館が行なった、作品収集、展覧会、調査研究、教育普及、情報資料の収集・発信、保存修復などの事業もしくは分

野における活動の報告、ならびに関連する資料や記録を収めている

　国立西洋美術館は、平成13年4月1［から東京国立近代美術館他2館とともに独立行政法人国立美術館の一単位と

なり、同年より開始した5力年間の第1次「中期計画」を無事に終」’した平成19年度は、平成18年4月1日から始まった

第2次「中期計画」の2年目にあたる　平成19年1月に国立新美術館が開館したことにより同独立行政法人の構成館は

5館となり、独立行政法人としてのより多様な活動の中に国立西洋美術館の事業と活動を位置づける一方で、継続性と

独自性を確保することも重要と認識している　さいわいなことに、文部科学省に設置された独立行政法人に関する評価

委員会は’1城19年度に関しても、概ね適正との評価をくだしている一西洋美術館としてはなによりも来館された方々の

期待に応えることが最大の使命であり、次に来館されたことのない方々にも足を運んでもらうようできる限りの努力を払

いたいと考えているこのふたつの目標に少しでも近づくことができれば、自ずと適正な評価が得られるものと信じてい

る＝もちろん、なお改善すべき点が多々あることは館員一一同卜分に認識しており、忌悼のないご指摘、ご意見、ご叱正を

いただくことを期待している、

　　・方、第1次「中期計画」とおなじように第2次「中期計画」においても館の事業と活動の基本的な資金である運営交

付金と人件費は毎年一定の割合で削減されている。独立行政法人になる直前の12年度予算と比較するなら3割近い

減額となっており、経費の見直しや職員数の削減だけでは対処できない状況になりつつあるzもちろん自助努力による

自主財源の増収に努めなければならないが、文化事業としての質を維持していくことと必ずしも両立するわけではなく、

選択1幅の少ない中で美術館本来の使命を忘れることなく改善・改革を進めることが肝要である、

　以上のような制度的課題があるものの、国立西洋美術館は次のような目的と役割を明確にした事業活動を行なって

きた一まず第’に、欧米文化圏以外の地域で唯一の、西洋美術を専門とする国立美術館としての特質をより明確にす

ることであるつまり、伝統的なわが国固有の文化とともに、明治期の近代化以来、欧米文化の要素が部分的にせよ

定着しつつある現代文化において、わが国文化の変質変容を測定する定点観測点としての役割をより十分に発揮す

ることである

　第二に、匡け美術館としての公共財、公共サービスの拡充と、そのことを可能とする方策・資源に関する調査研究と

教育普及の推進である、この点に関しては平成18年度の年報に記したので、そちらを参考にしていただきたい、本年

度はそれに加えて、昭和34年に完成した本館建物がユネスコの世界遺産に登録されることを目標に、パリのル・コルビ

ュジエ財団とともに多くの関係機関に協力を要請した。文化庁をはじめとして、地元の東京都と台東区、建築学会、上

野の商店街などであるt予断は許されないが、登録に向けてできる限りの運動を行なう予定である，

平成21年3月

国立西洋美術館長

青柳正規



新収作品

New　Acquisitions

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作品の帰属について

ディルク．バウツ派［1415頃一1475］　　　　　　　　　　　　　　　《荊冠のキリスト》と本作品《悲しみの聖母》は・まず最初に1938年に

《悲しみの聖母》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シェーネ（Sch6ne　l938）が・「写真でしか知らないが」と但し書きを

油彩、板　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　付けたうえで・バウツ自身の手による失われたオリジナル作品からの

45×3！cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コピーとして言及し、ロンドン、ナショナル・ギャラリー（37．3×28　cm）
額前面ド・背面に銘文

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やパリのルーヴル美術館（38．6×29．7cm）に所蔵されるヴァージョ

Follower　of　Dirk　Bouts［Haarlam　c．1415－？1475］　　　　　　　　ンと比して、最も優れた模写と見なしている。s｛M」また1944年には「バ

ルlater　Dolorosa　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウツ派」の《悲しみの聖母》《荊冠のキリスト》のリストの中に、ミシェ

Oil　on　Pane1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ル（Michel　l944）は、ロンドン、パリ、ウィーンのヴァージョンとともに、
45×31cm
Insc「iPti°n°n　the　l°we「Pa「t°f　the　f「ame：OUOS　OMES　QUI　TRANSITIS　　　当時バルセロナにあった本作品も列挙している♂・2）
（Lamentationes．ノeremiae，1、12）

Inscripti・n　on　the　reverse・f　the　panel：“Esta　ymagen，　m［andl・／En　su　　　　これまで、すでに当館の所蔵となっている《荊冠のキリスト》ととも

｝漂ぽ霊e，悪鵠；竺｝1隠r；＝～i鵠晶㍑e跳：　に、本作品は、・ンドン・ヴ・一ジ・ンやルーヴル・ヴ・一ジ・ンとの比

＝l！：認漂隠監隠i㌫1㍑＝櫻＝：1鵠；；r　較の中でその質の高さカ・認められている・しかしながら・馴的

P’2007－OOOI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な類似のほかに、バウツ自身の手に帰属されているほかの作品、た

酬，，。venance、　D。、。　L，。，。，　chac6。（ac。。，d、，g，。　an。ld、。sc，、p，、。、。、，he　とえば1462年の年記のある《男性の肖像》や《キリストの麟》（い

蒜酷忠ぽ艦温1；、㌫鵠ζ。鵠無隅r㍑尉膿蒜　 ずれも゜ン以ナシ・ナル’ギャラリー）に見られるような・バウツに特

Thenc『by　descent　t°his　9「eat‘9「andchild「en・　the　P「esent°wne「s・　c°llecti°n°1　　　徴的な透明感のない絵具の質、また金地背景に施されている黒い
Balanzo　Family．

蹴歴、。h、b、，、。n，La　li。。9。＿。r、。，．B。，ce、。na，．P。、aci。。ueli－　Comittas．1954．　絵具によるク゜スハ・チングの不揃いな線と比較した場合・本偏を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　含むカボット・コレクションに由来する対作品は、その透明感のある絵
文献Literature：W．　Sch6ne，　Dierc　Bouts　und　Seine　Schule，　Berlin＆Leipzig，］938、

P・129，　n・・19A1，rePr・duced　Plate　48a；E・－F・MicheL　L在・te　fi・mand　du　XVe　sie’cle　au　　　具、緻密で正確なクロスハッチングの線、さらには、いっそう強調され

ル九s6e　du　Louvre，　Brusselles，1944，　pp．93－94，　as“6cole　de　Thierry　Bouts”；M．　Davies，

Les用m～胎肋m・nds：　C・rpus・de／a・Peinture・des・Anciens　P・ys－Bas　Me・idi・na・x・au　　　たキリストや聖母の目の赤さなど、心理的パトスを誇張している点な
Quinzieme　Siecte，　The　National　Gallery，　London、　vol」，Antwerp，19．　53，　p．34，　undeピF，

C・mPa・ative　Material1，　n・・A（1）；J・　F・・t　E・Pina・‘La　lmagen　d・M・・ia　en　el　Palaci・　　　どは、バウツ自身のオリジナルからの直接のコピーあるいはバウツ生

Guell’，　in　Revista　6art）o，　Barcelona，1954，　PP．18－］9，　reproduced；C．　Eisler，　Les

Primitifs　Fl・mands：　C・rpus　de　i・Peinture　des　Anciens　R・ysB・s　Meridi・naux・u　　　存中の工房の手と見なすことを難しくする。しかも、本作品とその対
Quinzieme　Siecle　4，　NeωEngland　Museums，　Brussels，1961，p，59，　under　‘F．
C・mPa・ative　Materia「，　n・’A（1）；S・i・・M・yekawa，“On　the　New　A・qui・iti・n・1980”、　　　である《荊冠のキリスト》の泣きはらした目の赤さやパトスは、先例と

Annuot　BuUetin　of　the　Nationat　Museum　of；ルYestern　Art，　No」5，　Tokyo、1981，　PP．812；

E．Bermej・Martfnez，・L・Piritura　de　1・s所m”ρ・s肋meηc・s　en　Esρ・ria，　Mad・idT　　　してフラ・アンジェリコの《荊冠のキリスト》（1435年頃、リヴォルノ、ジ
1982，vol」1，　p．35，　no．17b，　reproduced　p．179，　fig．26，　as　circle　of　Dieric　Bouts，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨヴァンニ・ファットーリ市立美術館）を想起させる。こうした点から、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単にバウツの工房と見なすよりは、むしろ、バウツの図像を引き継ぎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ながらも、成熟した絵画技法を習得した、新たな表現内容を模索し

作者について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていた逸名画家の手による類似構図作品として見なす方がむしろ

本作品は、国立西洋美術館が1980年に購入した、同じくディルク・バ　　　　自然であり、同時に本作品がもつ質の高さは決して軽んじられるベ

ウツ派の手による《荊冠のキリスト》の対の作品として、古くはカボッ　　　きものではない。

ト・コレクションにあった作品で、額前面の銘文も同様に両者に連続　　　　　バウツ自身のオリジナル作品は、シェーネによれば1450年頃パー

して記されている。ディルク・バウツはハールレムに1415年頃生まれ、　　　ルレム時代の作品、またアデマールによれば1447年頃とされ、とくに

1450年代半ばにはレウフェンで活躍するようになり、その頃からロヒ　　　ァデマールはロヒール・ファン・デル・ウェイデンの影響が強い時期の

一 ル・ファンデル・ウェイデンの影響を顕著に見せるようになる。1460　　　作品と見ている。・1『3〕本作品は、聖母、キリストとも、赤い目や強い陰

年代には成熟した筆致を見せるようになり、1475年に没する。ディル　　　　影などの様式的特徴を別とすると、形式的にはルーヴル・ヴァージョ

クの描く人物像は、長く延びた人体のプロポーションと、小さな頭部、　　　ンに非常に近似しており（とくに聖母の右手の人差し指と中指の重

細い首を特徴とし、微妙な人体プロポーションの歪みが顕著で、絵具　　　　なり具合やキリストの顎髭の描写と形）、アデマールによれば1457－67

には艶がなく、輪郭線は不明瞭である。また、抑制された陰影表現　　　　年頃、すなわち原作が描かれてから10～20年後の時期に位置づけ

のため、立体感や造形的迫力に乏しい。一方彼の息子アールブレ　　　られている。しかし、本作品の場合、よりいっそう強い明暗や強調さ

ヒト（c．1452－c．1549）は、父の様式を引き継ぎながらもいっそう明瞭な　　　　れたパトス、さらにはロンドンとパリのヴァージョンには見られない盛

線と、強い陰影、さらには父よりも若干透明感のある絵具を特徴とし　　　り上げによる放射線状の光背や成熟した絵画技法などの点から、ル

ている。しかし、同時にエキセントリックとも言える過剰な細部表現も　　　　一ヴル・ヴァージョンよりさらに時代が下る可能性が考えられる。

見られ、本作品の抑制された「上品」な表現とは若干異なる。



銘文および来歴について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連の流れの中で、クレルヴォーのベルナルドゥスが与えた影響はフ

額前面下部に記されている銘文は：エレミアの哀歌：1－12にある「道　　　　ローテの著作からも、また近年の研究においても一致して認められ

行く人よO・ros　omnes、　qui　tt’ansitis」で、その続きの「心して目を留　　　　るところであるが、必ずしも精確な検証が行なわれてきたとは言い難

めよ、よく見よ，ρer　vian？，　attendite、　et　videte」が国立西洋美術館に　　　　い、；ここでは、本作品の個別研究として、本二連画のもつ機能と

すでに所蔵されているζ荊冠のキリスト）の額前面下に記されてい　　　ベルナルドゥスの言葉の関連性を指摘しておきたい。

る、この額の銘文の続きは以下のようになっている、「これほどの痛　　　　　上述のとおり、本作品の額下部に記されている「哀歌」の一節は、

みがあったろうか。　わたしを責めるこの痛み主がついに怒ってわ　　　　ベルナルドゥスの「主の受難と復活に関する瞑想Meditatio　in

たしを懲らすこの痛みほどの」（新共同訳『聖書二「哀歌」1．12）。ま　　　Passionem　et　Resurrectionem　Domini』第3章「キリストの受難に対

さにエレミアの哀歌のこの記述は、キリストや聖母への感情的導き　　　する人々の冷酷さについてDe　hominum　duritia　erga　Ch　risti

（compassio）を意図した銘となっている。　　　　　　　　　　　　　　ρassionem」の中で、十字架上のキリストが発した重要な言葉として

　本二連画の図像的特徴として、キリストの手の甲に礫刑の釘の痕　　　　記述されている。，・i’5さらには、同じくベルナルドゥスは「キリストの受

が描かれていないことから、礫刑に処される前の姿、すなわち復活　　　　難とその母の悲痛と悲泣についてDe　passione　Christi　et・Do～oribus

前の姿を描き出していることは明らかで、いまだ人の子として存在す　　　　et　Planctibus　Matris（拠s』の中で興味深い記述を残している。聖べ

るイエスの苦しみと、彼を待ち受ける運命を悲しむ母マリアの姿を対　　　　ルナルドゥスが「真実の母mater　veritatis」と呼びかける聖母マリア

にしたものと理解される。この点で、数々のヴァージョンの残る一連　　　　から、彼女がキリストの受難に際し実際に見聞きしたことを、ベルナ

のバウツ派の同構図の二連画は、「悲しみの人」や「救世主」図像と　　　ルドゥス自身が直接教わりそれを記述するという形式で記されたこ

機能と目的を異にする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の著作において、聖母は「わたしはただ泣きたいばかりで、それ以外

　ヘールト・フローテ（1340－1384）を祖とするDevotio　Modei’naの一　　　　は望みませんが」と言いつつ、ベルナルドゥスに請われて次のように



話し出す「わたしがイェルサレムにいたときのこと、これ1から話すこ　　　意志（memoria，　intelligentia、　voluntas）の三一性（trinitas）であり、

と1を聞いたのですそして我が主のもとへと歩み寄り、涙を流して　　　記憶の力に基づいて「意志はn∫視的なものと視像とを知覚と思考の

いたのですそこでわたしは、彼に激しい拳や、平手打ち、つばを吐　　　　中で結合する」（XI，　xi，8）が故に、記憶の中の似像すなわち、知覚に

きかけたり、茨の冠、人々のあざけりがなされるのを見たのですそ　　　より想起される対象を必要とする［！tこうした議論を前提とすると、

して’コ 胸が熱くなり、涙がこぼれそうに二（「創世記」43．30）なり、：わた　　　　まさに∠）et）otio　Mode7ηoのptiで、共同体すなわち兄弟会、同信会の

しの霊は悩んでなえ果てます：（「詩編」77，4）一しかし彼はわたしに　　　　活動が同じイメージに基づいた記憶の共有と、その対象に対する意

声も表情も返しませんでした」（Bernardus．∠）e　possione　Christi…．　　　志と知解の共通理解の場を成立させるために、同じイメージを必然

ll34B－ll35A），　まさにここにキリストの受難（passio）に際して、涙　　　　的に求めた、つまりある特定の図像を共有しようとした行動が自然な

を流す聖母の心情（compassio）と図像が成立し、それがベルナル　　　　行為として説明される、この特殊なキリスト教的共同体意識の形成

ドゥスを介在者として、祈念者自身、すなわち修道1：（如たちの心　　　　こそ、ある特定の図像が正確にコピーされ流布する要因となってい

情の同化へと導かれる一さらに重要なのは、ここに描かれている聖　　　　たと想像され6，

母と対となる荊冠のキリスト．は、手の甲に礫刑の痕跡がないことか　　　　　事実、∠〕evotio　Modet“naの創始者ヘールト・フローテがアウグス

ら、明らかに礫刑に処せられる以前の姿であり、あくまで苫しむ「人　　　　ティヌスの影響をとくに受けていたことはすでに1924年にハイマが指

の子」としてのキリスト像を描き出しており、それに涙する聖母の姿　　　摘している，nH3同時にフローテ自身の著作『瞑想に適う主題の4つ

が対になっていることからも、あくまでキリスト復活後の救済を意図　　　の段階について』の中では、「瞑想における知覚の哲学的扱いにつ

する図像ではなく、アリストテレス的な悲劇のカタルシスあるいは感　　　　いて」という章で、アウグスティヌスの『三位一体論」を引きながら、フ

情移入によるcompassioの論理が作用していることは明らかであ　　　　ローテ自身が感覚認識の知的処理について論じている、彼は、視

る，こうした「悲しみの人」と異なる図像の特徴については、すでに　　　覚はほかの感覚よりもより信頼できる感覚であることを強調しつつ、

パノフスキーの指摘するところである：・t；しかしこのpassioと　　　一視覚は、動きのない対象を離れたところから見た場合、ほとんど一一

compassioの問題は、パノフスキー以来‘lmago　pietatis’の形式分　　　　瞥しただけで、全体像、場所、秩序、光、色、そしてあるひとつのこと

析、さらにはリングボム以来さまざまな研究があるが、いわゆる祈念像　　　　以1二のものを近くすることができる。したがって、［視覚により把握さ

としての復活前の《荊冠のキリストノと“i’悲しみの聖母》を対とした二　　　　れた像は］より共通感覚に近いものであるが故に、あらゆる学びや議

連画の機能に関しては、ベルナルドゥスの著作の本質的な影響を見　　　　論の源となるのである」と述べている，‘i14一方では、フローテはキリ

る研究は未だない、Sベルナルドゥスは、非常に多くの著作を残し、　　　ストの受難が常に信者の心の前にあることを強調しつつ、単にそれ

客観的な信仰よりも主観性と感情移入を説いている点で、祈念像の　　　　が瞑想によってのみ魂に至るのではなく、信者の愛（affection）の欲

機能そのものとの関連性を指摘することができる偽ボナヴェントゥ　　　求を通してこそ、キリストの苦しみを魂によって把握できるのだと論

一
ラの1キリストの生への瞑想Meditationes　vitae　Cカノ富〃二やベルナ　　　　じている一，1　「，こうした視覚認識と、おそらくアウグスティヌス的な意

ルドゥスの「マリアの涙」と諸作例との関連はファルケンブルクがすで　　　　味での「愛」の作用で魂に記憶され、繰り返し想起されるキリストの

に論じているものの、こうした著作と祈念像そのものの機能、さらに　　　　受難の苦しみを正しく知解する手段として、バウツ派の祈念像形式

は信仰のあり方についてはさらに踏み込んだ研究が必要である。tl’　　　が機能していたのではないか、という推測が成り立つ

とくに、イタリアでは、14世紀以来、机に向かうベルナルドゥスの前に

立つ聖母マリアの図像は数多く残されており（Giovanni　da　Milano、　　　銘文

1353－63．Prato、　Pinacoteca　comunale；Matteo・di　Pacino，1439－1443，　　　また背面にある銘文は、「この絵はラ・プエブラのコンセプシオン修道

Firenze、　Galleria　delrAccademia，；Filippo　Lippi，　c．1447，　London，　　　院に同修道院の庇護者であり創設者である、高貴なるレオノル・チ

National　Gallery：Filippino　Lippi，　c．1485，　Badia　fiorentina）、それら　　　ヤコン領主夫人より遺言により寄贈されるものなり，ただし、それら

は明らかに、ベルナルドゥスが聖母からキリストの受難の物語を聞き　　　　：の絵］は何人にも寄贈もしくは貸出されてはならない，しかし同じ

記すという、：キリストの受難とその母の悲痛と悲泣についてDe　　　ラ・プエブラ内の教会聖職者には貸出は可とする」とある今回の調

ρas∫ione　Cht’isti　et　Do／oi’il）us　et　P／anctibus　Matris（eJus：1のテキストそ　　　　査では、以下のような新事実が明らかとなった，すなわち、銘文に記

のものの図像化であり、またこの書物が当時非常に読まれていたこ　　　　されている地名「ラ・プエブラLa　puebla」とは、現在のトレド近郊の

との証でもある，今後さらなる調査が必要とされる・　　　　　　　　　　ラ・プエブラ・デ・モンタルバンで、検討中の二連画はそこに1522年に

　　・方で、こうしたある祈念像のタイプが数多くコピーされたこと、あ　　　　創設されたコンセプシオン修道院に寄贈された可能性が極めて高い

るいは「複製」されたことの意義は、おそらくアウグスティヌス的な認　　　　ことが判明した，同修道院の創設者かつ作品の寄贈者として記述

識論と彼の説く「画像」の有用性あるいは機能から説明される，アウ　　　　されるレオノル・チャコン、トレド近郊の由緒正しい貴族チャコン・イ・

グスティヌスは、彼の：三位一体論De　tinitate　lib，－i　XV：の中で、愛を　　　　ファハルド家の家系に生まれ、カスティーリャのイザベル女一ピ（1451一

媒介とする聖なるイメージの認識のあり方を説明している，アウグス　　　　1504）の侍女を務め、第2代ラ・プエブラ・デ・モンタルバンの領一主フア

ティヌスは、限定的な意味でエピクロス的な感覚認識論を展開して　　　　ン・パチェコ・テジェス・ジロンの妻であった，レオノル・チャコンの没

おり、tt‘同時にそこに作用する精神の力、すなわち対象に対する　　　　年は、管見の限り不明ながら、1486年コルドバに生まれ、ラ・プエブラ

「愛」の力を強調している、．，111曰く、「意志は、感覚を物体に結合す　　　　　にコンセプシオン修道院を設立した1522年は、レオノル36歳頃となり、

るように記憶を感覚に結合し、さらに思考の眼差しを記憶に結合す　　　　遣言により検討中の二連画がコンセプシオン修道院に遺贈されたと

る一（XI，　viii、15）：この時、アウグスティヌスの前提は、記憶と知解と　　　　するならば、修道院設立から30～40年後のことではないかと想像さ

lo



れる，また、修道院が設立された時期は、カルロス1世がスペイン王　　　註

となり、同時にフランドルも手中に収めた後で（1516年）、スペインが　　　　1）W“　Sch6ne’　Die「c　B°uts　und　Seine　Schu／e’　Be「lin＆LeiPzi9’　1938’　P’133’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）E．－F，Michel，　L　’e’co／e　flamand　du　XVe　5～砂de　ouルfμ∫ερdu　Louvre，
本格的にフランドルとの関係を強くしていた時期とも重なる、同時に　　　　　Brusselles，1944、　pp．g3．g4．

レオノルがこれら二連祈念画の重要性、あるいは「聖性」をすでに認　　　　3）Sch6ne・　oP・cit・’　P・133；H・　Adhema「・ムε∫翫m～’～6仇∫ηoηd∫：C（”「pus　de　ta

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Peinture　des　Anciens　Pays－Bas　Meridionaux　au　Ouinzierne∫iecte，　Le
めていたことを匂わすような銘文となっていることから、この二連祈念　　　　　iluse’e　nati・nat・du・Louvre、　Paxis，　vol．1，　Bruxelles、1962．　p．57，

画は、単なる絵画コレクションとしてではなく、宗教的意義を意識した　　　　4｝Cf「・John　Van　Engen・　Dovoti°Moderna：Bosic　U”ritings・New　Yo「k／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mahwah，1988．
環境を通じて、レオノルの手に渡ったものと考えるのが妥当である。　　　5｝St．　Bernardus　Claraevallensis、“Meditatio　in　Passionem　et　Resunfectionem

さらにレオ・ルがこれらの作・lt・を修道院に遺贈したことは・フランドル　＝繍；：蹴㍑1島㍑蒜㍑蒜㌶認撫忌｝

で制作された時と同じ文脈か、あるいは別な文脈が想定されるべき　　　　　est　dolO「　sicut　dolO「　meUS　（Thre’？L1，12）”・

かは今後の鴫とするも、すでに述べたように、修道院内音1；での祈　6’　Sq。＝㍑＝＝：階謡＝；＝蒜’1；：：

祷に、聖ベルナルドゥス的な主観的宗教感情を喚起するという重要　　　　　quando　hoc　audi＞［1”et　9「essu　guo　Potui　aq　Dominum　m『um　fles

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　perveni．　Cumque　illum　fuissem　intuita　pugnls　percuti4　alapls　caedi、

な役割を、これらの二連画がコンセプシオン修道院に寄贈された当　　　　　faciem　conspui，　spinis　coronary　et・pprobrium　hominum　fieri、
　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（：ommota　sunt　omnio　viscero　m〈～a（Gen，　XL川，30），　et　defecit～ηme
初から担っていたことを意味すると言えるz　　　　　　　　　　　　　　　　sρiritus／meus（PsaLLXXVL　4）et　non　erat　mihi　fere　vox，　neque　sensus．

　銘文そのものの物理的状態に関して付言すると、銘文の記され　　　　7）E・　Panofsky・　“』Jean　Hey’s　“　Ecce　Homo’”・　Speculations　About　lts　Autho「1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ts　Donor　and　Its　Iconobgy”、ルfμ∫ゼe　Roy（lux　des　Beaux－Art　Bu〃etin，　vol．5，

ている絵具層はオリジナルとは言い難く、非常に近代的な特徴をも　　　　　no．2／3．1956，　pp．112－ll3；Seiro　Mayekawa，“On　the　New　Acquisitions

っている、また書体に関して言えば、当館の所蔵となっている《荊冠　｛II；：㍑鵠｛；1∫η゜f　’he　IVati°na1　Museum　°f　itVestern　Art，　N°’15，

のキリスト∫背面に記されている同様の銘文を分析した上智大学の　　　8）E．Panofsky，“lmago　Pietatis：Ein　Betrag　zur　T｝・pengeschichite　des

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’Schmerzensmanns’und　der’Maria　PvGediatrix’”、　in　Festschrifi伽’Mox　J
トマス・エセイサバレーナ教授q980年当時）によると、17～18世紀　　　　　苗ed／δηder　zμ1η60．　Geburtstage、　Leipzig，192Z　pp．261．：308；id．1・Jean

の書撫長いS鳴き方から・少なくとも19世紀以前であると考えら　麟li；Cl，潔ぱ篇＝x，㌫篇；農罐’瓢。竃

れる旨の報告がなされている、・1！t1したがって、銘文そのものは15世　　　　　ed・D°o「nsPijk・　1984・　PP・142’143・

紀末から16世紀にかけてのオリジナルとは言えず19世紀端に記　9）；、1；1：II懸蕊、＝認二1：｛：ぽ：㌶罐蕊＝。Pl

されたものが近年に修復ある・・は書き直しされた・1∫能性がil・Eされて　麟呈lljnた゜nt°C°t’t°°〃A伽e’°S’x’en　R’ngb°m，　Helsinki’　1995，

いるものの、その内容の事実関係に高い蓋然性が認められることか　　　　10）S．Augustinus、　De励～，o，e〃b7T　XV，　X，　cap．6，10；cap．7，　g（アゥグスティヌス

ら、オリジナルもしくは伝承をある程度正確に伝えているものと見な　　　　　r／－1位一’体』「アウグスティヌス著作集28」・教文館・2004年）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lPS．　Augustinus，　ibid．，　VIII，　cap．10，14；X，　cap．11．17．

すことができよう、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12）S．Augustinusjbid．．XL　cap．2．　2：　cap8，15，

　本作品は、1980年に購入した《荊冠のキリスト》の当初の対作品　　　　13）A．Hyma．　The　Chxistian　Renoissance：　A　Histot：y・　of　the　’‘De（．）otio　A40derna”、

であることから・二連祈念画のオリジナルの状態を硫するという点　14，ll濃蕊隠1；1’P’19

においても、またフランドル派の祈念像が16世紀にスペインに移入さ　　　　15）Van　Engen，　op．cit．，　p．87、　・Letter［62］：On　patience　and　the　lmitation　of

れ・撒的に重要な役割を果たしたことがかなり高い蓋然性をもっ　16，i霊12月砒前川誠良［、館長、｝、f］時、宛の手紙による報告、8－［、

て指摘できる作例が、当初の状態に復元される点からも、非常に重　　　　　r昭和55年度新収作品について」『国立西洋美術館年報jNo．15、1981年、

要な購i入となった，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PP’8’12

作品の状態について

本作品の状態に関しては、次のような箇所に修復補彩が観察された。

1）聖母の白のヴェールヒ、額右端中央部に大きな補彩箇所、およ

びその黒変，2）聖母の．青いマント左こめかみ付近に欠損および補

彩、3）画面下中央部、聖母の．右手甲に補彩、およびその黒変紫

外線ランプによる無蛍光反応もほぼ同じ結．果を見せたそのほか、

修復家サラ・ウォールデンによる状態報告書によれば、支持体の板は

おそらく樫、そして上記補彩箇所に加え、左目の端に小さな亀裂が

見受けられる。しかし、ウォールデンによると、全体として状態は良好

で、過去にも画面を摩耗させたような形跡はない、と報告している。

ただし、表面ニスの変色により、聖母のマントは黒ずんで見えるとし

ている、しかし全体として非常に良い状態を保っていることは疑い

ない、

　額そのものは後世のものながら、右中央部には蝶番の痕が、また

左中央部には両翼を閉じた際に2．枚の板を固定するためのフックの

痕が認められ、《荊冠のキリスト》の額に残されている金具の痕と場

所は一致している＝今後は、蝶番による二連画の連結も視野に入れ

た、歴史的展示構成を実現すべく、現在準備中である．（高梨光正）
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ディルク・バウツ派《悲しみの聖母》および

《荊冠のキリスト》の赤外線調査報告

絵画彫刻第1室では、平成19年度購入の

ディルク・バウツ派《悲しみの聖母》の購入

後、対作品である《荊冠のキリスト》とともに

赤外線による科学調査を行なった。以ドに、

簡略ながら報告をまとめておく。

［使用機器］

lRIS　SYSTEMデジタル赤外線カメラ

（Bresciani　SR．L，　ITALIA）

撮影波長：715nm，1000nm（フィルター装

着による固定波長による撮影）

図1および図2は、それぞれ1000nmフィルタ

ーによる《悲しみの聖母》および《荊冠のキ

リスト》表面撮影。図3および図4は1000nm

フィルターによる《悲しみの聖母》と《荊冠

のキリスト》の裏面撮影写真。

　全体としては、残念ながら詳細な下絵を

確認するにはいたらなかったが、部分的に

下描きの線が確認された、以下に細部の

拡大写真を紹介する（細部写真はすべて

1000nmフィルター撮影）。

《荊冠のキリスト》

1）キリストの両手の爪の描線（図5）

2）キリストの両目の周囲、右小鼻、唇（図6）

3）右肩衣紋（図7）

1・；〈｜1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1司2

図3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図4

《悲しみの聖母》

1）聖母の両手の爪の描線、衣紋の襲およ

　び陰影部のハッチング（図8）

2）聖母の両目の周囲、右小鼻、唇、右頬

　部から顎にかけての輪郭（図9）

さらに、キリストおよび聖母に共通して視認

されたのは、ハイライトの鉛白の使用が極

めて抑制されている点である。概して絵具

層は厚いとは言えないものの、下描き素描

を覆うには十分な厚みをもっており、部分

的に視認される描線から推測すると、ド描

れる。（絵画彫刻第1室：高梨光正新藤淳）

［叉17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［’xl　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［i；〈19
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　in　both　the　Madonna　and　Christ，　the　NMWA　version　is　quite　close　to　the

About　the　Artist　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Louvre　version　in　its　composition．　This　can　be　particularly　seen　in　the

This　work．ルlater　Do／α’o∫o、　is　one　of　a　pair　of　pailltings　with　Ch　rist　as　the　　　　layering　of　the　forefinger　and　middle　finger　on　the　Madonna’s　right

ル勿ηofSon’oLvs　by　the　same　Follower　of　Dirk　Bouts．　Chris’o∫8力εMoηof　　　　hand，　and　the　form　and　depiction　of　Chrisゼs　beard．　According　to

∫oη’oαt：s　was　acquired　by　the　NMWA　in　l980．　　　　　　　　　　　　　　　　　　Adh（…mar．　the　Louvre　version　is　dated　to　ca，1457－67，　in　other　words、

　　In　the　pasしboth　works　were　in　the　Cabot　collection　Barcelona．　The　　　　positioned　in　a　period　from　lO　to　20　yeal’s　after　the　originals　were

inscriptions　on　the　front　and　back　of　the　two　paintings　are　continuous　　　　created．　The　features　of　the　NMWA　version，　namely　stronger　shading，

across　the　two　works．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　emphasized　pathos、　mature　painting　techniques、　and　halos　with

　　Dirk　Bouts　was　born　in　Haarlem　around　l415　and　he　was　active　in　　　　　radiating　lines　of　light　that　are　physically　built　up（a　characteristic　not

Louvain（Leuven）from　around　the　middle　of　the　l450s，　a　time　when　his　　　　found　in　the　London　or　Paris　versions），　all　indicate　the　possibility　that

works　began　to　show　a　striking　influence　from　Rogier　van　der　Weyden．　　　　the　NMWA　pairwas　created　even　later　than　the　Louvre　version，

His　brushwork　matured　in　the　l460s　and　he　died　in　1475．　The　figures

depicted　by　Bouts　are　characterized　by　their　long、　attenuated　body　　　　　　Inscriptions　and　Provenance

proportions、　small　heads　and　narrow　necks、　with　a　strikingly　subtle　　　　The　lower　section　of　the　front　of　the　frame　ol　Theルlatei’∠）01α㊨osαis

warping　of　the　figural　proportions、　mat　texture　and　ephemeral　outlines．　　　　inscribed　with℃vos　omnes，　qui　transitis，”atext　from　Lamentations

Further．　thanks　to　the　supPressed　shading　expression，　there　is　little　sense　　　　　　　l：12、　and　the　continuation　of　this　line，“per　viam，　attendite，　et　videtピ’is

ol　three－dimensionality・or　formative　power．　Bouts’son　Albrecht（ca，　　　　written　on　the　lower　front　of　the　frame　of　the　Chr～st　as　the〃oηof

l452－ca．1549）continued　his　father’s　style　while　taking　his　outlines　to　a　　　　50アγoωs　already　in　the　NMWA　collection．　The　continuation　of　this

further　level　of　clarification，　stronger　shading，　and　a　palette　　　　frame’s　inscription　is　as　follows：“Si　est　dolor　sicut　dolor　meus！／

characterized　by　slightly　more　translucent　pigments　than　those　used　by　　　　Quoniam　vindemiavit　me，／Ut　locutus　est　Dominしls，／ln　die　irae　furoris

his　father．　However、　his　style　also　featured　an　excessively　detailed　　　　　sui”．（Lamentat～ones／ereη～oe　1：12）．　The　transcription　of　this

expression　that　could　be　called　eccentric，　a　stylistic　characteristic　that　　　　Lamentations　passage　on　the　frames　of　the　diptych　was　surely　to　inspire

differs　somewhat　from　the　subdued，”refined　elegance”of　the　　　　compassion　forChristand　the　Madonna．

expression　found　in　this　work．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lconographic　characteristics　of　these　panels　include　the　fact　that　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　palms　of　Chrisピs　hands　do　not　show　the　wounds　of　the　nans　used　in　the

Regarding　the　Attribution　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Crucifixion，　and　this　clearly　indicates　that　the　painting　depicts　Christ

The　NMWA　version　of　Cht’ist　as　the〃Man　ofSon’oLL？s　and　thiswork．ルlater　　　　before　the　Crucifixion、　in　other　words，　in　his　body　before　his

Do／orosa．　were　first　mentioned　by　Sch6ne　in　l938．　Sch6ne　stated、　　　　Resurrection．　This　indicates　that　the　flgure　of　Maria　is　shown　mourning

prefaced　with　the　remark，“known　only　through　photographs．”that　the　　　　　both　the　suffering　of　Jesus、　who　existed　then　as　a　human　son，　and　his

diptych　panels　are　copies　of　lost　originals　by　Dirk　Bouts，　and　compared　　　　coming　fate．　In　this　regard，　the　NMWA　diptych　differs　from　the　other

them　to　versions　in　the　London　National　Gallery（37．3×2＆O　cm）．　and　　　　　Follower　of　Bouts　versions　of　the　same　composition，　with　their

the　Louvre（38．6×29．7　cm）．　He　also　evaluated　the　artistic　quality　of　the　　　　　iconography　and　function　indicating‘＞Man　of　Sorrows”and‘Salvator

NMWA　works．1．In　l944　Miche川isted　the　diptych　then　in　Barcelona、　　　　Mundi”．

along　with　the　versions　in　London、　Paris　and　Vienna、　in　a　catalogue　of　　　　　　Recent　studies　have，　in　general，　indicated　that　considerable

Follower　of　Bouts　versions　of　theルfater　Do／α’oso／Chx～st　as　theルlan　o／　　　　influence　from　Bernardus　of　Clairvaux　can　be　found　in　the　books

∫oηて）ω∫．2：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　written　by　Geert　Groote（1340－1384），　the　founder　of　the　Devotio

　　The　pictorial　quality　of　thisルlate〃）o／αて）sa　and　the　Ch　r’is’as　theル勿η　　　　ルloderna　movement，　And　yet、　further　research　remains　on　the

of　Son’oω∫now　in　NMWA、　as　compared　to　the　London　and　Paris　　　　theological　relationships　between　Groote　and　St，　Bernardus．4）Here，　as

versions．　has　been　recognized　by　many　studies　between　Michers　listing　　　　part　of　the　study　of　this　individual　work，　it　is　important　to　consider　the

and　the　presenしHowever．　at　the　same　time．　other　compositional　　　　functions　of　the　NMWA　panels　and　their　relationship　to　Bernardus’s

comparisons　have　been　made　with　works　attributed　to　Bouts’own　　　　words，

hand、　such　as　his」Pot’tt’ai’ofaルlan　inscribed　with　a　date　of　l462　and　his　　　　　　As　noted　above，　a　passage　from　Lamentations　is　inscribed　on　the

Entomわment（both　in　the　National　Gallery、　London）．　Such　comparisons　　　　lower　section　of　this　diptych’s　frames．　The　important　words　said　by

have　found　that　while　the　Bouts　works　have　the　characteristically　　　　Chrlst　on　the　Cross　are　recorded　in　the　third　chapter，〉‘De　hominum

opaque　palette　and　use　of　irregular　crosshatching　lines　in　black　pigment　　　　durita　erga　Christi　passionem，”of　St．　Bernardus’s　Meditatio～ηPa∬ionem

across　the　gold　background、　the　NMWA　version，　with　its　translucent　　　　e’Resurrec’ionem　Doηini．5〕There　is　a　further　interesting　passage　in

pigments，　finely　worked　regular　crosshatching　and　slightly　more　　　　Bernardus’Z）eρassione　Christi　et　Doloribus　et　R～anctibusルlatx～∫留Us．　In

emphatic　use　of　red　of　the　eyes　of　the　Christ　and　Madonna，　is　quite　　　　　this　book　Bernardus　writes　in　the　form　of　a　record　the　things　that　he

different　from　the　autograph　works　by　Dirk　and　Albrecht．　These　features　　　　heard　directly　from　the　Mater　veritatis，　as　he　called　the　Madonna、　who

that　emphasize　psychologicalρathos　make　it　hard　to　consider　that　the　　　　　actually　witnessed　the　Crucifixion．　He　states　that　she　said　that　she

NMWA　version　was　made　either　as　direct　copies　from　origlnal　Bouts　　　　simply　wanted　to　cry　and　had　no　other　desires、　Asked　by　Bernardus，　she

panels　or　as　studio　works　painted　while　Bouts　was　alive，　Further，　the　　　　　continued　with　a　statement　about　when　she　went　to　Jerusalem，　and　told

reddened．　cry’ing　eyes　andραんos　of　the　Cht’ist　o∫theルfan　of　Sorγoωs　　　　him　about　that　journey．　In　Jerusalem　she　walked　to　where　the　master

paired　with　thisルfater　Do／orosa，　are　reminiscent　of　the　Fra　Angelico　　　　　was　and　her　tears　began　to　flow．　There　she　saw　his　suffering　hands，　and

Christ　as　theル勿ηof　So　rγoωs（ca．1435，　Museo　civico“Giovanni　Fattorr’，　　　　the　people　as　they　scorned　him，　with　slaps，　spit，　and　his　thorn　ol

Livorno）．　Thus，　rather　than　seeing　the　NMWA　diptych　as　simple　Bouts　　　　crowns，　quoting　some　passages　from　Genesi∫　43：30　and　Psalms　77：4（De

studio　works，　it　is　natural　to　consider　the　pair　to　be　works　with　similar　　　　ρo∬ione　Ch　ris　ti＿，　l　l34B－ll35A）．6）lndeed，　these　passages　establish　the

compositions　by　an　unknown　painter　who　continued　Bouts’ 　　　　iconographyandco7ηρo∬io　of　the　sobbing　Madonna　upon　theρα∬io　of

iconography　whi［e　also　showing　that　the　painter，　who　had　trained　to　a　　　　Christ　Bernardus　acts　as　the　intermediary　and　thus，　leads　to　the

mature　painting　technique，　was　searching　for　new　expressive　content．　　　　identification　by　postulants，　namely　nuns，　with　the　Madonna’s

At　the　same　time，　the　high　quality　of　this　work　should　not　be　　　　compassion．　Of　further　importance　is　the　fact　that　Ch　rist　as　theルたηof

underrated．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．∫oη℃ωs，　painted　as　the　pair　for　thisルfat〈～r　Doiorosロ，　does　not　have　the

　　According　to　Sch6ne、　Dirk　Bouts’original　diptych　was　executed　in　　　　　wounds　of　the　Crucifixion　upon　the　palms　of　his　hands．　Clearly　this

Haarlem　ca．1450，　while　Adh6mar　states　that　it　was　painted　ca．1447Jn　　　　　indicates　his　form　prior　to　his　Crucifixion　and　is　thus　an　image　of　Christ

particular，　Adh6mar　considers　that　it　was　executed　during　the　period　　　　　as　suffering　fi’／ius．　By　pairing　such　a　human　image　of　Christ　with　that　of

when　Bouts　was　strongl＞・influenced　by　Rogier　van　der　Weyden．3）Aside　　　　the　sobbing　Madonna，　clearly　the　iconography　is　not　intended　to　show

from　such　sり’listic　characteristics　as　the　red　eyes　and　the　strong　shading　　　　salvation　after　Christ’s　resurrection．　Rather　the　iconography　brings　into
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the　play　the　Iogic　of　compassion　through　emotional　transference　or　the　　　　worshipper「s　desire　for　affection　that　their　soul　is　able　to　grasp　Chris’s

cathars～∫of　an　Aristotelian　tragedy　theory．　Panofsky　has　previously　　　　　suffering．15）It　can　be　surmised　that　the　Bouts　school　style　of　devotional

indicated　this　iconographic　characteristic　that　differs　from　the‘‘Man　of　　　　image　was　used　as　tool　for　properly　understanding　Christ’s　suffering　by

Sorrows”iconography．7）The　issue　ofρα∬io　and　comρo∬～o　has　been　　　　repeatedly　evoking　thoughts　and　memories　in　the　soul　through　such

addressed　in　Panofsky，　and　by　later　scholars，　in　their　formal　analysis　of　　　　visual　recognition　and　the　workings　of“affection”in　Augustinian　terms．

ソ～ηogoρi（？tatis，”and　further　in　various　research　by　Ringbom　and　later

scholars．　However，　there　is，　as　yet，　no　research　that　shows　the　　　　Inscription

substantial　influence　of　Bernardus’s　writings　upon　the　function　of　　　　The　backs　of　the　two　paneIs　are　inscribed　with　the　same　text　that

diptychs　made　up　of　Christ　Crowned　with　Thorns　prior　to　his　　　　explains　that　the　diptych　was　commissioned　by　and　donated　by　Dofia

resurrection　and　theルlater∠）o／orosa　as　devotional　images，8）Bernardus　　　　Leonor　Chac6n、　a　member　of　the　Spanish　nobility，　who　was　also　both

Ieft　a　truly　massive　number　of　texts，　and　it　can　be　suggested　that　he　　　　the　founder　and　patron　of　the　Monasterio　de　la　Concepci6n　in　La

makes　a　connection　between　the　actual　function　of　devotional　images　　　　　Puebla．　However，　the　panels　were　not　to　be　given　to　or　lent　to　other

in　terms　of　sublectivity　and　emotional　translerence　more　so　than　　　　　people，　with　the　exception　that　the　paintings　could　be　Ient　out　if　they

dogmatic　devotional　form．　Fa［kenburg　has　previously　noted　the　　　　were　being　lent　to　priests　of　the　same　village．　After　the　research

connections　between　the　Med～tationes　vitae　christi　by　Pseudo－　　　　conducted　on　Mater　Dolorosa　at　the　time　of　its　en的into　the　NMWA

Bonaventura　or∫Palnctus　Mart’oe　after　Bernardus　and　various　devotional　　　　collection　the　following　new　information　is　discovered．　The　place　name

images，　and　on　their　basis，　there　is　need　for　further　research　on　these　　　　　“La　Puebla”mentioned　in　the　inscription　is　La　Puebla　de　Montalban，

writings　and　the　function　of　devotional　images　themselves，　along　with　　　　　Iocated　on　the　outskirts　of　Toledo．　This　indicates　that　it　is　highly　likely

the　methods　of　worship．9）ln　particular，　there　are　numerous　images　from　　　　that　the　pair　in　the　NMWA　collection　was　donated　to　the　Monasterio　de

Italy　in　the　l4th　century　and　later　periods　that　depict　the　Madonna　　　　　la　Concepci6n　that　was　founded　in　that　town　in　1522，　and　records　show

standing　in　front　of　Bernardus　at　his　desk（Giovanni　da　Milano，1353－63，　　　　that　the　founder　and　provider　of　various　art　works　for　the　monastery　was

Prato，　Pinacoteca　comunale；Matteo　di　Pacino，1439－1443，　Firenze，　　　　Leonor　Chac6n　y　Fajardo．　Leonor　was　born　into　the　noble　Chac6n　y

Galleria　delrAccademia；Filippo　Lippi，　ca．1447，　London，　National　　　　Fajardo　family　of　proper　lineage　who　lived　on　the　outskirts　of　Toledo，

GalleW；Filippino　Lippi，　ca．1485，　Badia　fiorentina）．　Clearly　these　works　　　　　and　was　a　courtier　for　Queen　Isabella（1451－1504）and　was　married　to

are　the　visualization　of　the　text　of　Deρo∬～one　Christi　et　Do／orめus　et　　　　Juan　Pacheco　T611ez－Gir6n，2nd　Marquis　of　La　Puebla　de　Montalban．

P／anctibusルlatris¢／us　that　records　the　narrative　of　Christ’s　Crucilixion　as　　　　　Leonor　was　born　in　l486　at　C6rdoba　and　while　her　death　date　is　not

told　to　Bernardus　by　the　Madonna．　Further，　these　paintings　stand　as　　　　known　by　this　author，　judging　from　the　fact　that　she　was　courtier　to

proof　that　this　text　was　extremely　well　read　during　the　period．　Further　　　　Isabella，　who　died　at　the　young　age　of　53　in　1504，　and　that　Leonor　was

investigation　of　this　matter　is　needed．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35　years　younger　than　Isabella、　she　would　have　been　around　36　years

　　On　the　other　hand，　the　fact　that　this　type　of　devotional　image　was　　　　old　when　she　established　the　Monasterio　de　la　Concepci6n　in　l522、　If

sublect　to　frequent　copying，　or　indeed“reproducing，”probably　can　be　　　　the　diptych　was　donated　to　the　morlastery　as　a　bequest，　then　it　is

explained　by　Augustinian　epistemology　and　his　utility　or　function　of　　　　possible　that　this　would　have　taken　place　around　300r　40　years　after　the

iconography．　ln　his　De　Trinitate　libri　XV，　St．　Augustine　explains　how　　　　　establishment　of　the　monastery．　Further，　by　the　time　that　the　monastery

sacred～mogo　can　be　recognized　as　intermediaries　for　affection，　In　a　　　　　as　established，　King　Charles　l　was　already　king　of　Spain，　and　Flanders

limited　sense，　St．　Augustine　developed　the　epicurean　theory　of　sensory　　　　was　under　his　control　by　l516．　Thus　this　period　of　Leonor’s　life　and

cognition，lo）and　at　the　same　time，　emphasized　the　power　of　amor　for　　　　donor　activities　overlap　the　years　when　Spain　was　most　closely　linked　to

the　object　of　worship，　or　the　spiritual　potential　to　images．1D“Voluntas　　　　Flanders．　The　inscription　also　suggests　that　Leonor　recognized　the

porro　sicut　adiungit　sensum　corpori，sic　memoriam　sensui，　sic　cogitantis　　　　importance　or“sanctitヅ’of　this　diptych，　and　thus　it　would　be

aciem　memoriaざ（De　trinitate，　XI，　viii，15）．　ln　that　instance，　Augustine’s　　　　appropriate　to　consider　that　the　paintings　left　Leonor’s　hands　and　went

premise　was　the　trin　itas　or　trinity　of“memoria，　inte〃igentia，　voluntas，”　　　　into　an　environment　that　understood　their　religious　meaning，　rather

memory，　intelligence　and　wil1，　and　he　states　that　because“Voluntas　　　　than　considering　them　just　paintings　for　a　collection．　Further　questions

uero　quae　ista　coniungit　et　ordinat　et　quadam　unitate　copulat，　nec　　　　remain　about　whether　or　not　Leonor’s　decision　to　give　the　paintings　to

sentiendi　aut　cogitandi　appetitum　nisi　in　his　rebus　unde　uisiones　　　　the　monastery　occurred　in　the　same　context　as　their　creation　in

formantur　adquiescens　conlocat，　ponderi　similis　est”（XI，　xi，18），　based　　　　Flanders，　or　did　the　donation　occur　in　another　context．　As　mentioned

on　the　power　of　memory，　it　is　necessary　to　have　an　object　of　worship　　　　　above，　from　the　time　of　its　donation，　this　diptych　would　have　served　the

that　evokes　a　similar　image　in　the　memory．12）With　such　an　argument，　in　　　　important　function　of　evoking　subjective　religious　emotions　in　the

the　Devotio　M（）derna　movement　it　would　have　been　a　natural　act　for　a　　　　Bernardus　style　during　services　in　the　monastery．

community　or　brotherhood　to　set　out　to　share　a　specific　image　in　order　　　　　To　add　a　comment　about　the　physical　state　of　the　inscription，　it　is

that　the　activities　of　that　brotherhood　or　community　could　share　　　　hard　to　say　that　the　paint　layers　of　the　inscription　are　originaL　They

memories　based　on　the　same　image　and　establish　a　place　of　shared　　　　reveal　extremely　modern　characteristics．　Sophia　University　professor

understanding　of　the　will　and　intellect　towards　the　similar　devotional　　　　Thomas　Eceizabarena　analyzed　the　calligraphy　itse［f　in　1980　when　the

images．　The　very　formation　of血is　special　Christian　community　will　can　　　　　inscription　on　the　back　of　the　companion　painting，　Christ　as　theル勿ηof

be　imagined　as　one　of　the　factors　behind　the　creation　and　　　　5αγoωs，　was　examined．　That　analysis　reported　that　the　calligraphywas

dissemination　of　accurate　copies　of　specific　iconography．　　　　　　　　　　　done　in　the　l　7th　to　18th　century　style，　and　judging　from　the　way　the

　　Hyma　noticed　in　l924　that　St．　Augustine　particularly　influenced　Geert　　　　long　S　was　written，　the　inscription　was　written　before　the　lgth　century　at

Groote，　founder　of　the　Dωo～～oルt（）derna．ii3）At　the　same　time，　in　his　own　　　　　least．16）Thus，　whne　the　inscription　itself　cannot　be　considered　original

work　A　Treatise　oη丑）ur　Closses　of　Su　bjects　Suitaわ／e　for　Meditation：　4　　　　　to　the　end　of　the　15th　or　early　l6th　century，　the　fact　that　it　was　written

sermon　oηthe　Lord　’s　Nativity，　he　quoted　Augustine’s　Z）e　trinitate，　and　　　　　before　the　19th　century　could　indicate　that　it　could　have　been　rewritten

Groote　himself　discussed　the　intellectual　function　of　sensoty　awareness．　　　　or　restored　close　to　that　time．　This　indicates　that　it　is　highly　Iikely　that

He　emphasized　that　vision　was　more　reliable　than　the　other　senses，　　　　the　contents　are　close　to　what　actually　happened　and　that　the
“

Sight，　however，　from　a　distance　without　any　movement　of　the　thing，　　　　inscription　conveys　the　original　or　its　copy　quite　faithfully．

and　almost　at　once，　takes　in　the　whole　figure，　place，　order，1ight，　color，　　　　　　This　painting　is　an　extremeIy　important　acquisition　in　terms　of　it

and　much　more　of　a　thing；and　therefore，　as　closer　to　the　common　　　　being　the　pair　of　Christ　as　the　Man　ofSorroLvs　acquired　by　the　NMWA　in

sense　of　it，　it　is　the　source　of　a1川earning　and　argumentation”．14）On　the　　　　　l980，　in　terms　of　the　transfer　of　Flemish　devotional　painting　in　the　l6th

other　hand，　Groote　emphasized　that　Christ「s　Crucifixion　is　always　in　the　　　　century　to　Spain，　as　a　work　whose　important　religious　function　can　be

front　of　the　hearts　of　worshippers．　Simply　meditating　on　the　Crucifixion　　　　indicated　with　a　high　degree　of　probability，　and　given　that　its

will　not　make　it　reach　their　sou［，　rather，　indeed，　it　is　through　the　　　　acquisition　reunites　a　diptych．
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State　of　the　Work　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l6）Information　from　a　letter　addressed　to　former　NMWA　director　Seiro

Regarding　the　state　of　this　work．　the　following　areas（：）f　restoration　　　　　　　Mayekawa・Seiro．Mayekawa・℃i］　ttig　New　Acquisitions　1980”，　Annua／

，et。。，hi，g　h、。，　bee，。b，e，、・，d，　　　　　　　　　Bu”e輌／”醐∫°nal　Museurn・N°・15・　19，　81’　pP・8＝12・

1）The　top　of　the　Madonna「s　white、’ei1．　a　large　part　of　retouchir〕g　in　the

　　center　of　the　edge　of　her　right　cheek，　and　its　blackening，

2）L（．）ss　and　retouching　near　the｜eft　temple　area　of　the　Mador）na’s　blue

　　cloak．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Report　on　the　Infrared　Survey　of　i’Vlater　Doloi’（）∫ロand　C！li’ist（］s”le

3）L。we，　cen・。，・f。・mp。，i・i。n．　i．P。i。・i。g　i。・he　M。d。。、，a・、，igh，　p。lm．　・ぬ7°fs°n－°’～ti’s　by　a　F°11°we「°f　Di「k　B°ut・

　　and　blackening．
Examina・i。。　u。der、1・，a．i。1。・light，h。。・、・h、t、，eas・ha・d。。。・　F°ll°wing　the　acquisiti°n°f　fVate「　D・／α⇔∫°by・F・ll・w…fDi・k　B・ut・

flu・resce　gi・e　essentialj．N・・he・am。，e，ul・、．1。・addi・i。。．　acc，、rdi。g・。・h。　i”　fisca！　2007・　the　p・i・ting　and・culpt・・e　cu・at・・i・l　d・p・・tment

，・n，el・・a・i・n，ep。，…，i・・en　by、。。，e。’。t。，　S。，ah　W、ld。。．・h。、upP。1・　c°nducted　scientific　studies　using　inf「a「ed　light°n　th・newly　acq・i・ed

P・・el　i・p・・b・bly・ak、　a・d　i・additi・n・。・he　a，ea、。f，e・。uchi。g　Paillting　and　its　pai「・Ch’“ist°s　the　iVan°t’　S°’γ゜ws・　The　f°II°wing　i・a

men・i・ned・b。・・e．　sn，all。，ackli。g　can　b。，een。。・he　edg。、）f　th。1。ft　b「ief「ep°tt°n　the　fi”di”gs°f　that　study・

eye．　However．　according　to　yValden．　overall　the　condition　is　good　and

・h・・ea・e　n…ace，・f・h。　pai。・i。9，u，face　b。i。g。b，ad。d　i。・h。　p。、t，　Equipment

The　surface　vamish，　however．　has　discolored　and　the　Wladorma・s　doak　　　　　IRIS　SYSTEM　digital　infrared　camera（Bresciani　S・R・L・・ltaly）

looks　blackened．　Undoubtedlv、　these　factors　aside、　the　work　is　in　　　　Exposure　wavelengths：715nm・1・000　nm（filtering　devices　used　to

。ve，all　ex・，em。ly　9。。d。。。di，i。。．　　　　　　　　　sh（）°t　images　at　set　w・vel・・gth・）

　　The　frame　itself　is（．）f　a　later　generation，　but　the　right　central　area

、h。w，　t，ace，。f　hi。g。，．　whil。・h。1。f・，en・，al、，ea，h。ws　t，ace、。f　h。。kS　Figs・1　and　2　sh°w　the　f「°nt・u「face・・f　M・t・・’　D・／・1“・S・and伽・～・s　the

f。，f。，・e，i。g・h。・w，、　sides。f・h。　dip・y，h．　Th。　p。、i，i。n。f・，h。，e，，ace，　伽゜fS°’γ゜ωtaken　with　lつ00・m　filt・・s・Fig・・3alld　4・h・w　th・b・・k

acc・・d　with　th・・e　f・ul・d。n　th・αht・tl・t・・th，、1伽。fS。t7’olLr、　panel．　At　su「faces°1撫e”D°／°’°∫°alldα～t’ist°s　’he・iVan°f’　S°n’°ωtaken　with

P・e・em　p・ep・・a・i・n・a・e　u。delway・。，eali、e・h。　pai。・i。9・，　hi、・。，ical　l・000　nm　fnte「s・

di，pl、y　f。，m、ヒ・。ki。g　i。・。，。nsid。，a・i。。・h。　hi。9。d，。。nec，i。。　　Ove「all・unde・d・awi・g　line・w・・e　c・・fim・d　i…me　a・ea・・whi1・

between　th。　tw・panel，，　　　　（Mi，，uma、a　T、kana，hi）　unf°「tunately　detailed　unde「painti・g　w・・n・t…fi・med・The　d・tect・d

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　underdrawing　line　areas　are　reproduced　in　enlarged　photographs　below

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（all　detail　imagery　taken　with　1　．OOO　nm　filters．）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Chri’8rσ∫〃～e．．Vfan　of∫Ot7て）ω∫

Notes：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）Drawn　lines　on　nails　of　both（．）f　Chrisゼs　hands（fig，5）

1）　VV．　Sch6ne．　D～et’c　Bot～t．s　tind∫eine∫（ゾlute．　Berlin＆Leipzig，1938．　P．133．　　　　　　　　2）Area　around　both　of　Chrisゼs　eyes・right　nostriL　til）s（fig・6）

2．）E－F．Mi・h・Lム’ε・・～・〃。…，id・du　XVe　sie’cle　a、、　iluse’e　duム。、、、・，e．　　3）D・ap・n’lines・n　right　sh・uld・・（fig・7）

　　　Brusselles，1944、　PP．93－94．

3）　Sch6ne，　oρ．cit，．p．133：H。　Adh6mar、　Les　Pt’in？iti／s　F『αη7（mds：C（）tT）us　de／o　　　　　　　，’Vlat（～”∠）o／o’て）∫o

＝・㍍罐1＝；㍗＝llll＝’ρ∫∫eclεLε1）＝隠n瓢b惣蒜ftheMad…ga「ment　f°lds
’11 〔1：i㍑1、㍑Engen』⊇°・’1°dern°∫B°∫～c働・gs・New　Y°「k／　2）・・ea　a・・und　b・・h・y・・」igh・・・…il，　lip・、　and・・dine　fr・m・igh・

5）St　B。ma，d。、　Cl。，ae、・、llen，i，．，、醐。～～。～n　Pa∬～。。。。，，／々1，，’ectior，。m　　cheek　t・・hi・（fig・9）

　　　Z）（）nlini，　cap．川．　Dρ1～（川int〃ηdt．〃’i’～σerga　Chi’istiρ〔コ∬～（）nefn、’℃lamat

　　　nobis　de　cruce：0ピos（）mnes　qui　t”ansitis　peハ’こ’ianl、　atteridi～ρ、　et　t’idete　si　　　　In　terms　of　shared　elements　between　the　two　panels、　visual　obse｝Yation

　　　est‘∫θ／°「　sicut　d°／（）「　tneus　（　Tht’en　L　1・　／．L2ブ・　　　　　　　…firm・d　th・t　the　u・e・f　lead　whit・i・highlight・wa・ext，em・ly

6）｛蒜！ぱ㌃＝，；｛ICIノ｛＝1：＝（～隻㍑隠蒜・蒜：　・・1．bdued・Whil…gene・a1・h・p・・・…gl・y・・s　a・e．・・t　th・・kl　，t・・y・・e

　　　qua・d・h・c　a。di・i“。t　g，ess。　q。。　p。t、i。d　D。mi。um　me、m　fl。，　　thlck　en・・gh　t・…e・th・prep・・at・ry　und・・d・aw1・9・S・・mlsl・g　f・・m

　　　pen’eni．　Cumque　nlum　fuissem　intuita　pugnis　percuti，　alapis　caedi．　　　　　the　partially　visible　drawn　lines，　it　can　be　considered　that　the　painting

三㌫＝t蒜11、㌶＝’㌫r品li、；㌍隅贈鶉　f…hf・・1・f・II・w・・heund・・d・aw・・g・

　　　sρii’itusノηeus（Psal．　LXXV｜、1）et　non　erat　mihi　fere、’ox，　neque　sensus．

7）E．P…1，k・∵・Jean　H。y’、　Ecce〃b，。，．　Specul、ti。。，　Ab。。日t、　A、th。，，　lt，　　（Mitrumasa　T・kana・hi　a・d　At・u・hi　Shi・f・ji・・C・・at・…O｜d　M・・t・・

　　　D・…and　lt・1・…1・gy∵び。、。ε、尺の。⊇。∫8。au．x’－At’t　Bi、〃c’tin．　x．r。1．5，　　Paintlng　and　Sc・lpt・・e　Secti・・）

　　　no．2／3．1956、　pp．112－ll3：Seiro　Mayekawa、“OII　the　New　Acquisitions

　　　l980“．．4nnu（コ／BL～〃etin（）〆〃1（・．IN’α’～oηoノ．’Vlusetun‘）f　W／estern、4〃．　No．15．

　　　Tokyo．1981．pp．8－12．

81）E，Panofsky、　L’lmago　Pietatis：Ein　Betrag　zur　Typengeschichite　des

　　　Schmerzensmanns「und　der’Maria　Mediatrix‘’「、　in　Fes～scノ～t’ift肋’／・ぬ．x’」．

　　　Fi’i（？d／dindei’zun］60．　Ge～）ul’tstage．　Leipzig，1927、　pp26L308；1わ～（ゴ．，‘‘Jean

　　　He、”s’Ecce　Homo“「’，　IMI∫∫～ρRf．ハ・oaux　des　Bρ（zY≡4ノ’「∫BL〃／etin、　V、1956，

　　　pp．95－138．　clr．　Sixten　Ringbom．／coηro，～7an’atiL’e．　second　and　revised

　　　ed．．　Doornspijk、1984，PP．142－143．

9）R．Falkenburg、』LThe　Deconlm　ol　Griel：Notes　on　the　Representation　of

　　　Marv　at　the　Cross　in　Late　Medieval　Netherlalldish　Literature　and
　　　Painting“口n　lcoηto　CatToθn．’A〃’1’わute’（）∫Lx’ten　Ringわθ177、　Helsinki，1995．

　　　PP．65－85．

10：｝S．Augustinus．　De　trin　it（1’e～ibt・i　XV．　X、　cap．6、10：cap．7、9．

ll）S．　Augustinus、〃）id．，VllL　caP．1〔〕，14；X、　cap．ll、17．

12）S．Augustinus，　ibid．，XL　cap2、2：cap．8，15．

13．）A．Hyma、　The　Ch”is’iati　Ret～ロiss（lllce．’．4燃ゆ’o々1？e　‘’Det’（ノti（）・・Vlodemo　”，

　　　Ne、v　York＆London．1924、P．19，

14）Van　Enger1．oρ．cit，，P．1（．）8．

15．：｝Van　Engen．　oρ．dr．、　P．87、“Letter［62］：On　Patience　and　the｜mitation　of

　　　（〕hrist”．

Is



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まれ故郷に近い町や村で過ごし、制作の拠点とした。同時代の美

ジョヴァンニ．セガンティ＿二［1858．1899：　　　　　　　　　　　　術界やほかの画家たちとの交流という点で・いわば隔絶された環境

羊の勇毛：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　にありながら・点描技法や象徴主義など世紀末ヨーロッパ美術の動

188：3．8－1年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　向を反映させつつ・独自の作風を確立した画家である・1880年・セ

油彩’カンヴ7ス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ガンティー二はミラノを離れ、北部の農村ブリアンツァに居を構えた。
ll7×216．5cm
右卜’隅に記γ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブリアンツァへの移住は、画商としてセガンティー二を世に送り出し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たヴィットーレ・グルビッチの助言があったとされ、この移住によりセガ

Gi・・anni　S・gantini［A「c°1858’Schafbe「g　1899］　　　　ンティー二は静かに制作に集、Pできる環境を得たのであるJブリア

The　Sheepshearing 　　　　　　　　、ツ。（、は1886年まで暮らし、その後、セガンティー二酬を代表す
1　SSl3－，sく

（⊃il・ln　canx’as　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るモティーフであるアルプスの山々に囲まれたサヴォニーノに移住
117×21U．5　cm
Signed｜。xyer　right　c・rner：GSegantilli　　　　　　　　　　　　　　　　　する、所謂ブリアンッァ時代には、専ら山村の光景に主題を求め、初
P．2007－00〔｝2 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期のアカデミックな画風から脱し、画面は徐々に明るい光を帯びてく

来歴pr。，enance、　Gr。nd。na　C。llecti。n（Milan。）：松ノ」忙ク〈郎：｜．i，1銀行；i［占一1人蔵　　　る。点描技法をとり入れ、自然の中に見出された神秘を強く意識し

，1体Ll934『2008’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ていくサヴォニーノ時代と比較すると、ブリアンツァ時代の作品では

6il慾蕊ll凱1』慧1〔ぽぽ；；e謙t；！㍑S＝Xi二1鵠隠：ll：　写熱力・輌に出る傾向があるが・自ら進むべき餉を瀧する重

㌫）il㌫㍑ll濡㌫li6鵬ぽi躍ぽ｛〕慧㌫［ll謂6。鴎；li　y㌫漂磁；5；纏蒜　　　要な時fCと位置づけることができる一

㍑繕；i懸禦濡1賜1，1：と滞麟；撤麟漂慧1［欝禦　　ブリアンツ・でのセガンティー二は、山間の村の風景濃民、牧童

二展アルフスの牧歌と幻想兵卜1媒樋1朕術館’1978’〔L｛2三LC｝5’28’IBIlll播穿T’20’　　　　などそこに暮らす人々、動物たちを題材として精力的に制作を行な

藷蒜蒜ll惚1：1㌶漂、：繍c；㌫濡凱；㍑6㍑6；；：　っている・　1．LI村の春から夏（・かけての風物詩でもある競の週

跳，蕊㌶li謂㌶躍㍑ぽ1溜；漂ぽ愁11隠艦　 は何度か扱っておIO・本作と同構図にも木炭やパステルなどを用い

‡撒，；！｛瓢跳瓢1；；罐；漂撚霊li稿iξ、（ぽ1＝ll㌫㍑　た素描・習働・残っている（Q・385362）〃インザ・クによると輔習

蒜蒜濡ぽ1；，協1厭・，ぽξ劉蕊i㍑ぽ1蒜謡；跳　 伯7由彩似外に・本作と剛寺期に制作されたパステ・レ画・木炭画・
㍑㌫甥㍑，隠瓢瓢1：）’濡認瀦；i烈；1恕㍍艦：1　のちに制イ乍された作品として木炭画2点…ステル画・毛を刈る男性

瓢跳恕i謡鵠留』㌫lll漂瓢｛驚㍍㍍蕊忽：　だけをteliいた木炭画瀧認されている・油彩によって渡完成され

㍑㍗狸鰐鷲；1ζ蹴雰蕊：総煕n°・13：58A・・27；ll88醐゜）文　た儒が、のち（・木炭やパステ・・で描き続けられたことになるが・本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作品は1885年にアントウェルペンで発表されてから1888年まで毎年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローマ、ヴェネツィア、ロンドンなどでの主要な展覧会に出品され注目

イタリア北部の町アルコ（当1時はオーストリア領）に生まれたセガンテ　　　を集めたことから、次々と類作が注文されたとも考えられる、《羊の

イー二は、画学生時代をミラノで送ったほかは、生涯のほとんどを生　　　　勇毛〉に関してセガンティー二は、実際の光景を見て描いたと言って
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いる（友人に宛てた手紙、1898年）、しかしながらクインザックは、実　　　　’

際の光景だけではなく助手に登場人物のポーズをさせ・記憶によっ　幽繊湊　選．n．．、．。r，．．一．，＿一一一・．一．・．　、

て再構成した可能性を指摘している，11確かに上記連作では人物　　　　　∵i’一’　”　”－1，．＾三逗㌫£ン』・　　　　‥一ら’・1『U）i

のポーズや配置、構図にほとんど変更はなく、即興的というよりもむし

ろ緻密に計算され完成に至った作品であることがわかる、

　　セガンティー二が本格的に点描技法を使うようになるのは1886年

頃のことであるが、本作には柵の外の羊の群れや羊の毛を刈る人

物の周辺に不規則な粗い筆触が見られ、光の表現方法を模索する

跡が認められる：一一方で形態や構図は単純化され、羊舎の柱の垂

直に対して羊を囲う柵や羊舎の張り出した軒の線、遠くの水平線な

どが横長の画面に幾何学的な安定感をもたらしている。人物や羊

の細部は簡略化され、羊の毛を刈るという動きのあるはずの場面に　　　fig．セガンティ＿二光のコントラスト、1887年、ブリュッセル、べ」レギ＿E、ぱ術館

も関わらずそれぞれのポーズは静自勺である・前景から暢・遠景　　鑑；、；；1：〔’〃「　’‘W～「’18873「usse［s　NlusでesR°）auxdesBeauxA】寸s

への広がりを広角レンズでとらえたような横長の構図は晩年の．大画

面作品を想起させ、本作を同時代の装飾壁画に関係づけるもので

あるL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Segantini　was　born　in　the　north　Italian　town　of　Arco，　which　was　then

　　なお、サヴォニーノ時代、セガンティー二自身が《光のコントラスト　　　under　the　dominion　of　Austria．　He　moved　to　Milan　for　his　art　school

（Contrasto　di　luce）．ピ題した油・彩画（ブリュッセル、ベルギー王立美　　　　days・but　he　ended　uP　sPendin9　the　majo「ity　of　his　life　in　towns　and

術館蔵、fig．・は・一一を肖匡れた《羊の勇毛》を借り戻し・それを　蒜；愁il，1＝、fT：i、1隠、蕊，ls，；leala蕊「all

参照しながら描いたといわれている。前景と後景を羊舎の柵で仕切　　　　。ther　painters　of　his　day，　he　remained　in　his　marginalized　environment，

り、暗い羊．舎と光に満ちた農村風景をはっきりと対比させる点、色調　　　　「eflectin9　the　Pointillism，　Symbolism　and　othe「mode「n　Eu「oPean　a「t

　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　movements，　all　while　establishing　his　own　distinctive　painting　style．　In
が両者に共通している，また《光のコントラスト》に描かれた2頭の羊　　　　1880　Segantini　left　Milan　and　m。ved　t。　Brlanza，　a　farming　village　in　the

は毛を刈られた直後の様子であり、両作品の連続性を看てとること　　　north．　His　move　to　Brianza　was　encouraged　by　Vittore　Grubicy，　the　art

ができる・そのうえで、．、：光のコントラスト》では羊舎の柵の水平線を　　　deale「who　sent　Segantinils　wo「ks　out　into　the　wo「1d・and　this　move

さらに強調して構図を単純化し、光と影の対比に焦点を絞っている　ill蕊a＝、：1隠ilv膿lnl芯el；、ll＝；：c：：蒜

ことがわかる，この2作品からは、ブリアンツァ時代からサヴォニーノ　　　　Savognino，　surrounded　by　the　Alps　that　would　form　one　of　the　major

時代に向けて表現を純化させていくセガンティー二芸術のひとつの　　　　motifs　of　Segantini’s　late「Paintings・Du「ing　his　time　in　B「ianza　he

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　focused　on　scenes　of　mountain　v川age　Iife，　shedding　the　academic　st｝・・1e

方向性を見ることができよっ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　hiS　early　period　as　his　compositions　gradually　became　filled　with

　　農村の人々の質朴な生活を主題とする点、静けさに満ちた簡略な　　　　bright　light．　Compared　to　his　Savognino　period，　with　its　use　of　pointillist

形態、構図などから、セガンティー二はしばしばミレーと比較される。　　　techniques　and　a　strong　awareness　of　the　mysticisrn　found　in　nature・　the

確かに当時ミラ・ではミレーやコ・一といったフランスの183・年代以　三：⊇＝蒜ll；1、tl忠《；＝，1窯占1蹴und

降のバルビゾン派が若い画家たちに強い影響を与えており、セガン　　　　In　Brianza　Segantini　actively　took　as　his　subject　matter　the

ティー二にもそれが波及していたことは推測することができる。しか　　　　landscaPes　and　fa「me「s　of　the　village　set　amongst　the　mountains・the

しながら、セガンテ・一二目身は、グ・レビ・チによってもたらされたい　；li：；1ぽ1蕊惣。1㍑三瓢t惣職隠麗1：；

くつかの版画などを別とすると、ミレーの作品を実際に見る機会はな　　　　shearing　scenes　being　common　from　spring　to　summer　in　the　hill　towns．

く、その影響も限定的なものと考えざるを得ない。　　　　　　　　　　　1n　addition　to　this　oil　Paintin9・the「e　also「emain　d「awings　and　study

本作はミラ・の＝グ・ンドーナ家のコレクシ・ンであつたもの　欝s蒜㍍：；：麗t＝1蒜1ご隠＝t；il｛鷺

を、松方幸次郎が購入し日本にもたらしたr．1928年の東京府美術館　　　　were　pastels　and　charcoal　sketches　d。ne　at　the　same　time　as　this　w・rk，

での展示の後、1934．年の売り立て展で個人蔵となり、今回当館が購　　　　two　cha「coal　wo「ks　and　Pastel　wo「ks　c「eated　late「，　and　cha「coal　wo「ks

入するまでこの個人宅に飾られて・・た．なお、野上弥生子の・」・説　ll：；1：i。＝⊇鷲罐eSご＝蒜161㌻㌶；

：真知子二q931年発．表）には、主人公が東京府美術館の展覧会を見　　　　continued　to　paint　images　of　the　composition　in　pastels　and　charcoaL

に行く場面で、本作についての記述がある。　　　　　（大屋・美那）　　　Afte「this　wo「k　was　fi「st　disPlayed　in　Antwe「P　in　1885・　it　was　disPlayed　in

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　maior　exhibitions　held　in　Rome，　Venice，　London　and　other　venues　until

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l888　where　it　gained　attention．　It　is　also　thought　that　several

・1三　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　commissions　for　similar　works　were　received　at　that　time．　Segantini

l）A・me－P聖1・Q・i・・ac・・S・gantini，　Catai・9・genera／e・　Edit°「iale　Electa・　himself　said・that・the・Sheep・he・xing　image　w・・d・aw・f・・m・・cene　he

　　　1982・　p，274・　　　　　　　　　　　　h。d　ac，ually　wi・nessed（1。tt。，・。。f，iendコ898）．　H。weve・，．acc・・di・g・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Quinsac，　it　is　also　possible　that　he　may　have　constructed　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　composition　in　the　studio　with　a　memory　of　the　actual　scene，　having　his

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　assistant　pose　for　him．1　．，　Thus　the　work　can　be　seen　as　intricately

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　planned　as　opposed　to　simply　painted　directly　from　nature．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Though　Segantini　began　to　fully　use　the　pointillist　technique　around

「



1886，here　irregular，　rough　brushstrokes　can　be　already　seen　on　the

group　of　sheep　outside　the　fence　and　around　the　figures　shearing　sheep，

all　of　which　are　traces　of　his　efforts　to　express　light．　On　the　other　hand，

the　forms　and　composition　have　been　simplified，　with　a　geometric

stability　in　the　composition　formed　by　the　verticals　of　the　sheep　bal’n

pillars　and　such　horizontal　elements　as　the　fence　surrounding　the

sheep，　the　swelling　lines　of　the　eaves　of　the　sheep　barn，　and　the　horizon

line　that　stretches　into　the　distance．　The　details　ol　humans　and　sheep

have　been　simplified，　and　regardless　of　the　fact　that　this　is　supposed　to

be　a　depiction　of　the　activity　ofsheep　shearing，　both　humans　and　sheep

are　in　still，　stable　poses．　The　horizontal　composition，　stretching　from

foreground　to　middle　ground　and　distance　appears　as　if　it　had　been

shot　with　a　wide－angle　lens．　This　compositional　choice　was　developed

in　Segantini’s　late　period　large－scale　works，　and　also　links　this　work　to

the　decorative　pamtings　created　at　the　same　time　in　Europe．

　　During　the　Savognino　period　he　created　an　oil　painting　titled　by　the

artist　Contrast　of〃ght（Brussels，　Mus6es　Royaux　des　Beaux－Arts　de

Belgique，　fig．）．While　the　Sheeρshearing　work　had　already　left　his　studio，

he　borrowed　it　back　to　use　as　reference　during　his　creation　of　Co肋’ast

of〃g力～．　The　two　works　share　the　division　of　foreground　and

background　by　the　sheep　barn，　the　contrast　between　the　cIear

separation　of　dark　sheep　barn　with　light－filled　farm　village　scene　and　the

paIette　tones．　Further，　the　two　sheep　seen　in　Contrast　ofLight　are　shown

immediately　after　having　been　shorn，　further　cementing　the　connection

between　the　two　works」n　addition，　in　Contrast　of〃g力～the　composition

is　more　simplified，　with　the　horizonta川ine　of　the　sheep　barn　fence

emphasized　and　the　focus　placed　firmly　more　on　the　contrast　between　　　　　　　　　　　　　　’

Iight　and　shadow．　These　two　works　thus　reveal　one　of　the　directions　of

Segantinrs　arts，　as　they　moved　from　the　Brianza　period　to　the　Savognino

period　with　a　simplification　of　expression．

　　Segantini　has　frequently　been　compared　to　Millet　in　terms　of　his　use

of　the　simple　lives　of　farm　villagers　as　his　subject　matter，　his　sti11，

simplified　forms，　and　his　compositions．　lndeed，　Millet，　Corot，　and　other

Barbizon　school　French　painters　from　the　l830s　onward　greatly

influenced　the　young　painters　in　Milan　at　the　time，　and　thus　it　can　be

surmised　that　Segantini　was　similarly　influenced．　However，　Segantini

himself，　with　the　exception　of　several　prints　introduced　to　him　by

Grubicy，　did　not　have　a　chance　to　actually　see　Milleピs　oil　paintings　in

person，　and　thus　the　influence　from　Milleピs　works　must　have　been

limited　at　best．

　　This　work　was　purchased　by　Koliro　Matsukata　from　the　collection　of

the　Grondona　famiIy　of　Mi［anese　industrialists，　and　brought　by

Matsukata　to」apan．1n　l928　it　was　displayed　at　the　Tokyo　Prefectural　Art

Museum，　and　in　1934　purchased　by　a　private　collector　from　an　auction

exhibition．　The　painting　remained　in　that　private　collection　until　it　was

purchased　by　the　NMWA．　ln　the　novel　Machi々o，　written　by　Yaeko

Nogami　and　published　in　l931，　the　heroine　of　the　stoly　remarks　about

seeing　this　work　when　she　went　to　see　the　Tokyo　Prefectural　Art

Museum　exhibition．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Mina　Oya）

Note：

1）　Annie－Paule　Quinsac，　Segantini，　Catalogo　generale，　Editoriale　Electa，

　　　ユ982，p．274，
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展覧会
Exhibitions

バルマイタリア美郁∫、もう　・つ（ノ）∬1～

Parma：Grazia（・affetti、　nahlra　e　artifi（・io，　Prota　gJon　ist　i　del1’artc　da　Corre99io　a

I．anfrar）（“o、

フミ！U」：2007∫「5月2～）日一8月261｜

i：催：川、‘ノlllq汀1）ミ術館パルマ・ピアチJ一ンツァ歴史）罰；∫民俗文化財監督局読ッ1己新聞社

人場者数：167，9134人

Duration：29　May－26　AugUst　2007
0rgallizers：Nati（）nal　Museum　of　Western　Art／SOI）rintelldenza　per　il　Patrimonio　Storic（）

Artistico　e　Etnoantropol（）gico　di　Parma　e　l）iacenza／The　Yon）iuri　Shimb川コ

Nulnber　of　Visitors：167，934

本展覧会は1400年代末から1600年代初期にかけてのイタリア・パル　　　　織を中心とした市民の生活の中で、富裕層はパルマの外の芸術家

マ（エミリア・ロマーニャ州・州都ボローニャ）の芸術文化を広く紹介　　　　の作品を賞賛していた　こうした背景の中でチーマの作品がパル

することをH的とした展覧会であった　15iHr紀末から16111r紀前’rに　　　　マにもたらされ、1・ll時にカゼッリやフィリッボ・マッツォーラといったパル

かけてコレッジョとパルミジャニーノらの活躍により、フィレンツェ、ロー　　　　　マの地元の画家たちに大きな影響を’j・えていった　第2セクションで

マ、ヴェネッィァと並ぶ芸術都lliとなったパルマ美術の特徴は、優）ξ　　　は、「コレッジョとパルミジャニーノの季節」と題し、いわゆるルネサン

で、洗練されたヒllllさを特徴としていたそれらは自然に忠実ながら　　　　ス期パルマの黄金時代を築いたふたりの画家コレッジョとパルミジャ

も生き生きとした情緒表現に満ち溢れたコレッジョの芸術を引き継ぎ　　　　ニーノに焦点を当てながら、彼らの影響がどのように次の川代のlllli

ながら、パルミジャニーノが実現した精緻な輪郭部aをもつと同時に繊　　　　家に引き継がれるかを検証した突如パルマに登場した巨星コレッ

細で優美な様式を基本に据えたものであった、　　　　　　　　　　　　　　ジョ　彼の作品は優）こかつダイナミックで、フィレンツェともヴェネツィ

　本展はパルマが孤立した地方の小邑から、イタリアだけでなく国　　　　アとも異なるやりノ∫で；i12一術における人間性を追求し、1皮の実現した

際的にも重要な芸術拠点となっていった道のりを辿ることを目的とし　　　　様式は以後300年間もさまざまな画家たちのr本として模倣されるこ

た　とりわけ1545年にファルネーゼ家の宮殿が置かれて以降、オッタ　　　　とになった　そして彼の次のIllr代に登場したマニエリスムの旗r・パ

ー ヴィオ・ファルネーゼとハプスブルク家出身の妻マルゲリータ、さら　　　　ルミジャニーノ彼はコレッジョ的な優美の中に独自のプロポーショ

にはアレッサンドロ、ラヌッチョ1世までの時代にパルマの）こ術は大き　　　　ンを取り込み、そこに文学的知識を加えることで、独自のlll：界を展開

な展開を迎えることになるc，こうした背景をふまえて、本展ではパル　　　　してゆぐ、義兄弟にあたるジローラモ・ベドリはパルミジャニーノとと

マのX！一術の複雑な流れを、時代を追いながら紹介した．まず1400年　　　　もにイピ封をしながら、その様式を引き継ぐソ∫、ファルネーゼ家の統

代にパルマで仕事をした「地元」の画家たちと「地方の画家たち」の　　　　治が始まるパルマの画壇を支えた1五要な画家となり、サンタ・マリ

違いを確認し、同時に注文ilの違い、つまり世俗富裕層の｝ll文と教　　　　ア・デッラ・ステッカータ聖堂をはじめとする聖堂装飾のll環を引き継

会からの制作依頼による様式の違いを確認した　さらにファルネー　　　　ぐ　第3セクション「ファルネーゼ家の公爵たち」では、1545年にパル

ゼ公爵家の注文によって制作された作品、とくにオッターヴィオ・ファ　　　　マの領1之なったファルネーゼ家の歴代君ドたちの肖像を紹介し

ルネーゼからラヌッチョllll：までの時代、つまりはピロッタ宮殿内の　　　　た，，ファルネーゼ家川身の教tllパウルス3川によりパルマに封ヒさ

《ファルネーゼ劇場》が完成する時代までの様式的特徴を検証　　　　れた初代公爵ピエル・ルイージの息f’オッターヴィオがスペイン王フ

した．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エリペ2川：の姉であるマルゲリータと結婚したことにより、ファルネー

　本展は6つのセクションで構成された　最初のセクションは「1500　　　ゼ家はオッターヴィオと息子アレッサンドロの2代にわたってスペイン

年代初期のバルマ：パルマに招堰された地方の芸術家たちと地元　　　　統治ドのネーデルラント総督を務めたこうした政治的状況の中で、

の反応」と題して、パルマでルネサンス文化形成され始めた時期の、　　　パルマ公として安定した地位を確、ltlしたファルネーゼとパルマの関

いまだ未熟な地元の画家と、各地方から招かれてパルマに作品を残　　　　係を象徴するのがジローラモ・ベドリの《アレッサンドロ・ファルネーゼ

したヴェネツィアで活躍したチーマ・ダ・コネリアーノらの作品を比較　　　　を抱擁するパルマ》であった。そして第4の「聖と俗の絵画：マニエ

した、15世紀後’Pのイタリア各地ではフィレンツェ、ヴェネツィア、ロー　　　　リスムの勝利」と題するセクションでは、ファルネーゼ家の庇護のもと

マ、フェッラーラ、マントヴァなどで知的なルネサンス’文化が華開いた　　　で栄えたパルマ派独自のマニエリスム文化を担った画家たちの作

が、この時期パルマはまだその眠りを覚ましていなかった、教会組　　　　品を紹介した、ジローラモ・ミロラ、ヤコポ・ベルトーヤといった日本で
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This　exhibition　sought　to　broadly　introduce　the　artistic　culturい（）f　Parma，

district　of　Emilia，　from　the　end　of　the　Quaはroc（11to　thr（川gh　th（．i

beginning　of　the　Seicento，　Parrna　became　as　important　an　artistic　cities

as　Florence，　Rome　and　Vellice　for　the　artistic　activity《｝l　C（｝n・（・ggio，

Parlnigianino　and　others　fr（．）m　the　end　of　the　l5th　celltllry　through　thc

fi　rst　half　of　the　l6th　century．　Parmesan　style　is　charactcrized　by　an

elegantly　refined，　superior　beauty，　established　by　Correggio　who

imbued　his　works　with　a　faithful　rendition　of　nature　and　mass（swith

graceful　affection，　elements　which　were　inherited　and　c（）nhllued　by

Parmagianino，　who　also　used　truly　precise　outlines　and　a　delicate　alid

graceful　style　as　the　basis　for　his　works．

　　This　exhibition　shows　tl「）e　path　by　which　Parma　developed　from　a

small　local　city　to　an　important　art　center，　both　in　ltaly　alld　in　t1〕e　world．

Frorn　the　I545　when　the　Farnese　family　settled　in　Parma　iTl　ttl（｝rcigll　of

Ottavio　Farnese　and　his　wife　Margherita　of　Habsburg，　thr（川gh　the　reigll

of　Alessandro　and　Ranuccio　l，　Parma　welcomed　major　artistic

developments．　This　exhibition　provides　a　chronological　iTitroduction　to

the　complex　tangle　of　artistic　styles　in　Parma，　First、　the　exhibition

はまつたく知られていないが・独特のA・JI　1　（1〈J　t．k　rk美を追求したマニ　蒜鷲蕊麟。！蒜忽1，1蒜二㍑1嵩㍑㍑

エリストである、，中でも今回出lllllされる《ウェヌス》は、かつてファル　　　　the　c（，mmissioners，　namely　the　wealthy　worldly　class　and　the　church，

ネーゼ家の邸宅であった「庭園宮殿」（現在はパルマのカラビニエ　　　　「esulted　in　diffe「ent　styles　of　wo「ks　being　c（）mmissione（i’Fu「the「・the

一
リ・酬～）の内蹴1・の・・｝1～…ながら今Hでは幽アll・として　；ぽ＝1ご㌫1隠瓢忽隠Cl；1隠忽㍑；

しか残されていない、貴重なフレスコ断片である。そして第5セクシ　　　of・Ottavio　Farnese　to　Ranuccio　1，　namely　up　until　the　completion　of　the

ヨンでは「バロックへ：カラッチ、スケドー二、ランフランコ」と．題し、パル　　　Teat「o　Farnese　at　the　Pilotta　Palace・

マに魅rされたカラ・チ・族やパルマ出身でバ・・ク絵1・liiの轍　、。㌫㍑：1＝，ご二惣：ぎ1謬1、1濫：儲nl；

導きr：となったスケドー二やランフランコの今日なお新鮮な驚きを与え　　　　parma　and　the　Local　Reaction，”compares　the，　as　yet　unrefined，　works

続ける作品を紹介した、、カラッチ．一・族はボローニャの出身でありな　　　of　the　local　Painte「s　with　the　wo「ks　of　the　va「ious’“fo「eign”a「tists　i「）vited

がら・パルマ派とく（・コレ・ジ・の作lll　“，の魅力に取り付力・れ・中でもア　1器監馴11i。i隠蕊：n，㍑C、麗g蒜，二1

ンニーバレはコレッジョの模写を精力的に制作した・一▲方バルトロメ　　　　being　formulated．　The　intellectual　Renaissance　culture　was　flowering　in

一
オ・スケドー二といった奇才も登場するカラヴァッジョが光の明暗　　　　the　latte「　half　of　the　15th　centti　ry　in　the　va「ious「egions　of　ltaly、　such　as

を人1‖j・・内⌒・呼LEIさせたのとは異なり・スケドー二1よ色彩そ　瓢C＆ぽ二、：㌫：蕊，：：＝＝ll蕊。㌫：1

σ）もののもつ強さを人間の感情の動きそのものに直接対1［1寺させた。　　　and　in　that　context　the　wealthy　citizens　of　the　town　appre（：iateci　the

《3人θ）マリア》は彼の傑作のひとつで、3人の．女性の顔が見えない　　　　wo「ks　of　a「tists　l「om　outside　of　Pa「ma・With　this　back9「ound　Cima’s

にもかかわらずその1・・J・fti　（7・驚愕がf皮女たちの紅いる衣の色から　蒜。㍑、㍑：＆凱：、㍑蒜1隠ly　influel｜ccd　th（1°cal

ll‘1：接われわれの感性に訴えかけてくる、斬新かつ驚異的なダイナミ　　　　The　second　section，　titled，“The　Seasons　of　Correggi。　and

ズムを実現している、そして最後の第6セクションではコレッジョやパ　　　　Parmigianino，”　focused　on　the　two　painters　who　established　the　“901den

ルミジャニー嚇いはその後の・1ルマ派を支えた（tuitl〈たちの優　1三；蒜蕊lll蕊，蕊；；1蒜蒜隠ぽ1蒜㍑

れた素描を紹介した、）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　great　Correggio　appeared　suddenly　in　parma．卜lis　paintings　are　elegallt

　　こうして、世界でも初めてとなる15世紀から17世紀にかけてのパ　　　and　yet　dynamic・and・　in　a　diffe「ent　manne「f「om　his　contemPc）「a「ies　in

ルマ順術の概略を・通［1・3的に見る展覧会を実現できたのは・ひと　蒜ぎご鑓㍑1二ltll潔隠蒜謬㍑i㍑

えにバルマ・ピアチェンツァ歴史美術民俗文化財監腎局の好意の賜　　　　emerged　in　the　following　generation　as　a　Gonfaloniere　of　Mamierism．

物である口本側担当者として、心より感謝している次第である，：　　　　　Pa「migianino　used　unique　P「oPo「tions　amidst　the　C（）「「e99io　style　of

ll本ll・｜内では無名に等し・・1・i家たちを紹介するという点で（よ意　蕊蒜：：濡、：ご1：ea濡1∴隠「；。1＝；li。lllll

欲的で才）ったとはいえ、担当者としては会場内の解説等に配慮の欠　　　brother．in，law，　worked　with　parmigianino　and　inherited　his　style，　while

けた点があったことなどは、ひとえに反省するばかりで、今後の展覧　　　　at　the　same　time　becoming　an　imP（）「’tant　Painte「wh°「uled　the

会によりよい形でこうした反烈を生かしてゆければと精進に励む　罐ll「惣蕊慧：麗鷲㌫㌔忽lll隠∴隠：

次第である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高梨光ll，1）　　　Parma．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　third　section，“The　Dukes　of　Farnese　Family，”pr（sented　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　portraits　of　the　generations　of　Farnes　e（tukes　who　rulc，（l　Parma　from

　　　　　　、．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15450nwards．　Pope　Paulus川of　the　Famese　lそ．u’i）ily，　and　the　lirst
［カタ゜グ．l　　　　　　　　　　　　　F、me、e　d。k。，　Pi。，　L。igi，　had。s。11・，，、，i。，　wh。　w。、1，1、1）．t＿rry’　the

編集：高梨光正　　　　　　　　　　　　daし19h・…fKi。9、Philip、II、、f、Spain，　M、，gh，，i・。．　Becau，。。1，hi＿r，：i。9。，

iljl」作：酬：tll版デザインセンター 　　　　　　　　　　　f。，　tw。　gene，ati。n、，　th。t。f・Ott、・lvi。　and　hi、　s。。　A［。。a、（i，。，　th。　F。m。、e

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　family　served　as　the　Governor　of　the　Netherlands　thenしm（ler　Spailish

作［1｜6輸送・展示：日本通運　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rule．　In　this　state　of　political　affairs，　Girolalno　Bedoli　used　his　Pωrina

会場1没営：東京スタデオ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ermbraces　Alessandro　Farnese　to　syinbolize　the　re｜atio【lshil）betweerl　the
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Farnese　and　P《lrma　that　had　been　stabnized　tllanks　to　theirr（）le　as　rulers　　　　　　　［Cataloguej

of　parma．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Edited　by：Mitsumasa　Takanashi

Th。1。。rth，e。ti。。，・Sec。la，。，（I　Sac・。d　P。i・ti・9・・Th・T・i・mph・f　　p「°duced　by：13ilしltsu　ShuPPan　D・・sigl1　Ccllte「

Mal111e「ism・”il｜t「°duces　the　w°「ks°f　pair）te「s・sP（）1）s°「ed　by　the　Fa「1〕ese 　T，ansP。r，、m（l　h。ndli。9，　NiP、，。。　E。presS

f・miいh・w・・e・e・P・nsibl・1・r　Pi．irm・1・画que　f・rm・f　M・lme「isln・　E。hibiti。n　de、ig．、・1・。ky。　S・udi。

Girolamo　Mh’ola　and　Jacol）o　Bertoja　were，　before　this　exhibih（川

colllpletely　ullkn（．）wl．l　in　Jap～ul、　two　Mam．｜erists　who　sought　a　ulliqlle

f（．）rm　of　artificriEll　beauty．　Of　the　w（，rks　displayed　il）this　secti（．）n，レψ〃こ∫∫，

was　an　in．｜portal’lt　fra　ss　me　ll　t　of　thc・decorative　wall　pamting（．｝f　the

Palazzo　del　Giardino（today　the　olfices　of　Carabinieri）that　was　then　the

hOme　of　the　Farnese　family．

　　Secti（川5，“1．10wards　the　Baroque：Carracci，　Schedoni，　Lanfrancf），11

illtrodllced　works　by　the　Carracci　falnny　Inelllbers　who　were　fascinated

bv　Parmesan　at－t、　and　Schedoni　and　Lanfi’anco、　b（．）th　born　in　P《ハrma～md

imI）ortant　for　their　introducti（）n　of　Baroque　paillting　to　the　regioll．　The

works　of　these　three　artists　continlle　today　to　delight　in　fresh　and

surprising　ways，　The　Carracci　family　was　of　Bolognese　orighl，｜．川t　the

Parmesall　paillters　fascillated　tl．｜el1．），　parti（：ularly　Correggio，　with

Allnibale　Carracci　vigorously　settil．1g　himself　the　task　of　copying　the

works　of　Correggi（），　At　the　same　time　the　uni（．ltle　genius〔．）f　Barto1（．）rneo

Schedoni　was　on　the　rise，　Whne　Caravaggioし1sed　light　and　shadow　to

evoke　the　inner　affection、　Schedoni　strerlgthelled　his　colot・palette　t（．）

directlv　reflect　the　emotional　workillgs　of　people．7ソ～e　7ソ〃て・e／Vlc〃’icls　is

Olle　of　Sched・1’li’s　rnasterpieces．　Even　th（．）ugh｝・ou　caml（．）t　see　tl．1e　faces

ol　the　three　wolハハen，　the　viewer　gets　a　dire（：t　sense　of　the　internal　alarm

of　each　woma｛〕from　the　colors（｝f　their　garments．　The　work　achieves　a

Il（．｝vel，strangely　Inoving　dyrlalllislT）．

　　The　sixth　alld　final　sectio【l　intr（）duced　drawings　by　Corre99io，

Parn．1agianin（），　and　later　artists　of亡he　Panna　s（：hooL

　　We　were　able　t（．）realize　all　exhibitioll　Presellting　the　w（．）rld’s　first

overview　of　art　ir｜Parma　from　the　l5th（・（？　i’）　tu　r＞r　thr（．）ugh　the　l7th　century

thanks　to　the　go（｝d　w川alld　genc’n’osity　of　the　Soprintel．｜dellza　Per　il

Patrimollio　Storico　Al’tistico　e　Enloalltropol（）gico　di　Parrna　e　Piacel．lza．

The　Japai’ies　e　organizers　wou］d　like　to　express　theii’heartfelt　thanks　t（）

this　kind　ltali《m　institute．　Given　that　this　ex｝1ibition　sought　t（）illtroduce

painters　who　were　alm（）st　unknown　in　Japan，　as　the　person　resPol｜sible

for　explai．latory　materials　in　the　galleries、　l　am　aware　that　earnest

reflecti（．）n　is　nee（ied　ol．｜problems　in　that　area，　and　my　hope　is　to　strive

even　harder　in　the　future　to　use　these　Points　of　reflection　to　create　evell

better　future　exhiヒ〕itions，　　　　　　　　　　　（Mitsumasa　Takanashi．）
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ムンク展

Edvard　Munch：The　Decorative　Projects

会期：2007年10月6H－2008年1月6日

1：催：国立’西洋美術館．東京新聞

人場～1’数：263，907人

Duration：60ctober2007－6January　2008
0rganizers：National　Museum　of　Western　Art／The　Tokyo　Shimbun
Number　of　Visitors：263，907

ノルウェーの画家エドヴァルド・ムンクは、自らが描いた作晶の中で　　　　［カタログ］

も、とくにその核となる．一連の作品を「生命のフリーズ」と名づけた。　　　編集：国立西洋美術館・兵庫県立剖；f館・東京新聞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制作：アイメックス・ファインアート

それは、個々の作品をひとつずつ独立した作品として鑑賞するので

はなく、全体でひとつの作品として見る必要があると考えたからであ　　　　作品輸送．展示：ヤマト運輸

った、それは、まさにオーケストラの奏でる交響曲のようなものであ　　　会場設営：東京スタデオ

り、それぞれの楽器のパートの演奏がひとつにまとめられた時に初

めて、作品として完成するものであった。

　　そのような絵画による交響曲を、ムンクは時に作曲家として、時に

指揮者として作りヒげていぐ，作曲家としては作品を次々と描き、指　　　　　　　．　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Munch　himself　named　The　Frieze　of　Life　as　the　core　of　his　oeuvre．　He

揮者としては、それらをどのように「フリーズ」としてひとつにまとめあ　　　　felt　that　rather　than　viewing　each　individual　painting　in　The　Fri（，：（，、。f’　Life

げるθ）かに腐心する／／．／ムンクの晩年のアトリエの内部を撮影した写　　　on　its　own・　the　paintings　should　be　viewed　all　together　as　a　sin．gl（i　w（）rk・

真には、売却することなく手元に残しておいた作品を、彼がさまざま　　　The　wo「ks　a「e　like　movements　in　an　o「chest「al　syml〕hony；°nly　when

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　gathered　together　do　they　become　a　complete　work　of　art，

に組み合わせ、．並べ替えていった様子を確認することができる。そ　　　　At　times　Munch　was　the　coml）oser，　at　other　times，　the　conduc；tor，　of

して、それらに写る』整然と作品が並べられた四方の壁は、彼が装飾　　　these　symPhony　movement－like　Paintings・　As　a　comp（）ser　he　painted

的な壁画プロジェクトを構i想していたことをはっきりと示すものとなっ　　　　wo「k　afte「wo「k’　as　．a　c．o「1duSto「he　spent　9「eat　effo「t　collside「iiコ9hf）W　t（l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　group　them　as　a　smgle“frieze．”Photographs　takell　of　the　interior（，f

ている・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Munch’s　studio　in　his　later　years　show　that　he　groupe（1　and　arranged　the

　　／）N　Prlの展覧会は、ムンクが長・年にわたって追及し続けた「装飾」と　　　unsold　works　in　various　different　ways・　These　PhotograPhs　als（）show

いう問題を探ることをn的として組織された。第1室では、晩年のア　　　　the　fou「walls　of　the　studio　with　tnese　ca「efully　a「「anged　pait）tings　in　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　form　of　decorative　mural　compositions．

トリエでのムンク自身による「生命のフリーズ」の展示プランを、部分　　　　　This　exhibition　was　arranged　to　feature　the　question。f　the

n勺にではあれ、実際の作品で再構成し、その装飾的壁画としての構i　　　　“deCO「atiVe，”a　SUbjeCt　MUnCh　WOrked　On　fOr　many　years・Tl｜e　firSt

造を明らかにすることを試みた。続く各展示室では、その他の彼の　　　9alleワfeatu「ed　th『disPl竺Plan　fo「The　F「ieze　ofLife　as　Munch　planned

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lt　in　his　studio　late　ln　his　life．　Some　of　the　parts　were　reconstructed　using

装飾プロジェクトを紹介した。ムンクのパトロンであったリューベック　　　the　actual　works，　as　an　experiment　showing　the　construct　of　the　wc）rks

（ドイツ）の眼科医マックス・リンデの依頼によって制作された装飾パ　　　as　a　decorative　wall　Paintin9・Continuing　through　the　9alleries，　each

ネル〈リンデ・フリーズ〉や、ベルリンの小劇場の待合室の壁画〈ライ　　　section　int「oduced　anothe「of　his　deco「a！ive　P「ojects　c「eated　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　planned　by　Munch　over　the　years：decorative　panels　from　the　Linde

ンハルト・フリーズ〉などの「生命のフリーズ」を装飾プロジェクトとし　　　Frieze，　studies　for　the　Rineノ～art　Frieg・e，　the　wall　paintillg　pr（）ject　f。r　the

て実現したもの、オスロ大学講i堂の壁画、フレイア・チョコレートー「：場　　　　Oslo　University　Hall，　the　wall　paintin9　project　for　the　Staff　Dinin9　Room

の社日食堂の壁画のプロジェクト、そして最終的に実現することは　　　at　．th．9　F「eia　Chocolate　Fa？toly’and　the　un「ealized　Plan　fo「the　wall

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　palntmg　for　the　new　Oslo　City　Hall　that　Munch　worked　oll　over　and　over

なかったが、晩年に計画を練り続けたオスロ．市庁舎の壁画プランな　　　again　in　his　later　years．　Some　of　the　projects　were　shown　by　vide（．）

ど、彼が関わった数々の装飾的作品を、習作や映像等を交えて構成　　　　images　of　actual　murals・

　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　There　was　a　not－inconsiderable　am（．）unt　of　dissatisfaction　from
して展札た・　　　　　　　　　　　。i。w。，、，h。t．Munch’、　m。st　fallコ。us　w。，k，．Tl，。、S．，eani，　wa，　n。，、。。1，de、

　　代表作である《叫び》が出品されていないことに関しての不平不　　　　in　the　exhibition，　but　the　work　was　then　uridergoing　c。11s（〕｝vation　work

満θ）声は決して小さくはなかったが、盗難後の修復作業の途中であ　　　（1　fte「its「ecove「y　f「（）m　theft・and　thus　itしlnfortut）ately．（’・uld　n・t　be

り、出品そのものが不可能であったのはいたしかたのないことであ　　　　included　in．the　exhibition’On　the　oth；「hand’howeve「’the　exhibiti°ll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　plan　was　highly　praised『）y　mal）y　for　lts　presentatioll　of　a　c（｝ml）lctely

った．しかし、今回の企．画が、まったく新しいムンク像を提示するもの　　　　11ew　image　of　Munc｝1　in　the　eyes　of　Jap〔111ese　exhibitioll　visit。rs．

となった点を高く評価する声も数多く聞かれた，，　　　（川中正之）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Masayul〈i　Tanaka）
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［Catal°9ue］　　　　　　　　　　　　　　∴　．・．．、『．．∵．．㍑llご㌘1巳∴・1、・∴：…’
Edited　by：National　Museum　of　Western　Art；Hyog（）Prefectural　Museum　of　　　　　　　　　　　　　　　．　　　’　1』”』一．1・』1・・．・：，．．’　t．：．．．
Art：Thc　Tokyo　Shimbun　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．1　　　　　　　’　1　　．、｝・∴’．

Produced　by：hnex　Fine　Artコnc・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぱ皇懸灘：塁灘……欝裂縣
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ウルビーノのヴィーナス　　古代からルネサンス、美の女神の系譜

La“Venere　di　Urbino”：Mito　e　immagine　di　una　Dea　dall’antichitb　al　Rinascimento

会期：2008年3月4ロー5月18日

i：催：国、ア西洋美f元lj館イタリア文化財省フィレンツェ文化財・美術館特別監督局読売新聞社

人場者数：238，352人

Duration：4March－18May　2008
0rganizers：National　Museum　of　Western　Art／Ministry　for　Cultura田eritage　and　Activities　of　ltaly　－

Soprintendenza　Speciale　per　il　Patrimonio　Storico　Artistico　ed　Etnoantropologico　e　per　il　Polo　Museale

della　cittEi　di　Firenze／The　Yomiuri　Shimbun

Number　of　Visitors：238，352

西洋美術史を代表する名品、ティツィアーノの《ウルビーノのヴィー　　　　品を並べて展示する試みも行なった。

ナス》を目玉に、占代からバロック初期に至るまでの、ヴィーナス像の　　　　　《ウルビーノのヴィーナス》は、過去数度しかウフィッィk術館を

変遷を辿った展覧会である。会場には絵画、彫刻、写本・書籍、工芸　　　　留守にしたことがなく、ヨーロッパ以外の一ヒ地に貸し出されるのは、

品を計76点展示した、，本展はフィレンツェ文化財・美術館特別監督　　　　今回が初であった。一方、ヴィーナスはわれわれ目本人にとって、お

局の全面的な協ノJによって実現したもので、作品はフィレンツェを中　　　そらく最も有名な女神であるが、彼女が神話でどのように語られ、美

心に、イタリア全土の美術館・博物館・図書館から借用した。　　　　　　術作品でどのように表わされたのかということは、あまり知られていな

　展覧会成立の経緯を書くと、まず《ウルビーノのヴィーナス》の貸　　　い。本展は、西洋美術史の主役のひとりであるヴィーナスを知る、絶

出が決定されたところから話が始まった。《ウルビーノのヴィーナ　　　好の機会となったと思われる。

ス》をどのように見せたら日本の観衆にとって興味深いかと考えた結　　　　　また、《ウルビーノのヴィーナス》以外にも、イタリア美術史を代表

果、ヴィーナスのイメージの変遷というコンセプトを採用することとな　　　　する作品が多数貸し出された。とくにミケランジェロが下絵を描き、

った，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ポントルモが油彩として描いた《ヴィーナスとキューピッド》は、1メー

　本展の見どころ・特色としては、ふたつがあった。ひとつは、《ウル　　　　トルを超える板絵であり、通常はまず貸し出されることのないものな

ビーノのヴィーナス》が展示されたということ。もうひとつは、占代以　　　のだが、今回は特別に出品されることとなった。ヴェネッィア派の裸

来のヴィーナスの図像の変遷を辿ることができたことである。展示　　　婦像を代表する《ウルビーノのヴィーナス》がフィレンッェ派の領袖ミ

およびカタログは5つの章に分け、古代ギリシアおよびローマにおける　　　　ケランジェロの裸婦像と対置されたことで、ヴェネッィァとフィレンッェ

ヴィーナス像の誕生と発展を見た後で、ルネサンスにおいてそれが　　　　というイタリア・ルネサンスの二大流派の表現を比較することがtrJ‘能

復活した様を概観した。年代順の配置を基本にしながらも、古代と　　　となり、展覧会場において素晴らしいハイライトとなった。

ルネサンスの密接な関係を示すため、rlf代の作品とルネサンスの作　　　　　名作揃いの本展には多くの来場者が訪れたが、その・ノ∫で本展

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は、学術的にも貢献をした。まずカタログには筆者のほか、イタリアの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究者による巻頭論文と作品解説をバイリンガルで収録した，ヴィ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーナスについて、また《ウルビーノのヴィーナス》についての基本文

献となるであろう。さらに今回特筆すべきこととしては、展覧会の内

容と絡めて、「ルネサンスのエロティック美術」と題したlkl際シンポジ

ウムを開催したことがある（3月29日、国立西洋美術館講堂）n日、伊、

米のイタリア・ルネサンス研究者が参加したこのシンポジウムは、きわ

めて学術的に質の高いものとなった。　　　　　　　　（渡辺i“「輔）

［カタログ1

編集：渡辺晋輔、金山弘昌、読売新聞東京本31：文化事業部

制作：インターパブリカ

作品輸送’展ノJミ：日本通運、アルテリァ

会場設営：東京スタデオ
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　　　　　　　　　　　　．　　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　figUres　m　EUr（）puam　art　hist（）r｝’．

Titialゴs　Venus　o／’Ut・bit．’o　is（．）neofthe　mast叩）ie（esofwesternart　histor’〉，．　　　　　　Further，　the　exllil．）itioI）iIIchk｜ed　the　loan　of　I．｜urnerous　major

This　exhibition　featuril．lg　Titian’s　work　traced　the　challges　i1コthe　image　　　　　ex～imples　of　ltaliai’）arしil）additi（）n　to　th（V（vltlS　o〆’～ノ功i〃θ．　Of　particしilar

of　V（nus　from　al）ticluity　t（．）the　begim．ling　of　the　Baroque　era．　A　total　of　　　　Ilote　was　the　imagt　ofレ（・〃‘～∫（1〃d（．．’tlt）id．　Mi（・hdangel（．）cl’eate（i　the

76works　were　dis　played，　includillg　examl）les〔｝f　pailltil．lg，　sculpture，　　　　　preparatory　drawing、　while　Pontormo　produc（・d　the　finished　oil

manuscripts，　b（．）oks，　and　decorative　arts．　The　exhibition　was　realized　　　　painting．　T｝1is　panel　pair’lting　is　over　a　lneter　in　height　and　thus　w（）uld

with　the　complete　cooperation　of　the　Sopril玉tel．1denza　Speciale　per　il　　　　not　normal］y　be　sellt　out　ol．l　loan，　but　it　was　illduded　in　this　exhibition

Patrimonio　St（）rico　Artistico　ed　Etlloantropologi（：o　e　per　il　Pok．）Museale　　　　　as　a　specia川oal1．　This　gave　viewers　a　rare　opportしlnity　to　compare　the

ciella　citt2i　di　Firenze、　and　the　w（．）rks　disptayed　were　borrowed　primarily　　　　　靴～tlus　fノ／’Urbino，　representative　o川】e　Venetian　school　style　of　m．lde

froln　Florenti［．1e　collections，　with（）therworks　drawn　from　museしlms　and　　　　female　im三lgery，　with　MichelangelOs　mlde　represelltativ（（．）f　the

librariesthrougi．10Ut　naly．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Florentine　scho（）1．　Ill　other　words，　a　coml）arison　of　the　two　malor

　　The　timeline（）nhe　f（．）rmlllati（）ll【）f　this　exhibition　begall　with　the　　　　　scl．1001s　Of　Renaiss　ance　ltatian　art　b（・caln（olle　of　th（・splendid　high］ights

（．k　cision　to　borrow　the　Ver7tis（♪f｛．ノ〃）～r70　f（．）r　the　exhibitiorl，　Then（）ur　　　　　of　this　exhil．）ition．

thoughts　focused　oll　how　to　show　theし’enus（ノ／’　Ut－bi〃o　ill　such　a　way　as　　　　　　Large　mllnbers（）f　visitors　came　t（）tllis　exhibition　with　its　lineup　of

to　heightell　the　interest　of　Japanese　viewers，　This　led　to　the　c（）nce　pt　of　　　　　masterpieces，　while　oll　the（）ther　halld，　the　exhil）ition　was　also　praised

Vcnus’s　changing　irnage　through　history．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　for　its　scholarly　c（）1．ltellt，　The　cataloglle，　a　bilingual　edition　in　JaPanese

　　The　exhibitioll　had　two　highlights．　One　was　the　fact　that　the　V’eノ～us（）f　　　　　and　halian，　featured　articles　by　the　aut｝10r　alld　ltalian　specialists．

t　ft・1．）〃πノwas　displayed．　The　other　was　the　fact　that　the　exhibition　traced　　　　　lr｜deed，　this　volume　I）（．）w　stands　as　a　malor　resource　ol〕the　subject　of

the　challges　in　the　image　of　Venus　froln　al’）tiquity　forwar（L　The　display　　　　　　　Venus　and　on　theレ’elluS（）fτ”わ”’o・（．）f　furtherspecial　note　is　the　fact　that

and　catalogue　were　divided　int（．）five　sections、　and　after　showing　the　　　　asymposium　elltitled　77～e　Ero　ti（’A”t　of’〃lc）Re〃θ～∬（ltl（le　was　held〔｝n

birth　aIld　develol川．）ent（．）f　the　Venus　il’nage　ill　Elnciel）t　Greece　and　　　　March　29・2008・in　thc　Lecture　Hall　of　the　NMWA　in　conjunctiol．1　with

Rome，　an　overview　of　the　Renaissance　revival　ol　the　image　connpletecj　　　　　this（Xiコibitioii．　Renaissanc：e　ltaliai’i　scholars　from　Jal〕an，　haly　and

the　exhibition，　While　the　works　were（lisplayed　in　essentially　　　　America　participated　in　this　imPortant　．gathe’　ring　that　was　notew（）rthy　for

chu’oLiological　order，　efforts　wer（made　to　sh（．）w　the　c（）1川ection　　　　its　ext！’emely　high　aca（1（・mic　quality．　　　　　　　（Shinsuke　Watanabe）

between　allcient　al．｜d　Renaissance　works　by　displaying　rel…1ted　works

froln　different　periods　next　to　eac｝一10ther、

　　This　was　the　first　time　that　theレ《・tlus　o〆～．h’bir～θwas　lent　to　a　venue　　　　　［Catalogue］

oLttside　of　Eu　rol）e　arコd　indeed，　the　Uffizi　Gallery　has　ollly　lent　it　outslde　　　　Edited　by：Shins．　uke　Watanabe；Hir（）masa　Kanayama；Cultura［Affairs

their　walls　a　few　timc・s　in　the　past．　On　the　other　hand，　while　Venus　is　　　　　Department，　T（．）kyo　Head　Office，　The　Y（）miuri　Shimbun

probably　the　best　kn（．）wn　of　the　western　goddesses　in　Japan，　there　is　　　　　Produced　by：bterpublica

vely　little　knowledge　in　Japan　aboしit　the　myths　related　t（．）Vellus　or　how

she　has　beell　depide〔l　in　art．　This　exhibition　thus　PI・ovi（．led　a　sl）lendid　　　　　　Transport　an（：l　halldlin9：Nippon　Express；Arteria　Srl

opportunity　f（｝r　a　deeper　ullderstaIldin9（．）f　Venus，　olle　of　the　Inain　　　　　　　　Exhibition　design：Tokyo　Studio
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D・・a・i…J・1y－A・g…2・・7　　　　　　　　　　　　　　　　旦　　　】
°「ganize「：Nati°nal 　Museum°fWestem　A「t 　　　　　　　　　・　　　W．・、　F
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）”iL：1「
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りRNP　　　文．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…i　iiiii轡霞・：1燃竃黙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：：i　；輔：㍑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　　　　　ん　’　　ユ　ぐ　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・；川との　　λ！蝋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輪…‘賦．芦ノ，A　s一　　　　r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　惰　A．・’恒

Fun　with　Collectionは、国立西洋美術館の所蔵作品を中心に、毎回　　　　の立場から、個人コレクターと公的な美術館という異なる蒐集の意

特定のテーマを設けて美術作品を紹介する小企画展である。この　　　　図や役割を紹介した、さらに個人が経営する街中のギャラリーを訪

企1呵は、r一どもから大人までを対象に、美術作品をさまざまな視点か　　　　問して、今日社会で流通している美術作品の一・部を見る機会を提供

ら共時的に鑑賞する機会を提供することによって、美術作品をより身　　　　した，

近なものとして理解し、楽しんでもらうことを目的としている。　　　　　　　長い年月の後に痛んだ作品を修復する技術は、近年科学的な調

　美術作品を見ると、わき起こる喜びや悲しみといったさまざまな感　　　査研究によってさらなる進歩を遂げつつある。修復は、作品のメディ

情に心が揺り動かされることがある。こうした感情に身をまかせなが　　　　アによってその専門性も分かれている。今回は、絵画と彫刻というふ

ら作品を鑑賞するのは、美術館を訪れる多くの人々にとっては自然　　　　たつのメディアをとりあげ、修復の理念とともに修復室においてそれ

な）3術の楽しみ方である。しかし、ある作品を見て、疑問を感じたり、　　　それの修復の方法の・一一部を実見あるいは体験するプログラムを行

何かを発見したりすることもある。その瞬間、そこには感1生だけでは　　　　なった。ここでは、物質としての作品がもっている情報とそれにどの

ない認識や批判、あるいは分析といった行為が始まっている。鑑賞　　　　ようにアプローチするのかを紹介した，，

者の多くは、美術を感性で体感するように楽しむ一方で、実は意識　　　　美術作品にまつわる多様な知識や情報を得ることによって、作品に

的に分析しながら作品を見てもいるのである。　　　　　　　　　　もう一歩近づいて考え、楽しむことを促すという本企lllliのLI的は、概

　今年は、このように意識的に、また自覚的に作品を見ることを促し、　　　ね達成されたと思われる，それは、各プログラムの参加者に対して

美術作品を取り巻くさまざまな文化的、科学的な情報や知識を提供　　　行なわれたアンケート調査の結果に示されていた1，プログラムの内

することによって、作品をよりいっそう楽しむことを目的とした。ある時　　　　容に対しての興味や満足の高さが窺われた。また、次のプログラム

代や文化の中で制作された作品は、多くの情報を含んでいる，，そこ　　　への希望として、作家や様式、あるいは技法などのより詳しい情報を

で今川は、多岐にわたる情報の中から美術史、．美術の市場、作品の　　　　望む声が多かった。

保存修復という3つの分野に焦点をあてた。　　　　　　　　　　　　　今回の結果をもとに、個々のプログラムの内容と構成については

　人類の長い歴史の中で、美術はどのように展開してきたかを研究　　　　反省を加え、次年度も同じテーマで異なる分野に焦点を当てて実施

する；itl・術史という学問は、作品をより深く理解し、楽しむための豊富　　　　する予定である。　　　　　　　　　　　　　　　時島洋力

な視点を提供してくれる分野である。しかし、その研究方法は複雑

でさまざまな考えがあり、それに伴う成果もまた膨大となる。そこで、　　　企画：寺島洋r・酒井敦子・椥1［佐紀・佐藤厚臼客則｛ll究川

研究の成果そのものではなく、当館で実施されているオールドマス

ターの調査研究の方法と、フランス近代美術を代表するモネの絵画

作品《ポプラ並木》の研究に関する複数の視点を紹介するプログラ

ムを実施した。研究方法の多様性を紹介することによって、その成

果の広がりや奥行きがあることを示したのである。また、小学生には　　　The凡”7　ttJith　Collection　se「ies　of　p「09「ams　intro（luce　then｜e－re］ate（1　a「t

ゲームやクイズなどをとおして作品につ・・て知るプ・グラムを疏　欝：ご；f＝1灘謬＝ぽ1，蒜㍑il∵1㍑

生にはギャラリートーク、映画、調査など多様な手段をとおしてモネに　　　enjoy　and　become　farniliar　with　art　works　by　offering・pp・rtulliti（is　t・

ついて学ぶプログラムを実施した。　　　　　　　　　　　　　　　　　aPP「eciate　a「t　wo「ks　f「om　a　va「iety　of　diffe「ent　viewpoints・

作家の手を離れた作品は、どのよう（・して個人の手に、あるいは　W言跳懸㌻二ぽ1㍍1、1㍍三蒜：llt㍑

美術館に収蔵されるのだろうか。この疑問に答えるために、」二業製　　　　appreciate　the　art　w・rk　is　the　perfectly　natllral　way　in　which　m・st

品とは異なり、定価のない美術作品の値段が決定されるオークショ　　　PeoPle　enjoy　a「t　wo「ks　in　museums’H（）weve「・　whcil1　viewillg　a　cc「tain

は術市場の歴史や仕組繍近の蜘・ついて灘会を行なっ　隠tll；1：「：藷1「ぽ㌶二＝㌫ll㌔il；；ll㌔；

た。そして、別の講演会では、実際に作品を収集所蔵するコレクター　　　analysis　that　go　bey（）nd　simple　emoti（）n．　While　m・st　pe・1）le
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aPprecia｜illg：｝rt　eXPel’iいn℃〔、　the　visCいt’lll　plc・aSttrいofいlljc）ying　lhい

emO｛ionS　eVolくいd　l）V　ar卜S《〕ln（、｜川1Cs　thいr¶iS　lllSO《川いICII1い｜｜t　or

cOns℃iOUS　anitlvsisユ）f　the　drl　v）’《）rk　inqlL（・stiol札

　　Thv　nitii・l　th・・Pr・gralll　lhis　y・・ar　Was　t・い11C・llragc　this　C・川S・i・US、

se］f－aware　vie、～’ing　of　art　w《）rks，　by　Pr↓）vidillg　the〈’t：lturiil　llll〔l　sciい1川fiピ

irlfOl・malion　illld　kllowledge　that　s　tt　tTouiids　thいart　w《｝rk、　th（・rいby　givillg

peoplいan（，Pl）ortlmity　to（1い（・pい11　thいir｛・niT（）ylnいn｛ol　the　w（，rk．　Art　wor’ks

ilt－（、　C．t－（1ilt（、（｜　il｜　 ｛1｜（、　111i（lst　（｝f　三1　S｜）〔、（シifi（〉　1）（、｝’i‘）（｜　～11］（t　（，1lltlll’（i＿　《111〔1　｝）1．，　1111tt1｝’（、．

th・y　il1・・rP・t・at・alnassiVC｛Un・しmt・f　itlf・rllla【i・n　in　th・i｝’ilnageS三川d

lOrll1S．［1｝this　stlldv　We　COn（．・いlllrated　On　thre｛・diVいrs（’　tyl）eS　ol　al’｛

inf《）tlTliltiOl1、　nElillely　thい　at’t　historical，　art　Il1三｝1’ket　an（l　c（［Ils（・rvatiOll

iI｜f（）r1｜1《tti（ ）11　r（、1《11（、（l　t（）　（、11（、｝｜　1）i（、（．（、．

　　Art　hist・ry　is　th（・acadeluiC　disciPhnc　thaい’escarches　h・w三lrt

devc｜oPed　hl　the　lnidst　of　tl．“】IOng　histo｝y　of　II｜ankind、　and　is　El　field　of

stUdy　that　P｜・o、’ideS　a　▲’i〔：h　valltage　l）oillt　OI｜　art　that　can　heightel．1　0U｝’

undurs｛alldil｜g川d　pleasしlr（・ill　a　w・rk．　ll・wev（）r、　there　are　a‖m《｜川1er・l

coml）k・x　ways　of　thinking　within　the　single　discipline　of　art　hist（｝ry　and

there　is　a　con・esp《）ndingly　massive　amolmt　of　results　from　various　kinds

olstudiいs．　ln　this　prograrn，　rather　than　introducing　the　results　of　such　art

I）is　torical　sm（．lies，　we　presented　the　survey　methods　actually　used　on　the

Old　Master　w（．｝rks　il．1　the　NMWA　collection，　and　various　viewpoi［1ts

regardillg　the｝’esearch　oll　Molleピs　Poρlars～η〃’1・c）St～ノ．～，　olle　c）f　the

II山se田1．ゴs　tl）　tljor　examples　of　French　modern　arしThroしigh　this

iiltt・・dUcti・n（）f　tt）e　diVerse　methods　of　art　history．　We　can　see　the　del）th

and　b｜・eadth　of　the　results　of　art　historical　research．　F（．）r　elemellta［y

school　stLidents　we　presented　a　program　that　use（l　games　and　qllizzes　to

givc　them　an　opl）ortunity　t（．）1earl〕about　Rodiiゴs　artwork．　whne　lor　high

scho《）l　shldents，　we　pres．　ented　galle｝y　talks、　fihns　alld　b（．）o　ks　so　thanh（・y

cOllld　learn　tユbout　Monet　and　his　w（．）rks．

　　Regarding　our　second　focug．，ol．1　al’t　markets，　the　question　arises，

when　an　artwork　leaves　the　hallds　ol　its　creator、　what　kind（．）l　illdivi（．lual

col］ector　or　mしlseum　becomes　its　owner？In　order　to　arlswer　this

questioll　we　c（．）nducted　lectures　on　tl｜e　art　market　itself．　froln　auctior】s

that　set　prices　for　the　art　works　when　there　is　no　set　pri（：e　unlike

industrial　pro（1ucts，　t（）the　hist（．）ly　and　nlakeup　of　the　art　rnarket．　and　its

reCel’）t　trelldS．　In　al10ther　leCture　We　diSCUSSed　COUeCtOrS　a　i’i　d

introdu（：ed　t｝｜e　different　illtenti（．）ns　and　fullctions（）f　individual

（：ollectors　and　l）ublk：museul］．ls　that　actllally　own　art　works・We　also

presented　a　tour　to　a　privately　owT’le（i　art　gallery　where　we　had　the

opportunity　to　see　some　art　w（．）rks　c！lrrently　bemg　traded　in　s（．）dety．

　　Regarding　ollr　thir（i　focus，　conservation、　the　techniques　and　skills

ilwolved　ill　repairing　art　works　damaged　through　the　long　years　of

histoly　have　beel】greatly　advanced　thr（．）ug｝1　modern　scientific　sulvey

n｜ethods．　The　specialists　il．｜volved　in　c：onservation　differ　accordil．｜g　to

the　medium　of　the　artwork．　ln　this　sectioll　of　the　program　we　t（．）ok　uP

two　different　media、　namely　pail．lting　an（｜sculpture，　as　we　explored　the

c（．川cepts　of　conservation、　alorコg　with　the　actual　experience　of　seeing

some　conservati（）「1　methods　in　use　in　the　mし1seum’s　col｜servati（）n

stu（．iios．　This　program　introduced　how　to　apl）roach　the　physical　f（．）1’m　of

（Jl）art　work　aTコd　the　inforEr）ation　included　inthat　physical　forln．

　　　From　the　itlformationと：nd　kn（）wledge　aboLit　an　art　work　we　can

come　one　step　cl（．）serto　the　art　w（）rk，　alld　further　deepen　ourel．．ijoンment

of　it，This　progran．〕succeeded　overaU　ill　achieving　this　aim，　as　in（licated

　by　the　qしlestiol｜naire　colnplete（．1　by　the　pr（．）grarn　particii）ants・These

qUestionllair（ls　indicated　interest　in　an（．l　high　satiSfaCti（．）n　leVels　With　the

　program　contt・nts．　Further，　ParticiPants　expressed　their　h（．）pe　for　fしltし．1re

programs　inclしiding　more　detailed　knowledge　and　illformatiol．｜ab（川t

artists，　styles　and　techniques．　The　results　of　this　questk．）11naire　w川be

　renected　in　the（．：olltellts　and　s　tructu　re　of　futllre　individual　progl’ams，

alld　the　same　theme　w川be　explot’ed　next　yeal’focUsil．｜g　on　different

　types　ol　art　info▲’mation．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Yok（．）「11erashirna）

Plamillg：Yoko　Terashima，　Atsuko　Sakai，　Saki　Yokoyama，　Atsuk（．）Sato

（Guest　Researcher）
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国立美術館巡回展国立西洋美術館所蔵ヨーロッパ美術の精華

一神々と自然のかたち一

Gods　and　Nature：The　Essence　of　European　Art　from

the　National　Museum　of　Western　Art，　Tokyo

［姫路会場］

会期：2007年ll月4日一12月2［

会場：姫路市立美術館

i三催：国立西洋美術館姫路市立美術館兵庫県教育委貝会神戸新聞社
人場者数：7，577人

［松本会場］

会期：2007年12月llll－2008年2月3［

会場：松本市美術館

i…催：匡け西洋美術館松本市美術館長野県教育委貝会
人場者数：11，272人

［Himeji　Venue］

Duration：4November－2December2007
Venue：Himeji　City　Museum　of・Art

Organizers：National・Museum　of　Western　Art／Himeji　City　Museum　of　Art／

Hyogo　Prefectural　B（）ard　of　Education／The　Kobe　Shimbun

Number　of　Visitors：7，577

［Matsumoto　Venue］

Duration：11December　2007－3February　2008
Vcnue：Matsumoto　City　Museum　ofArt
Organizers：National　Museum　of　Western　Art／Matsumoto　City　Museum　of　Art／

Nagano　Prefectural　Board　of　Education

Number　of　Visitors：11，272

国、Z）こ術館巡回展は国、Z美術館5館の所蔵作品を国内各地の美　　　聖書の逸話をドラマティックに表現したドラクロワの《墓に運ばれるキ

術館、博物館等で展覧し、文化的、教育的にそれらを共有すること　　　　リスト》などとともに、身近な人々をモデルとしていて厳密には宗教画

をll的として毎年開催されている。今回は企画を国立西洋美術館　　　　とはいえないものの、伝統的な聖母像を想起させる《若い母》（モー

が担当し、当館の所蔵品だけで展覧会を構成、開催館である姫路　　　　リス・ドニ）などを展示した。

ll肪）こ術館、松本市美術館とともに運営を行なった。　　　　　　　　　　「風景」のパートでは、永く人物や物語の背景として1次的なもの

　企画内容については、匡は西洋k術館のIYi一蔵作品の特徴を生か　　　であった風景表現がそれらと切り離され、「風景画」という新たなジ

し、絵lllli、版画、彫亥1」をバランスよく組み合わせることを基本に進め　　　　ヤンルが生み出されていく過程を中心に見ていくこととした17川：紀

た、とくに開催館である姫路市立美術館、松本市美術館の所蔵作　　　オランダのロイスダールの《樫の森の道》から、モネの《ラ・ロシュ＝

品や展覧会は通常、近現代美術を中心にしていることから、当館所　　　　ギュイヨンの道》やゴッホの《ばら》といった19世紀フランス風景ll町に

蔵の181Hr紀以前の絵1珂の出品を中心に企画を立案した。その結果、　　　至る展示を通じて、写実主義や白然主義の画家たちが追求した光

「神々と1’｜然のかたち」という副題を掲げ、絵画21点、版画62点、彫　　　や影の表現を跡づけ、20世紀美術への幕開けを示1唆した。

刻10点を選択した。展覧会は大きくふたつのパートに分け、それぞ　　　　展覧会期中、各館で2回ずつ、国立西洋美術館の研究員による講

れ「神話・聖書・歴史」、「風景」とした。このふたつのテーマはともに　　　演会を行ない、展覧会とともに概ね好評であった、，実務の1rliでは、

西洋〕庭術史の根幹をなすものであり、宗教的背景あるいは自然観　　　　自館での常設展示の質を落とさずさらに長期貸出に耐えうる状態

が異なることから、ともに日本では一般になかなか理解しにくい分野　　　　のよい所蔵作品だけで企画を練ることは、所蔵作品数の限られる当

ともいえるだろう。この企画は、本展が異文化の美術への理解の第　　　館の場合難しい側面があったことも確かである。また地ノ∫自治体の

’歩となることを期待したものである。　　　　　　　　　　　　　　　美術館と予算的、人的に仕事を分担することにも課題が残り、今後

　「神話・聖書・歴史」のパートにはギリシア・ローマ神話および新旧　　　に向けて、再度国立美術館巡回展の趣旨、開催館からのニーズをき

約聖書に登場する神々や聖人たちを描いた図像、さらにはその流れ　　　ちんと位置づけていく必要があると思われた、　　　　（大屋）ミ那）

を汲む近代の人物像を含めたLここではまず、古代神話ヒの神々の

姿を描きこんだ理想郷として《踊るサテユロスとニンフのいる風景》　　　　［カタログ］

（クロード・ロラン）を紹介した。近代ではドーミエが占代神話の神々　　　編集：竺屋）ミ那

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制作：1：ll象社
などを軽妙に描き出した版画のシリーズ《古代史》を展示した。また

キリスト教の主題では《聖家族》（ヤーコプ・ヨルダーンス）のような聖　　　　作品輸送・展示：カトーレック

家族像やレンブラントによる版両《病人たちを癒すキリスト（百グルデ

ン版1由i）》を展示、見応えのある内容となった，、そして近代以降では、
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姫路会場llilllcji　Ventle　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松本会場Matsumol’o　Vem“・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vall　Gogh’s　Ros（・s．　These　imag〔sbase（l　oll　UK　light　and　shadow

The　traveliBg　exhibition　organized　by　thc　lndependent　Administrative　　　　　　　expressi（川s（川ght　by　realist　alld　naturali：　t　Pa山ters　suggested　the

｜llg．　titUtiOll　Nati（）nal　Museum　of　Art，　of　which　the　National　Museum　of　　　　　begimlings　of　what　wo川d　develop　into　20th　cent川y　art．

W（stenl　Art、　Tokyo（NMWA）is　part、　presents　art　works　from　the　　　　　Two　lectしlrcs　by　NMWA　curators　were　h（vld　at　each　of　the　two　venues，

collecholl　of　d｜e　five　Natiollal　Mi，isetmis（）f　Art　alld　displays　tllem　　　　　and　these　l（・ctur（一・s、　along　with　the　exhibitioil　itself、　re（・eived　favorable

various　regiollal　museums　il）Japall．　This　program　is　hcld　evety　year　　　　　reviews　fronl　visitors．　lIl　tc　rms　of　the　w（）rk　involved　il）the　exhibitioll，

with　the　aim　of　c（）ntributing　to　the　cultural　al．1d　educational　activiticls（）f　　　　　thisしxhibitk｝n　t）ad　soln（difficしilties、　givell　that　ollly　tl　limited　Ilum｝）er　of

those　regional　museums．　The　NMWA　was　responsible　for　this　year’s　　　　works　from　thc　NMWA　collection　were　sllitable，　both　m　terms　of　the

program　and　organized　an　exhibitioll　of　works　drawn　solely　lrom　the　　　　　c（．川ditioll　ol　a　work，　allowillg　it　to　be　loalled　over　a　lol｜g　period　of　time，

NMWA　collecti（’）n．　Hirneji　City　Museum　of　Art　and　Matsumoto　City　　　　and　the　imp（）rtance　of　a　work，　so　that　its　absel1（（would　llot　greatly

Mllseum《）fArt　mal〕aged　the　exhibiti（）n　with　the　NMWA．　　　　　　　　　　damage　thc　qllality《）f　the　offerings　in　the　NMWA’s　own　Permanel｜t

　　The　exhibitioll　was　made　up　of　a　balallced　selecti（，n　of　pail｜tillgs，　　　　Collection（〕alleries，　Ftirther、　issues　st川remaill　r（gardii〕g　the　di、，isioll　of

prints　and　sc　ulptu　re’　s　to　show　the　special　features　of　the　NMWA　　　　budgetary　and　staffing　resPonsibilities　betweel｜the　NMWA　alld　the

collections．11－1　Particular、　since　the　holdings　and　exhibitioll　l）rograllls　of　　　　　　　regi（）nal　lnuselllns、　and　there　is　further　Ileed　f《）r　l）ositi（．）nillg　the　n〔eds　of

the　v（1川（smHimeli　and　Matstunoto　center　c川modα11　and　　　　　the　wdcolllillg　I1川s（川11s　in　l）lanning　fLlttlr（）t貰lveling　exhibitions　from

collk　ml．）orary　art，　th（plan　for　the　exhibition　featured　l8th　centuly　and　　　　　the　lndepem〔lent　Administrative　Instituti（）11　N三｜tional　Museurn（．）I　Art．

（arlier　works，　Th（subtitle“Gods　and　Nature1’was　decided　llpol1パmd　21　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Mina　Oya）

Pailltillgs，62　prints　alld　lOscし」lptures　were　selected　l（）r　the　exhibition・

Th〈exhibition　was　largely　divided　into　two　parts、　nameiy“Mythology－　　　　［Cataloguc】

Bible－History”and’LLandscape”．These　two　themes　l（）rm　the　core　of　the　　　　　Edited　by：Mina（：）ya

histotly・ol　western　art、　and　b（．）th　are　relatively　little　tinderstood　ill　J～1pan、　　　　　Produced　by：lnshosha

givell　the　differel｜t　religious　alld　natural　backgrounds　of　Japan　and

Europe，　The　hope　was　that　this　exhibition　w《）uld　provide　a　lirst　stel）f（．）r　　　　　Trallsport　aiid　handling：Katolec　Corpol’ation

visitors　towards　anしinderstandin．g　of　the　art　of　foreign　cultures．

　　The“Mythology－Bil）le－Historジsection　featu　re’　d　images　of　Greek　and

Roman　gods，　alollg　with　the　gods　alld　saints　frorn　the　New　and　Old

Testarnent　of　the　Bible．　The　section　also　included　figural　images　frorn

the【nodern　era．　The　section　began　with　Claude　Lorrain’s　Lat～ds（’〔’ρ（）

tt）i〃’∫）（〃～ぐill．8J．S’（1　t．Vt’s　aridへ（vmρ〃s，　an　image　depicting　the　gods（）f

alltiquity　inan　idealized　landscal）e．　The　moderll　era　wasshown　through

HollorC　Daumier「s　print　series、4n（’ien〃〃～～θ’γ，　with　its　drol］depictions　of

ancient　gods．　Christiall　subjects　in　the　section　included　sしlch

mc．morable　w《）rks　as　Jacob　Jordael｜s’〃θ1v　Fa〃’1〃y，　and　Remt’）rai’idゼs

print　C／n’ist～t’itノ～〃～（・5∫（“k　Clt”Otlll（∫〃i〃’，尺ρ（’（！．　iv　il　lg　Little　Cノ’〃dtてeti（The

‘Hurldred　Guilder　Prinピ），　ln　the　mod（rn　and　later　era　s　ectic）n，　Eugさne

Delacroix’s　dramatic　renderillg　of　Cノ〃’ist　CCIt’7”iC？〔∫D（）ω1’to〃～（・7b1〃b　was

featured　El101｜g　with　Maurice　Denisis｝？川1’g　M（）〃1（？1’，　which　is　rem川iscellt

of　Madomla　an（i　Child　images　thougll　it　is　not　strictly　a　religious

Painti【lg　alld　itS　m・（lels　were　peor）le　ck）se　t（．）the　artist．

　　ln　the　Landscape　section，　the　focus　was　shifted　to　the　new　genre　of

“ landscape　pictures，”agenre　that　emerg（d　frorn　the　traditional　use　of

landscapes　as　narrative　or　figural　backgrounds．　The　l7th　century　Dutch

paillter」acob　van　Rしエisdaers　A　R（）ad〃～rottgh（m　Oαた1／Voo（1　began　the

groul）of　images，　which　extended　to　the　l9th　century　French　lalldscape

paintmgs，　such　as　Claude　Monet’s　Road（，fL（〃～ocノ～e－GuV　on　and　Vincent
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［作品リストList　of　Works］　　　　　　　　　　41×72　cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lO

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Giovanni　Battista　Tiepolo　　　　　　　　　　　　シヤルル’コッテ

1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Venice　1　696　一　Madrid　l770］　　　　　　　　　　　　［ル・ピュイ1863一パリ1924］

ク・一ド・・ラ・　　　　　駕ρ゜the°S’s°fAdm’”a／Vet’°「　P’s°n’　《行列、1Ll／1’》

［シャマーニュ16・4／・5－・一マ1682］　　・…－a…val）　　　　　綴1》。トン
《踊るサテユ゜スとニンフのいる風1設》　　li1㌶；；1　　　　　　　67．・…1．…

；、㌫。ヴ。ス　　　　　　　　　　　　　　Ch・・1・・C・・t・・．
98・125・m 　　　　　　6　　　　　　　罵㍑163－Pa「1sl924］
Claude　Lorrain　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウジェーヌ・ドラクロワ　　　　　　　　　　　　　　　　　lg13

［Chamagne　1604／05－Roma　l682］　　　　　　　［シャラントン、サン＝モーリス1798一パリ　　　　　oil・on　cardboard
Landscoρeωith　Dancin8　Sotyrs　and　　　　　　　　　　　　　l863］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　67・8×101・5　c　m

鋤体　　　　　　　　　《墓に運ばれるキiJスト》　　　　　P・1959’°°48
1646
0ilorコcanvas　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l859｛ド

98×125　c：m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　汕彩、カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll

P・1975－0008　　　　　　　　　　　　　　　　　56・：3×t16・3　cm　　　　　　　　　　　　　　　　　エティエンヌ・ディネ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eugene　Delacroix　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［パリ1861一ノ〈リ1929］

2　　　　　　　隅「ent°n“Sai”t’Mau「ice　l798－Pa「is　《モスクからの八・6り》
ヤーコプ・ヨルダーンス　　　　　　　　　　　　　　Cf－～rist　Carγied　Dotvn　to　the　Tomb　　　　　　　　　Ig18年

［アントウェルペン1593一アントウェルペン　　　　　185g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　汕彩、ヵンヴァス
1678］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Oil　on　canvas　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I62×131　cm

《聖家族》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　56・3×46・3cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　直tienne　Dinet

l6、。年頃　　　　　　　　　p・1975←〔）°°2　　　　　　　　［P・・i・1861－P・・i・1929］
油彩、カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w（）man　Returning　from　the　M（）sqtie

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0il　on　canvas

Jacob　Jordaens　　　　　　　　　　　　　　　レオン・オーギュスタン・レルミット　　　　　　　　162×131　cm
［Antwerpen　l593－Antwerpen　l678］　　　　　　［モン・サン・ペール（エーヌ）1844一パリ　　　　　P」959．oo87
1／oLVノ日θη7iリノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1925］

1’」、，i：1：lallvaS　　　　　　　《拙の家族》　　　　　　12

1！；蒜蒜　　　　　　腰㍑ヴ。ス　　　　　　エミール・ルネ・・ナール
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　46×38．5cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［パリ1862一パリ1930］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《，liKのJfUl》

・　　　　　　　蒜鵠濃㍑鵠1844．P。，、，1925］　油彩、・・ヴ・ス
グイド’レー二　　　　　　　　　　　　　　　Farmer’s　Family　　　　　　　　　　　　　50・3×73　C　m

［ボ゜一ニヤ1575一ボ゜一ニヤ1642］　　　。．19．。18　　　　　　　　　Emil，．Rene．Mena，d
《ルクレティア》　　　　　　　　　　　　　　　　Oi｜on　canvas　　　　　　　　　　　　　　　　　［Paris　1862　一　Paris　1930］
！63（L38年頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6『1；；：言1；；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ancient　Land

汕彩、カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Oil　OllcanvaS

101．5×82cln　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50．3×713　cm

G。id。　Re，i　　　　　　　　8　　　　　　　　　　P」959’°145
［Bologna　1575－Bologna　l642］　　　　　　　　ウジューヌ・カリエール

Lu（’t’（’ti（1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［グールネイ1849一パリ1906］　　　　　　　　　　13

c・IG3G－ls8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《母とf“》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤーコプ・ファン・ロイスダール

ll㍑ぷ1こ：i：s　　　　　　　i，li彩、，。ヴ。ス　　　　　　　［・・一ルレム1628／29頃一アムステルダム？
P200LooOl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29．：3×40．4　cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l682］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E。gene、Carrie，e　　　　　　《樫の森の道》

4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Gournay　l849－paris　l906］　　　　　　　　　　　　　油彩・カンヴァス

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mother　and　Child　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l〔｝2．5×127　cm
ジョヴァンニ・アントニオ・ペッレグリー二（に

瓢ツ，ア1675．ヴエネツ，ア1741］　黙繍　　　　㌫＝蹴．Am、・。，d。m？1682］

《アレクサ。ドリアの勤タリナ》　　　　　　　　　　　　　づ．輪∂「力「°ugh　an　O°々輸d
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）il　On　canvas

言lh彩、カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1〔〕2．5×127　Cm

99×72cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P，1980－0002

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モーリス・ドニ

Giovanni　Antonio　pellegrini（attributed　to）　　　　［グランヴィル、マンシュ1870一サン＝ジェル

［Venice　1675　一　Venice　174　1］　　　　　マン・アン・レ1943］　　　　　　14
∫0～ηrCo〃］er1ηe　oん4／exand〃o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《若い母》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャンニオノレ・フラゴナール

；；＝晶vas　　　　　　　1919・、，　　　　　　　　［グラス1732一パリ18・6］
p．2005．0009　　　　　　　　　　　－　　　　　汕彩、カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　《丘をドるYこの群》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1GO×98　cm　　　　　　　　　　　1、761S－65年頃

5　　　　　　　　　　　Mau・ice・D・ni・　　　　　　　　illl彩・カン「プ・ス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Granville，　Manche　1870－Saint－Germain－　　　　　52×7：ハcm

已採：二1；諮ζ1巳言㌔］　　　㌫蹴；；｝　　　　　　　㍑蕊・？窪麗1：1齢

《ヴィーナスによって天ヒに導かれるヴェ・ト　！t！，19　　　　　　　　　Landscaρe　Lvith　S／，。ρh。rds　a“、〃7。（・／e。f

－ ’’『サー二提督》　　　　　㌫㌫：as　　　　　　Sh・eρ
17413イドヒ典　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P．1959＿0073　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（：・1763－65

油彩、カンヴァス（楕円形）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（川ol1　Ci川vas

50



52F・711CtT）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛山ボ多、ヵン，’ノ1一ソL　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22－3

P2川川〔川　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川｛i8パ↓］c川　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）ユダ（ノ）夢と［刀り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　l（、11▲．i－．’（、E1Il－（｜1til｜三1tll｜1（、　M三1t．til｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜5｛），9；1．

15　　　　　　　　　　　　　［Toul・use　18（iO　一　1“il）astide－du－V・rt　1！）・ll）’j　　　・］一ンクレー・川ンク
　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ソ〃〃’（・／～f，／’1，で’！）f’s／〆‘！（・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ll7、7｜c｜れ
シ’ヨゼフ・ヴ．’rルイ・

［アヴィニllン171・・1・、リ1789：　　　（、：ll、‘11∴：11∴　　　　　　　1川S・・／i’（1．・’（1／

《夏（ノ）夕！＼＼イタリソつ亜し1；　1：．　　　　　　　　　　　　　　　1・．1［）i’！｝．Ol2g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　li，Os

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ellgra、’illl，
177：1フ1・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜17　・　丁、｜c｜n

；lilボ多・カン”ノ．’ノ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 G．1！｝s9－〔［｛｝s7

89・・　｜［｛：lclll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フィンセント・ファン・ゴッホ

JOs（lpll　Vemct　　．　　　　　　　　　　　　［フロート・ズンデルト185il　一オーヴ、L一ル・　　　22－4

㌫　　1腸㍑L輌　㌶＝オワーズ189°l　　l、111㍗・1｝1…キlJスト

OilOIl〔・ntIN・“1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　188gf卜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．Lンク1レー．一・ソ　fンケ

Sgxl33Cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　汕ポ多、カンヴγス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll．7）t7．4cm
l’・1［）S，K．°V°2

　　　　　　　　311×〆1Bcm　　　　　　　　θ）（禰／吻、・α吻ノ，θS
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vincent　van　Gogh　　　　　　　　　　I5｜2
16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Zundert　I853－Auvers－sur－Oise　18f）0］　　　　　　　　　　El｜gravil｜g

ギュスターヴ・クールベ　　　　　R°∫es　　　　　　　　l、！il㌫ぷ1
｛オルナ・1819一つ・ト・一ル・ド・ペイル　　漂＿VilS　　　　　　　　“
18771　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33×‘11．ll　cm

《］矧渚のいる風景》　　　　　　　P．1959－・193　　　　　　　　　22－5
1873《「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）r：を洗うピラト

｝山ポ多、カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1512年

80．5×120．5cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．Lング』レーヴィング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モーリス・ド・ヴラマンク　　　　　　　　　　　　11．5×7、．lcm

GUstave　Courbet　　　　　　　　　　　　　　［パリ1876一リュエイル＝ラ＝ガドリエール
［Ornans　1819－La　Tour－de－Peilz　l877］　　　　　　　　1958］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9）1”i／a／（・）t’1’～tsノ’∫〃9”is”θ〃ds

漂c「∫ρ酬／～‘∫”u”te「　　　《川∫役場》　　　　　　認、lv。9
（）i［On　callN・as　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1［〕20イ「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1｜・5×7・4　cm

80、5×120．5Cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i山Σ多、カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 G．1989－001）ls

P．1976．0004　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：う8×46Cln

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Maurice　de　Vlaminck　　　　　　　　　　　　　　22．（l

l7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Paris　l876－Rueil－la－Gaddiere　l958］　　　　　　　（1〔））1・字架を担うキリスト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ATOtvn　Ha〃

ク゜一ド’モネ．　　　　　　　192。　　　　　　　　　　1512年　．
Lパリ1840一ジヴェルニー1926］　　　　　　　　Oil（、n　cam，ai　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴfンク

《ラ・ロシュ・ギュイヨン0）道》　　　　　　　　　　38×46　c’m　　　　　　　　　　　　　　　　　11・7×7・’lcm

l88。・1・　　　　　　　　　　P」99°“（）°°6　　　　　　　　　θのC〃MY〃・：Yitl．4」〃…（》・・∬
illl‡多、カン・ブァス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1512

60．5×71S（・n〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1こllgraving

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ザピ左ドに’X’　’X・・年ll己

　　　　　　アルブレヒト．デューラー　　　　　1蕊品；∵
Claude　Monet　　　　　　　　　　　　　　　　［ニュルンベルク1471一ニュルンベルク
［Paris　l840－Giverny　1926］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ528］

R…∫・f’・La　Roche－6u．yon　　　　　剛版lll政難劃より　　　　　　22’7
1880　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ql）百桀刑

㌫；猟s　　　　　㌫；碁，聯．N。r。b。，gl528］　　1・ll・！一、
P・195・一・｜5・ 　　　　　　F・・m　Tl・e　Engraved　Passi・・　　　　∴；1㍍；1イ”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1ノ▲ThρC〃κ’if）1￥iθt～

18　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ltt）｜｜
カミーユ・ピサロ　　　　　　　　　　　　　　　（1）悲しみのキリスト　　　　　　　　　　　　　Ellgra、．i｜｜g

［セント・トーマス島1830一パリ1903］　　　　　　150gf「　　　　　　　　　　　　　　　　　　11．7×7，4cm
《エラニーの秋》　　　　　　　　　　　　　　　エングレ＿ヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　G．lg8g－（｝Ogs

l895年　　　　　　　　　　　ll・7×7・’1　c／m
汕彩・カンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）A4at’iθ∫50／7て）ω∫／）y〃i（～Co〃ul71i－1　　　　　　　　　　22－8

38×’16ul11 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1509　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12）ジ（↑1；1

㌫1｛15｝麟…．Par・、19・3］　　鷲ll；穿　　　　跳＿，ング
Aiitunηn　iηEtJa．gJfly　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l1．7×7．lc1｜1

1895
0i［《）1】cal1Vas　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12りTl’ie　Latnentatioti

蕊㍑、　　　　　　（2）ゲ・セマネの祈り　　　　　蕊v。9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1508fl三　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11、7×7．lcln

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴTング　　　　　　　　　　　　　　　　　　G，1989－0096

19　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11．4×7．1cm

アンリ＝ジャン＝ギヨーム・マルタン　　　　　　　　〔2）The　Garden　of　Getノ？semane　　　　　　　　　22．9

［トゥールーズ1860一ラバスティード＝デュニ　　　　1508　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）埋葬

ヴェール1943］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engravi｜19

《ラバステ・一ドの煕》　　　　㌫1，；品1　　　　　　甥し一。，。グ

φ1



11．7×7．4cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23－3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1560－61イ1ミ頃

㈲η・・輪輌・nt　　　　酬追方父　　　　　　　㌫〉、：，；1イング
1512　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1541イド

Engraving　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pieter　Bruegel
ll．7×7．4　cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．7×5cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Breda　l525－Brussels　l569］

G｜989・0〔｝97　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　POLver　ofDeath’Tle　1　’a　rab／e　o／’　liVis‘’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ti？e　EI）cp・／si°n　Led　by　Death　　　　　・nd・fo・／is／1　Vi・！g～。、’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1541，　　　　　　　　　　　d560．61

22－10　　　　　　　　　　　Eng「aVlng　　　　　　　　　　E。9ravi。9
（14）冥府への降ド　　　　　　　7・7×5cm　　　　　　　　　　22．3・29，m
1，）12，1：　　　　　　　G’2°°°一゜°4t4　　　　　　　・・1984－・・9・
エングレーヴィング

1・1・・，1・7・4c・・　　　　　　　　23－4　　　　　　　　　　25
（1・θc・it’・st　in　Li1・b。　　　　　大地を耕すアダムとエヴァ　　　　レンブラ。ト．ハルメン。ゾーン．フ．ン．、イン

1512　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1541イ！：　　、　　　　　　　　　　　　　　　［レイデン1606一アムステルダム16691

61・漂、｜、　　　　　　㌃。忽ヴィ／グ　　　　　《病人たちを癒すキリスト（1’，’グルデ・版・・1・i・》

GI989－°°98 　　　　　　Ad・MCI・dM』9ω～・カD・a・h　　麗㌻、，。，ポ，。，、エ、クレー。，ンク、桃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1541　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28×38．6cm

22＿ll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engravin9

（15）復活　　　　　　≧1　5　　　　　隈瓢＝＝瀦當］
1512｛卜　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　αhrist　with　thρ　Si・た・r・川〃d〃〃・，尺・（・c）i・itig

蒜㍍．：／rイング　　　　　　23－5　　　　　　　””たC力∫』伽飾・・”・・∫G・・～〃∫・・肋り
（15）　77ie　Resurrec，i。t1　　　　死と教1；［　　　　　…鵬，dlyP・・・…d・ng・av・・、・・1｛，cP。，。，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1541《ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　28×38．6cm

；㌫．i。9　　　　　　　エ・グ・一ヴ・ング　　　　　　・・1981－（）・・1
11．1×7．．1cln　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7・7×5cnl

GJ989－o【）99 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Z）eath（1／ld　the　P（）ρC」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1541　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウィリアム・ブレイク

22－12　　　　　　　　；1漂ll：　　　　　　　　［・ンド・1757－・ンド・1827］
（16）破者を癒すペテロとヨハネ　　　　　　　　G，2000－0046　　　　　　　　　　　　　　　『ヨブ記』への挿絵（21点連作）よ｝）

151311．　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　William　Blake

∴：∵1イング　　　　　　23－6　　　　　　　［L・・d・nl757－・・nd・・1827］．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　死と枢機卿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川ustratlons　for　the　Boo々o”ob（serles　of　21

（・／（S）・・S’…／一’・tera・ld　St．　．／ohn・　the　Lame　M・・　　154、，’1、　　　　　　　　　Plates）

15B　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング

｜｜将；11rc，〕　　　　　　　7・・・…　　　　　　　　26．l
G，li）Si．1－OIOO　　　　　　　　　　　　　　　　Death　and　the　Cardina／　　　　　　　　　　　iEiiの玉座の前のサタン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1541　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1825イド

り・）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Engravin9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング
L，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．7×5Cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l9。7×15、lCm

ハインリヒ・アルデグレーファー　　　　　　　　　　G・L）OOO’0047

1パーダーボルン1502一ゾースト1551－61］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Saton　betbre　the　Thr（）ne　of　God

ii「死助」より　　　　　　23－7　　　　　　　11；；av、，g
Hcinrich　Aldegrever　　　　　　　　　　　　死と司教　　　　　　　　　　　　　　　　1；）．7×15J　cm
［Padcrborn　l502－Soest，Westphalia　1551－61］　　　1541イト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G・1989“0064

Fr《）ln　7γ’（）　POtper　ofDeath　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．7×5Cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26－2

23－l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Death　and　the　Bishoρ　　　　　　　　　　　　　ヨブの悪い夢

エヴアの創造　　　　　　　　　　1541．　　　　　　　　　　　1825年
15．11、、1．t　　　　　　　　腰㍑　　　　　　　　エ・グ・一ヴ・ング
，、ングレ＿ヴィング　　　　　　　　　G．2000－0048　　　　　　　　　　19・7×15・2・m
7・7×5（’lll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7『heレ7s↓（：）170∫　Eliツhaz

7γhe（’i’（・ation　ofEve　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23＿8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1825

15・1　　　　　　　　死と修道1搬　　　　　　　漂’；；》CI1、
Il．1÷9烈1！：1　　　　　　　1541年　　　　　　　　・・1989－・・7・
G．L）OOO－OO12　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エングレーヴィング
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．7×5Cln　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26－3

23－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Death　and　the　Abbot　　　　　　　　　　　　　キリストの幻

堕罪　　　　　　　　　　　1541．　　　　　　　　　　1825年
1、，11fl・ 　　　　　　　腰1‡　　　　　　　エ・グ・－rブ・ング
：1、ン〃レ＿ヴィング　　　　　　　　　G．200〔）－0049　　　　　　　　　　20×15・1・m
7．7×5C川　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　η］eレ7W（川o／’α～1’ist

7γh（・／・～1〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1825

15・・1　　　　　　　　ピーテル．ブリューゲル　　　　　；、1；旨「i際。、
［1三91’iヅ119　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ブレダ1525一ブリュッセル1569］　　　　　　　G．1989－0079
i．t　×　：ハCIll

G．20（｝O－（｝0413　　　　　　　　　　　　　　　　　『死の力』より、「賢い処女と愚かな処女のた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とえ」

S2



26－．1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1s・L）fl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃（t（’1’（V

繁栄をll｜1復したヨゾヒその家族　　　　　　　　　リトク『〃、‡111川II紙　　　　　　　　　　　　　　　1812
　．一’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L）IS・い2〔［・｜Cll］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IMh”gritl）h、　m“vsP｜’川いξll）er
l82：ill』 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　L・i）」）　’一・2L5cm
・r・ンゲレ・，’」　fンケ　　　　　　　　　　1θ：　So・’i’ut・’　（’／i・’：．　As／）asi（’．　．ilit〃1〃〃／・”ゾ〃伝　　　G2。。O．O・16L，

19．6・日．Pclll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／i／i（・tt（・S，／．s’o（’t’（tt（・（’ρ’㍗s（／itl（v’／（liSS（lit

　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　sθμ（’ss‘’e〃ρ1θノ’，／”ピ（，〃〃〃‘’tUl”イ∫力θ〃／‘’i〃’
．ノoh（1〃（／／／is／・（lt〃∫～v　IC（’s／f〃㍗f／’（，／）1’OSI）（）t’ity　　　　　　　　　c／1〈・：r／’（ti〃1（ih／（・s　Lot’（’〃㍗s、／”Ri〃（’θ”s⇔〃　　　　　　　　　　27－7

1さ25　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／（雪f’」．（’（ltl（’（ltl・（／ヤoi’si‘’s　t」（1（／ir’（’s　（／イ’M’　　　　　　B・スフィンクスに合うオイディプスこθ）ヘン

騰㍍　　　　　鱗1；1〔＿　　　鰍㍑鷲1欝；竃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2000－O・llll）　　　　　　　　　　　　　　　　　　ないのはさヒ’ラミッドってもんが』すると、合

27　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いのr・人れるヒマもなくオイディプスは答え

㍑㌫ミilR。8．ヴ，ルモ．ドワ187，1　・7－・　、　　　　㌫》、1、㌻｛蕊u㌶～ll懸計
パ代史：より　　　　　　　　　　　　　　　13：さらオ）れ㌘ヘレ不バリ1）．は愛ダ）巾：みに・　　　　合せだから、許されるってもんかねえ（ラウ

，＿、D＿、、、，　　　　；｛ξ㍑篭㌘、㌶㌶忽：‡　ル・・シ・1・・ト氏剛・iり
［Marsdlld808－Valmondois　1879ユ　　　　　　んならと、ふいに、よ．）こらしょともllわず彼女、　　　1842｛ll　．，　tt

F－〃istoit’e　Ar・（’iet］ne 　　　　たくましい腕に・1リスかつぎあげたってさ　　；1∴㌘甜lll｜li川紙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（「アエネイス1］より、パタン」氏の改作）

；71；ネ。ペイアの働てど戻ら、、1、、’lil：　i，㌫新聞川紙　　　携徽糖藷撚蕊㍑：：：／

の、ほれぼれするよな横顔はいつもうるん　　　　　2「）×19・6cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　∫元｝M1η～‘ノρ：2　A／ots　sans／1（」sitet’　Oedip（・

だ彼女θ）瞳のうちで、きらきら星と輝きわた　　　　　　ノ3：　L　’Enlei）enierit〔d　Tle’／i）．　ne．　Pdit’is〔qtli　1）（il’　　　　　t（！1）oiidit：　C（’st　（it∫　’e”cs　sot’it　pt’es　Cai！・’e・／

るだけど｛年θ）長きにわたり、スカシのr・　　　　an？oui’　stir　les　der～ts　s’ci　tait　n’iis，／N　’e’ta　it　　　　　Pou〃’～ur．i　t，i（’t7．｝’　（’a／（）〃iboutlg　on　peut　s　’eti

管で機織るなんざ彼女も相当な赤い糸、あ　　　　ρ／俗91励袖θη〔μ6加ηer’∫ηcl9ω陀／　　　　　（’Ollt（）”tet’．↓（OtltlS　C／（”　Mi’　Raθtt／’Rocli（）tte・▲

やつり糸で、がんじがらめにしてるとみゆる　　　　　”ε／∂ηρ／ρ∫θれθ～「「1（ノ∬∫Sζ1ηSC’炬「9ωで・／M「　　　　］8・12

熾㌶轡・ヴィルマンJkの折㌘瓢瀞…耐一i欝1ピ1川川川川
18・42イト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lithogr三｜Ph，［lc・wsprillt　PaP〔・r

；！㍑ll㍗月1紙　　　　　ll∫，跳1：；　　　　　　・7・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47ニビ．’ltグマリオンうひゃあ、芸術θ）輝ける人
6”：　Les　／V［．tits　（1（I　P（η～e1θどe・De∫！川ψf／1α　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勝利！驚いたのなんθ）って人彫刻家もびっ

（i　bs　c）ノ～r九dωω1eργo尻／Tou〃／（）Lltls　ii　s（」s．　　27－5　　　　　　　　　　　 くり仰ノこ、自分でつくった彫像が怠づきみ

i繊竃撒櫟駕㌘i鰺㌫響縫㌃；元芸㌶ll㌫た懸1瓢
／1．7ハη（∫indis（’i’e）te〔de　Mrレillen’iain）　　　　　　　lli⑯郭にそっと指を滑bすよ泉の鏡なす水面　　　　ちょうだいな、なんて日顔でIlってくれたひに

1、8．1、L）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に向かいためつすがめつするのが好きな、　　　や（シメオン伯爵）
1．ithog，raph．：K・WSp｝・i｜［t・Pilpct’ 　　　　　　　　　　　私らと同じホラ穴のムジナるしす（ナルシス・　　　　18・12“1

2∴1×19・・！Cm　　　　　　　　　　　　　　　　ド＝サルヴァンディ氏秘作の、川σ）凝らない4　　　リトグラフ、新脚1凶（
（｝・L｝00（｝’O・111・1 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／」㍉言］…）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2iS．2×　1！），［cn1

．　　　　　　　　　　　18・12∫㌧、，　　　　　　　　4τ畑・〃・・〃・〃．・（）・tl’iolrll）／1（）　（／…ωお！・lue〃・
27－2　　　　　　　　　　リトグ・フ訓馴」紙　　　　　　　　！17／姻〃］・”is（），／Gi’a〃・／．・’・’・1／1・t・）・t・’，・・／・i（・n・／　tti

9：アキレウスの養育きびしいケイロン先生　　　　　25，4×20．・1・Cin　　　　　　　　　　　　　　　　　　t）is　tori　iii（it’ht’（，　s　’（ti～im（、，～／万，　d’1～〃（lit．

㍑1り」禦あ1慧罐碧㌶欝　蕊聯灘；蹴麗㍑㍗　；1篇㍑㍑㍑；；㍑；㌫㍗
θ）頭をうんざりさせちゃうんだよねだって、　　　　（’at－（）ss（li（7tlt　s（・．s　（’（）titours　plc）ins　（／　’（ittt’（／its．／　　　　1842

まちがいないなんてことはありえないよ、なん　　　　Et　datis　te∫mit’oit’（1（’S　fbノ～toil］es／／t　（’lit］～Clit　　　　　！　：li　t，1．（　’1　；s「uph・　nいNN’SPT’illt　1）lll）C，「

㌶辮劉巴剛）・パ露㌘㌶㍑；瓢　 6；蒜㌍

㍑ス新聞，紙　　　　1筈㍑、，。，1＿VSI）1、ll，，、。、，el’　　　28
25．5×2〔｝．1cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25．．1×20．、1　cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オディロン・ルドン

別肋（、。tion、d’Acノ，ile，　L　Vntle．x’ibl。　C、iro1～　G2°°°一゜453　　　　　　　　1ボ」レドー18’1°一バリ1916］

fes（iit（chci（luκ・　matiii／Ende’vei’　bieti　s（）tlp（）ilt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨハネ黙示録！q2点1上作および表紙）より

sθti　e70t’（ノ頑’・／L・・幽・・吻・・fleSS（？tlllS　　27r6　　　　　　　　　　0di1。、　R。d，、、1

藷鷲竃議繍麟　・；1瓢翌㌶1甥濃瓢i；聯燃㌫～llll｛2p　）
1’atin）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　焼きしてんのにこの飛び道具つくってくれ

1842　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たダメ親父・すっとぼけたじいサマほざい　　　　28－1

烈㍗… 　　i籔灘翼塞嶽灘隠の星を輻↑ち・　’Z’　°’1　1・k　C）　lilij
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　車ぐらいしか乗んない詩人｝　　　　　　　　　　　1899竺
27－3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リトグフフ

1。，ア。バシアのhl｛で。、ソクラテス　1；と胞　　ilil；：膓杣1、、川紙　　　　　　292×2°・1）－

tたちがめっぽう好きな　ソクラテス、夕飯食　　　　25．9×2｜．5cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　Et　i／〔at．）ait（lans　sa∫niain〔di’oite　seρt（∫10∫／es，

り、」三とり足とりちょいとつま弾いた（ヴァトゥー　　　　choir（∫e∫ρo～ノ’e∫ぼeme〃es：／De’cide’n7ent　．c（i　　　2g2×2｛）．9　Cm

氏の狂歌）　　　　　　　　　　　ne　t）atit　rien・　（Un　p・ete　qui　ne　va（IU　’an　　　Gl995．0027

5ヨ



　　　　　　　　　28－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　33

　　　　　　　　　…之に乗る者の名を死といひ　　　　　　　　　蛇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クロ＿ド．ロラン

　　　　　　　　　1899年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1880年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《燈「4｝のある港湾風景》

　　　　　　　　　リトグラフ　　　　　　　　　　エッチ玖アクアティント　　　　　　　］63＆41・回
　　　　　　　　　31×22・5・m　　　　　　　　　　24・8×12・1・m　　　　　　　　　　エ。チング
　　　　　　　　　．．．et　celui（7ui（》「tat　1η0η「6　dと元S∫Z∫∫se　noη「lmoit　　　　　　　The　Seηワ〔≡～nt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13．9×｜9．8　Cm

　　　　　　　　　／・M・rt　　　　　　　　　188・　　　　　　　　　　Claud。　L。，rai。
　　　　　　　　　跳，apt、　　　　　　；漂；㍑quatint　　　　　〃・r・b・ur　S・一〃・・ムぼ・’〃・・’・…

　　　　　　　　　31×225cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1982．0018　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　c．16138－4　1

　　　　　　　　　G」995－002g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13．9×19．8Cm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29－3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1998－0068

　　　　　　　　　28－3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アダム

　　　　　　　　　またほかの御使・天の聖所より　　　　　　　　　　1880年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34

　　　　　　　　　1899年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチングアクアティント　　　　　　　　　　　　　　　　、、
　　　　　　　　　リトグラフ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25、8×24　，6　cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シヤツク’カロ

　　　　　　　　　31．3×21．2cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ナンシー1592一ナンシーIG35］

　　　　　　　　　軸輌⊇。＿d，⊥輌。nge　忽m　　　　　　r縦なイタリア風景』（1・点連1ノ・・）より
　　　　　　　　　（7ui　clv（lit／o　cle7’　de　l’（lbin7（2，ρr　un（～grande　　　　　　　　Etching　and　aquatint　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jacques　Callot

　　　　　　　　　choise　en　so　main　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25．8×24．6　cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Nancy　l592－Nancy　l635｜

　　　　　　　　　18gg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1982－oo20　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　From　Various　ltolion　Lai’idscaρes（series　of

　　　　　　　　LithograPh　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lOplates）

　　　　　　　　　31．3×212cm
　　　　　　　　　G。1995－0033　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29－4

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第．：の未来　　　　　　　　　　　　　　　　34口

　　　　　　　　　28－4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1880年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水辺の散歩道

　　　　　　　　　我また聖なる都、新しきエルサレムの、神の　　　　エ1チング　　　　　　　　　　　　　　　　　　ェッチング
　　　　　　　　　、；1二をいで、天より降るを見たり　　　　　　　　　　　　18’ぴ×12’8cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11・3×245　cm

　　　　　　　　　1899年　　　　　　　　　　η1’・晒「ωで　　　　　　　　7γ・・W1々醐・ぬ～・・
　　　　　　　　　リ1・グラフ　　　　　　　　　　　1880．　　　　　　　　　　　　Et，hin9
　　　　　　　　　30×23．7c：m　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etc：h｝ng　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　l．3×245cm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l8．5×12．8cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1987－0070
　　　　　　　　　E’t∫’～（，～，．ノe（m，ノ；evis／〔1∫（1inte（プte’，10　nouue〃（≡～　　　　　　　G・1982－0021

　　　　　　　　　．1（Srtls（1／（）lll，（7ui　descer’idait　du（’iel，　d’auρri）s

　　　　　　　　　de　Dieti　　　　　　　　3。　　　　　　　　　34　－2
　　　　　　　　　蹴剛、　　　　　　ク。一ド．。ラン　　　　　　狩りからの帰途

　　　　　　　　　當：㌫　　　　　　　《フ・…マー・》　　　　　；：㌫㌫n
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l636年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Returning”ome　from　the　Huηt

　　　　　　　　　28－5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19．9×25．8cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etchiii9

　　　　　　　　　これらの’Jf・を聞き・かつ膓↓しX一は我ヨハネなり　Claud。　L，）rrain　　　　　　㌫i㌶～1；；m

　　　　　　　　　18gg年　　　　　　　　　　　　　7ア～e　Roノηan　Forum

　　　　　　　　　］Lトグラフ　　　　　　　　　　1636
　　　　　　　　　1：）・8×M）　〈’m　　　　　　　　　　E・，hi、｜9　　　　　　　　　　　34－3
　　　　　　　　　C’est　ni・i，　．／e・・，・ノui　ai　vu　et　qui　ai・ui’・ces　　llgLc，］×25・8　cm　　　　　　　　　inj　ll戦

　　　　　　　　　C／1θs・・s　　　　　　　　　　G・1998－°（）63　　　　　　　　　エ。チ．グ

　　　　　　　　　｜899　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　112×24．5　cm
　　　　　　　　　｜ll㍑ll㍑1　　　　　　　　　　　　　　31　　　　　　　　　　　　　　　　　7ソ？e〈taval、Batt／e

　　　　　　　　　G．lgg5－0038　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クロード・ロラン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Etching

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《牛飼い》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　L2×245　cm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1987－0079
　　　　　　　　　29　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16136イド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング

　　　　　　　　　こソ㌶；鵠二。一スイx、，」7，ナウム　13・1・…m　　　　　35

　　　　　　　　　ブルク近郊1920］　　　　　　　　　　　　　　　Claude　Lorrain　　　　　　　　　　　　　　　　レンブラント・ハルメンスゾーン・ファン・レイン

　　　　　　　　　［’イヴと未来』（6点連作）より　　　　　　　　　　Tf？e　COtvherd　　　　　　　　　　　　　　　　《農家と大きな樹のある風景》

　　　　　　　　　Max　Kli。ger　　　　　　㌫、。g　　　　　　　1・41・・1．
　　　　　　　　　［L・ipzig　1857－G・・tgjena，　n・Naumb・・g　　　Ils．1・2・・m　　　　　　　　　エッチング
　　　　　　　　　1920］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1998－0064　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13×：S2・4　cm

　　　　　　　　　From三〇e　oη（〃力e品～μ陀（series　of　6　plates　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Rembrandt　Harmensz．　van　Rijn

　　　　　　　　　plus　title　sheet）　　　　　　　32　　　　　　　　　　L・ndscaρe　Lvith・C・tt・S・e．a〃d　a　Latg・泥・

　　　　　　　　　・91　　　　　㌶’°ラン　　　撫1。m
　　　　　　　　　イヴ　　　　　　　　16，8．、1幽　　　　　　　G・｜9・7－O・・2
　　　　　　　　　1880年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチング

　　　　　　　　　ェッチン久アクアティント　　　　　　　　　　　　　　　113×18．3Cln
　　　　　　　　　l7×22．8cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36

　　　　　　　　　忽　　　　　㌶㌫　　　　㌃蒜㌘。ツエ1、，シ1」
　　　　　　　　　…h・・gand・qua・…　　　　　；i∴㌻41　　　　　　《・デ・稼の・，1’li》

　　　　　　　　　～：1㌶・；；　　　　　ど，㌫、㍑　　　　　麗グ
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：ll）7・27．5　c［Tl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　IS9－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・10

Stefiitio　du］ki　Bella　　　　　　　　　　　　　テオドール・ルソー　　　　　　　　　　　　　　Uドルフ・ブレダン
［ドirunz（パ610－1’ir〈・llze　166il］　　　　　　　　　　．バリ1812．バルビゾン1867　　　　　　　　　　［モンルレ1822一セーヴル1885］

7アt（’　iT・1（J〔”‘’i～ねS‘’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソランター・ピ’アン〔ノ）桜（ノ）木　　　　　　　　　　　　　　　　　　　危〔溺［：．．

ll；56　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］　，K6L）　fl　q92｜tl　’／出版1　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜s81fr

ドld岬　　　　　　　　　　　　　　クリシ～ク・・以・か以版1山1・　　　　　　　　リトツナノ
：｛°・7’27・5・’ll・　　　　　　　　　　　21．！｝、．L・7．7cm　　　　　　　　　　　：S7．5　，・　ll1．1。11，
｛1．2｛〕｛［｜・〔｝1）｜L）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Th（二〇d《｝r¶R《nLsscau　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　RodolP｝1e　Bresdin

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lParis　l812－Barl）izoll　18671　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Mol｜trelais　l822－S6vres　1885］

Is7　　　　　　　　　　　α’・・〃｝抗（・・∫〃θ〃抽一Bi・〃’　　　　　A）（・pi・／　Stt’（・（lill

ステーファノ・デッラ・ベッラ　　　　　　　　　　　Is｛］2：19211｝ubl　Lshed　　　　　　　　　　　　　　　l884

．｛噴水のある道㌦　　　　　　　　　　　　　　　　　　（’］i（’h（，s－Glnc（・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L；h°9「aPh
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21．9×27．7Clll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ltイ．5　x：SLI（・111

1｛；5Gfト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1993．O｜｛｝2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．1978－0〔　05

．r’
．・ ／－f・ング

2U，6　x　：・｝S，・1　C［11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　39－2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41
St（ifEIIIO　della　Be］la

77t（・　Stl’（・（）t　O／’〃ie　1・’ottntains　　　　　　　　　　ジャン＝バティスト＝カミーユ・コロー　　　　　　　　オ＿ギュスト．ロダン

165｛1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［パリ1796一ヴィル・ダヴレー18751　　　　　　　Lパリ18・10一ムードン1917］

FAeliing　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森のlllの騎手（小）　　　　　　　　　　　　　　《石を負うカリアティード》

蒜1：1蒜｜1　　　　　　　185・年・・21年出版）　　　　　　188・－81．“：・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クリシ．・L＝グラス（ガラス版画）　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロンズ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18．9×14．9CI11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41×IS2×31）CI1｜

IS8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」ean－Baptiste－Camille　Corot　　　　　　　　　　　　　　　　　Augしlste　Rodin

ジョヴァンニ・バッティスタ・ピラネージ　　　　　　　［Paris　1796－Ville　d’Avray　l8751　　　　　　　　　［Paris　1840－Meudon　l917］

Lヴェネツィア1720一ローマ1778／　　　　　　　　”or．se’1～（’∫1　in　t／7e　w～）（，ζ1～．　Smail　plat（？　　　　　　1「a”eti（Y〃γζ∫～∫（／cθ〃y〆1～4”ρr∫’oηρ

／ローマの景観』より　　　　　　　　　185411921P・bli・t・ecl　　　　　　　　　188（）’8　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（・li（．t｜（；s－〔

；lEl（一（」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ハ［．｛
｝1｜z（、

Giovanni　Battista　Piranesi　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18．9×1・1．9　c【n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　44×Is2×：lo　cm

［Venice　l720－Roma　l778］　　　　　　　　　　　　G．19f）II－0085　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s．lgsg，oo10

Fromレ’e　dut（？〔／i　ROtne

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　39＿3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　42

38－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジャン＝バティスト＝カミーユ・コロー　　　　　　　　　　オーギュスト・ロダン

ティヴォリの滝　　　　　　　　　　　　　　　　　オスティアの想い出　　　　　　　　　　　　　　　《化粧するヴィーナス》

1766－G7“：一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜855f「q921イドllW恨）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1885f「t！’i

：Jニッチン久エングレーヴィング　　　　　　　　　　　　　　クリシ．Lニグラス（ガラス版画）　　　　　　　　　　　　　　ゾロンズ

．17、1×70，2cln　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27×：S．1．．1　cn1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．17×27×21cln

7ハ～（ノWatei’fa”（1／7”ii，oii　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jean－Baptiste－Camille　Cor（）t　　　　　　　　　　　　　　　　Augustc　Rodin

l76｛；－67　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sout）（）ノ～it’o／’Osti‘1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レt”「～tlsθ／11（少”7’o〃（イ

1漂｜lll黙ll9「‘M“9　　　　　　　1禰；よ烈lhli・h・d　　　　　　　；蕊

G・1997’0008　　　　　　　　　　　27。：3．1．．1．cm　　　　　　　　　　　47・27・L’1　c・m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．199：1－OO92　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S，1959－0〔［53

38－2

コロセウムの内部　　　　　　　　　　　　　　　　3g．4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　43

17G6｛卜頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　シャルル＝フランソワ・ドービニー　　　　　　　　　　　オーギュスト・ロダン

エ’・チング：エングレーヴレグ　　　　　　　　　　　［パリ1817一パリ1878］　　　　　　　　　　　　《ブギット・アモール（去りゆく愛）》

45・9×692cm 　　　　　　　　榊Uの・馳を流れる・］・川　　　　　1、87　，川∫
The　C・／・ssettt7i，　lnteri・r　　　　　　　l858／62年（1921イ1・川11）　　　　　　　　プ・ンズ
c．17｛1（］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クリシュニグラス（ガラス版llllD　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　36×45×20　Cln

鷺，1）雲，；｝；Ill；ng「avi｜）9　　　　　　18・2×1「・・’・　um　　　　　　　A、g、・・。　R・di・

G，19S）7・OO　I　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Charles－FranCois　Daut〕igny　　　　　　　　　　　　　　　1［rus」it　4niθr（Eiigitiv（）Lov（り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Paris　l　817－Paris　l878］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Beforc　l887

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bガooた〃π1　C／ear～179　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bronze

138－3　　　　　　　　　　　1858／18u2、1921　p、bli、h。d　　　　　　　36・45・L）・cm
遠景にコロセウムを望む　　　　　　　　　　　　C］icli（is－Glace　　　　　　　　　　　　　　　　S．lgtsg．O（｝22

1772・・1　　、t　　　　蒜蒜m
エッチノ久エングレーヴィンク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　44
47’il×70層7Cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エミール・アントワーヌ・ブールデル
The／Fot’tim　R・tl1（1・’・tS，・t’・Carriρ・Vaccin・，　　39’5　　　　　　　　　　［モントーバン1861一ヴェジt．　1929］
t．t）itll”1（’　Co／oss（，um　itl”ie　Distatice 　　　　　　　　シャルル・フランソワ・ドービニー　　　　　　　　　《ly「のあるアポロンθ）頭部》

≧。。d。。，，。V、11g　　　　　夜の1橡　　　　　　　19・・年
、17，IS×70．7Cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1858／G2年q921年1川ll山　　　　　　　　　　　　　　　　ブロンズ
G，1997－OOI33　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クリシ．1、＝グラス（ガラス版1｜liP　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50×22×L）IS　un

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15×19cln　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ’
　　　　　　　　◇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Emile－AntOme　Boしirdelle

3g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Charles－FranCois　Daubigny　　　　　　　　　　　　　　［Montauban　l861－V6sillet　l929］

隠㌫㌫蜘ミレー・ルソ㌫曇㌫㌫・　　鴛輌…
聯蹴蕊聯蒜＿＿、　1蒜㌫・　　　　；　　蒜；lcm
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45　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50

エミール＝アントワーヌ・ブールデル　　　　　　　　ポール・ダルデ

《ヴェールの踊り》　　　　　　　　　　　　　［オルメ（エロー）1888一ロデーヴ1963］

1910イ【・　　　　　　　　　　　《永遠の．・‘‘’；：’h’kl　＞＞

ブロンズ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1920年以前

66×56．5×】7．5cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブロンズ

直mile．Antoine　Bourdelle　　　　　　　　　　　　　50×45×37　cm

Donce　o”力eレll］il　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Paul　Dard6

1910　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［Olmet（H6rault）1888－Lodbve（H6raulり
Bronze　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　963］

66×56．5×175cm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Eterna／Grief
S・1990－00（工3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Before　1920

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bronze

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50×45×37cl11
46　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．1959－0061

エミール＝アントワーヌ・ブールデル

《瀕死のケンタウロス》

191Ll4年
ブロンズ

72×52×22cm

Emne－Antoine　Bourdelle

777ρρy〃～9Cent（ILIr

l91］－1・1

Bronzい

72×52×22c【n
S，1959－〔〕056

47

アリスティード・マイヨール

Lバニコールス＝シュル＝メール1861一バニュ

ルス＝シュル＝メール1944コ

《夜》

1902－｛｝g年

ブロンズ

106×57×108cn1

Aristide　Ma川oI
［Batlyuls－sur－－Mer　l861－Banyuls－sur－Mer

l944］

7『γ7（・ノ＞ilght

｜902・09

B［’《）1｜Zい

106×57×　108cln

S．1987－OO｛川

48

アリスティード・マイヨール

《「調和．」の∬〔部》

1940－14年

ブロンズ

24×20×21（：ln

Aristide　Manlol

The〃ρ‘id・ot－“〃o／777011ゾ

1940－44

Bronze

24×2〔｝×21cm

S，1967－0002

49

ピエール＝オーギュスト・ルノワール

［リモージュ1841一カーニュ1919］

《勝利のヴィーナス》

1914年頃

ブロンズ

84×llO×2rfl　cm

Pierre－Auguste　Renoir

［Limoges　l841－Cagnes－sur－Mer　lgl9］

Venus　O∫　Victoly

C．1914

BronZe
84×3｛｝×24Cl丁｝

S．1978－0〔｝OI
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口ll膝描展ノ悟1　　．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　祈りの中世
Prints　and　Drawlngs　Exhlbltlolls　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロマネスク美術写真展

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2007；16，］1｛211ρ．　8月26日、1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．1・’・‘’1川）」内臨」〃lmロ☆「，‘tL巾141t’ト’／L”c卜』’凶

祈りo）中肚

ロマネスク）ミ術写真り⊆

フご‖月：2nO7f卜G月1211－8月2611

Durati《）1）：12．］ul｜e－26　August　2007

WへW　　ぷ蹴

教会堂の世lllliに表わされたロマネスク美術を日本で展示することは　　　　It　is　essentially　imp（）ssible　to　display　Romanesqu（／）　art，　primarily　walt

ほぼイ・・∫能であるイ卿よ・嚇・川矢1－1｝・1影によるJ・： 　㍑ill㌻1、1∴∵、1（蕊。1；。」淵∴三∵1；ll；，i、認：tll蕊

真によって、ロマネスクの5つθ）教会堂の美術を紹介した。展示され　　　　photographer　T（）mohiro　Muda．’rhe（．hurches　seelハin　the　photographs

た教会堂は、フランスからはヴェズレーのサント・マドレーヌ修道院聖　　　　are　the　Abbey　Chur（』h　of　S〔lint－Madeleinc’，　the　Church　of　Saint　Martin，

堂・・アン・ヴ・・クのサン・マルタ・・鰐ル・ト・ネ修道院・モレイヤ　惚ごi蒜，嵩驚蒜㍑ll㍑；蕊ごlil惣lle、蕊1

ス・ラス・イヤスのサン・マルタンド・フノヤール教会、スペインからはシ　　　　Monasteilv’　of　Santo　1）omirigio　de　Silos．　Si｜os、　i【l　spail1．　　（Na。ki　sato）

ロスのサント・ドミンゴ・デ・シロス修道院である，　　　（佐藤直樹）
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修復記録

Restoration　Record

［油彩画］　　　　　　　　　　　　　　　7．素地欠損部切り填め　　　　　　　　　　アリスティード・マイヨール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8．裏打ち（和紙のインターレイヤー）　　　　　　《イル・ド・フランス》s．・1961S．ooo2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9．充填塑形　　　　　　　　　　　　　　　280×700×csoo　mln
シヤル！レ’コッテ　　　　　　　　　　　　　　10．補彩　　　　　　　　　　　　　　　　　《夜》S．1987－OOO1

《ヴェ不ツィア》　　　　　　　　　　　　　　　　　　11．ニス引き　　　　　　　　　　　　　　　　　　56×840×1，3iSO　mm（すべり板は台座イiにlrし貼い

灌㌶蒜σ鞄mml　　　　　　　（処置・i・／l　1／1“W，・剛奇糸㈱　《「調和」のための酬・》S喘。。。5

P．1959－0053　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　280×600×600mm

保存状態：　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ヴィーナスのトルソ》・・19…一・…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　580×600×600mm
素地のカルトンは四隅において突きつぶれ
の繰り返しで、欠損ならびにほぐれが認め　　　［ブロンズ彫刻］　　　　　　　　　　　　《両腕をあげた浴女（大）》s．196：s－oo〔）・1

られるc、画而全体は薄描きでスケッチ様に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　280×700×600mm

撚れ・】中亘辺！に長さ7～8・m・　レオナルド・ビストルフ・　　　　エミール．アントワーヌ．ブー，レデ，レ

1漂1㌘）品㌶潔譜議　1；忽｛鷲》　　　　　蕊瓢、襟三母》－i｝y
変が認められる。ド辺中央に釘で突いた　　　S．2001－0004

ようなピンホールがある・　　　修復処1貴、　　　　　織三㌫鷲》S199〔｝一゜°°：3

修復処置：　　　　　　　　　　　　　　　1・調査・撮影　　　　　　　　　　　　　　　《瀕死のケンタウロス》S．lgsg－oor）（i

l．｜凋査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．洗1争　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，000×300×500mm

；：㌶塁定　　　　識；驚驚膿》：蕊瓢蕊蒜酬≦》S．19・9－…1
4・ニス除去　v　　　　　によっ一（・すべての処置作業を行なう・　　《バ。カント》，．1959－。。55

5．カルトン素地の補強　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LO80×350×45（）mm

6．充填塑形
7．補彩　　　　　　以下の彫刻偏は、2・・6鞭より引き続き　鱗C鑑《》s・’951L°°58

8．保護ニス　　　　　　　　　　　　　　　行なっている屋内彫刻の免震化および台
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座交換の一環とし℃簡易免震すべり板を　　　《果実》S・1991－（）OOl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l，080×300×300mm
アレッサンドロ・ベドリ・マッッォーラ　　　　　　　装着すると同時に、審美性向hのための

《ウエヌスとアモル》　　　　　　　　　　　　台座交換を伴う・連の計画に従った処置

油彩、ヵンヴァス　　　　　　　　　　　　　　　　を行なった作品である、
1．o・l（　　｛lo　r）rTlm

p」g62－oools　　　　　　　　　　　　　　　　　　防災対策：　　　　　　　　　　　　　　　　　［大理石彫刻］

㍑杣剖までパ’レマ展IBIII1のため・fl参復，liの　1・彫刻の≡こ1綻金物を装着

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2．新しい石台座の製作
保存状態：　　　　　　　　　　　　　　3．簡易すべり板の装着　　　　　　　　　　石作品については追処置を要するため・台

麟㌶膿㌶灘襟よ保存蝋　　　　座とすべり板の臆のみ行なつたL）
地は1肋って左辺にオリジナルの残りが　1・備物の除去、　　　　　オーギュスF・・ダン
確認されるがる辺、F辺、ヒ辺において　2・表面クリニニンク　　　　　《～先賭・バネの首》
欠働湛だしく、オリジナル糸会1、i層に至る　3・勧除；iL．　　　　　　75…5・・45…

S’19’　59－°°，51

布は経年劣化と裂けによって弱体化して　　　処置作品：　　　　　　　　　　　　　　アントワーヌ’コワズヴォ

いる画面はニスの黄変ならびに表面汚　オーギュスト．。ダ、　　　　　　《ド’ヴィルヌーヴ’ダ・シー夫人の胸f象Ili像》

損捌だしい・興の修衡5の補彩は変　1・《ヴ・クトル・ユゴー》・．19・　66r・…　　　1：；顯；讐8獅㌫1、；コ；1，、。m。、

色している。画［fi｜の重要な人物部分も横　　　2．《ラッセル夫人の胸像》s．1959－0050　　　　　　s2〔｝oo，ooo1

ノ∫lll」におられたような欠損部が多く認めら　　　3．《鼻のつぶれた男》S．19．・t）9－0027　　　　　　　　　　　　　　　　　　（処置：iti∫川公リ」）

れる‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ記3点の共通使用台座、すべり板付きVl；－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，180×300×3〔〕Omm
修復処置：

1．調h・i　　　　　　蕊㌶濡Sl95～L°°17
2．表面洗浄
3．ニス除去　　　　　　　　　　　　　　　　《瞑想》S・19590033

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　380×850×850　mm
4．絵具層固定
5．カンヴァス解れ繕い　　　　　　　　　　　　《青銅時代》s・19「）9－O〔）02

6。占い裏打ちの除去　　　　　　　　　　　　330×700×70〔｝mm
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1貸川処置1　　　　　　　　　　　　　　　　　　1額縁修復処ii♂川

エドヴァルド・ムンク　　　　　　　　　　　　　　　　　　金糸家客頁

《’｜1の中の労働K一たち》（兵庫県、フ1）こ術hf｛ヘ　　　　ボニファーチョ・ヴェロネーゼ作品

iYIIH）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・440×1’825［11M

汕竺カンヴ以　　　　　　　　　　　　　　　　　　修復処置：
2，21S．、xL2G：｝lllll｜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L調査
Lカンヴァスの振動1ヒめ処置　　　　　　　　　2．表面洗浄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．補彩除去
ジャン＝オノレ’フラゴナール　　　　　　　　　　　4．構造補強

熟㌶蹴罐：タ1酬働　濃熾15剛
難繍ス　　　　　　7．金地補i彩
P．2〔｝OOOOO　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8．呈乏↓反f呆、護イ寸じナ

1．裏板保護付け　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（処置：河川公男’岡崎純生）

2．客頁〉芝己文⊥乏

3．“1｝り金物交換

モーリス・ドニ

《若い母》（巡川展：姫路il泣kfli］二館、松本

市）こ術館へ貸出）

油彩、カンヴァス

1，GOO×980　ll川1

P．1959・〔｝073

L裏板保護付け

2．額装改良

3．レリーフの補修

ジョゼフ・ヴェルネ

《夏の夕べ、イタリア風景》（巡川展：如i路ll∫

立美術館、松本市）ξ術館へ貸llD

汕彩、カンヴァス

890×1，330mm
P．1988－0〔｝02

1．額縁表面洗浄

2．補彩除去

3．構造補強

4．欠損部充填塑形
5．k甫采多

6．裏董反イ呆1；隻イ寸｛ナ

7．吊り金物交換

　　　　　　　（処置：河川公男・岡1崎純生）
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保存科学に関わる活動報告
Report　on　Conservation　Science　Activities

以下の業務を行なった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　顔料とメジウム（展色材）の分析を行なったc、

1．環境管理　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高嶋美穂）

2．館内への生物侵入・生息状況の調査（捕虫用粘着トラップによる

　　調査）

3．貸出作品の管理

4．所蔵作品の科学的調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　department　carried　out　the　following　work　during　this　fiscal　year：

3．貸出作品の管理について

作品貸出が適切な保存環境のもとで行なわれるよう、貸出先の施設　　　1・Envi「onmental　Cont「ol　Management

≡フ・シリテ・・レポートにより事前に検討し・必要に応じて作品　；：［1＝蕊隠＝singPestt「aps）

保存のための適切な処置を貸出条件として求めている。また、貸出　　　4．Scientific・Examinations・of・Collection・Works

作品のクレートと作品裏面に装着したデータロガーにより、作品搬出

から返却までの期間の温度と湿度を1則定し・記録されたデータの分　措竺蕊慧驚瓢ec，、。n　p，。。、d。、　ma，ag。me。t、al）d

析結果をもとに報告書を作成している。　　　　　　　　　　　　　　consultancy　regarding　loan　facilities　as　one　of　its　regular　duties．　This

　　巡lll｜展の際に複数の貸出作rVnにデータロガーを装着したところ、　　　P「ocess　involves　evaluatin9　facilities「ePo「ts　and　analyzin9　C／imate〔data

搬と澱は展示納音llと展示室入・付近ではまったく異なること　三，瀦1・蕊，⊇∴、1＝蒜：1器「蒜、∵ll。瓢1㍑

が判明した。室内では温度と湿度が安定していても、入口付近では　　　　works　on　Ioan，　prior　to　any　outgoing　loan，　facilities　reports　are

大きく変動していた。とくに湿度の変化は大きく、許容範囲を超えて　　　submitted　to　the　Conse「vation　Science　Section　f「（）m　all　bo「「owin9

いた・このことは・輌・提出された温度湿度記録からは予想でき　蒜1忽蕊。1蕊17；＝嘘二＝1：ill’蕊ll

なかった、，したがって、今後は貸出作品の展示場所にできるだけ近　　　transport　crate　and　on　the　back　surface　of　the　art　work　itself　monitor　the

い場所での温度湿度記録を：要求する必要がある。また、貸出先の　　　temPe「atu「e　and「elative　humidity（RH）fluctuation　f「om　the　time　of　the

美術脈は展・・紬のi鼠度や湿度の偏りに気がついて・・ないと思　艦㌶蒜。f器竺＝遮：611二。ilP°「tsa「e　p「°duced

われるので、測定結果を知らせるようにしていきたい。　　　　　　　　　　In　the　case　of　a　traveling　show　of　works　from　the　museum・s

　　そのほか、貸出．条件である24時間空調が守られていないケース　　　　Pe「manent　collection，　data　lo99e「s　we「e　attached　to　two　of　the　loaned

もあつた・）また、これまでのデータ・ガーにょる測定から・輸送車や　器li霊。蒜ls蒜蕊、le二蒜監：㍍1：1蕊；

k術倉庫では、温度は・・定でも湿度は安定していないケースが多　　　the　area　near　the　gallery　entrance．　While　the　temperature　and　RH　were

いことが判明してきた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　stable　in　the　inte「io「of　the　galle「y・the「e　was　9「eat　f［uctuation　in　the

フ・シリテ・・レポート（Th・・S・an・t・・d品吻R・ρ・rt，　U・i・・dS・・…　；：慧：㌶麟1「；li蕊膿1＝蕊二；＝aご

Registrars　Committee　of　the　American　Association　of　Museums，　　　anticipated　from　the　temperature　and　RH　records　of　the　borrowing

l998年作成）は英語版しかなく、また質問事項が日本の事情に合っ　　　institution　P「esented　to　the　NMWA　P「io「to　the　loan・These　findings

ていないの〔語版原案を作成した・　　　　＝惣1蒜。ご。ご，蒜、㍑認1蒜：㍑：，「蒜1

　　今年度から、西洋美術館独自の質問として、作品の展示方法につ　　　displayed．　Given　that　the　borrowing　museum　staff　was　unawtire　of　the

いての質問（壁およびパーティションの厚さや構造などについての質　　　detailed　climate　fluctuation　in　thei「9alle「ies・　the　Conse「vation　Section

P｝」）を力1｜えた。これにより、貸出作品がさらに安全に展示されることを　Wil＝、1＝＝lel：隠蒜蕊＝11tぽ1溜：；。，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ

目指している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　was　not　controlled　on　a　24－hour　basis．　Further，　from　the　records　taken

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by　data　loggers　so　far，　it　appeared　that　in　many　cases，　the　transport　truck

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　art　storage　facilities　maintain　temperature　but　did　Ilot　maintain

4．所蔵作品の調査について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　constant　RH．

作lll∫1の修復にあたって、科学調査を行なった。　　　　　　　　　　　　Although　The　Standard　Eacility　Reρort　established　by　United　States

　　ビストルフィ作《死の花嫁たち》：全体は銅、スズ、亜鉛のブロンズ　　　　Regist「a「s　Committee　of　the　Ame「ican　Associati°n°f　Museunns　in　l998

だが、パ・チ部分（過去に修復した箇所）はスズと鉛を成分としてい　：；㍍b；＝rl蒜隠：1＝llfl：こ㍑ll）lllぷ、i；

ることが判明した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　department　produced　a　draft　Japanese　version　of　Tli（！・Statidai’d　1；1a（・ility

　　アレッサンドロ・ベドリ・マッツォーラ作《ウェヌスとアモル》：X線撮　　　Reρo「t・

影によっ一（’Nバスケ・トの右側の取手の元杉力糎されていることが判　，。：1驚、1「：＝f：c溜ll，＝》㍑蒜ぷ：llll㍍；！

り』した。また、絵具が剥落している箇所から微量の試料を採取して　　　questions　regarding　the　c（）nstruction　of　walls　or　partitions。n　which　the

10



1《）il］1いd　VVOrkS　Itr（’t《，　bい　htll19．1Shい　acl（litiol｜　（）f　｛hcSい　qt“・sti《）11S　ailns　l《［

いlls川’いlhesdl（・diSPいy・・1「loai］いd　art　works．

4．Scientific　Exalllinati《｝1｜s　ol　C《）11ection　Works

Scielltilic（・XEI：11ilKIIiOtls　wいre（・arricd　out　o：1　art　works　that　Un（1いrw｛，1］t

c《，nscrVatio｜｜il）OUr（leparl｜llいllt．

　　1．（’．～～）os（J　d‘・／／‘／M（〃”（・，　by　L．　Bistolfi：Analysis　showed　thal　the　en｛irい

work　is　ln’Ollzい1｜1a（1いUP《）f　uol）1）er、　till　and　zillc，　while｛he　Patcl⊥es

whichwいrいlrいatud川Past　collser、；ati｛｝11wol’k　c｛｝Ilsist　ol山I　alld　lcad．

　　　レ～・〃（リィ・（・〆1〃’（）t’by　A．　Bedo目Mazzola：X－r《｜diography三malysis　revealed

tllc　altered　sh三IPc　of　thいright　l｜i）1idle　of　thc　b：1sket　fOUnd　ill　tl｜c　Paintin9．

1：ut’thいr，　s℃ie川ilic　allalysis《）f　pigments　and　medium　W（・re　carried《）Ut　on

mi川lte　saml）1（・s　takい1】fr《｝m　the　edges　of　areas　where　pa川t　h～ld　flaked

away．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Mil｝o　Takashimこり

il



i研究資料センター
｜The　Research　Library

研究資料センターは西洋美術史や関連諸学に関する資料を収集　　　（1990年）より収録作品300点の来歴・展覧会歴・掲載文1｛択歴のデジ

し、当館職員の職務の遂行に資すること、および外部の美術館学芸　　　　タル化などの各作業を行なった。独、Z行政法人国、肪ξ争1；∫館所蔵作

員、大学研究者等の調査研究に資することを活動の柱としている。　　　品総合日録検索システムに対しては、新収作品データ等61件を提f其

さらに図書や雑誌の管理とともに、収蔵作品の情報管理やウェブサ　　　した。文化遺産オンラインについては、同国立美術館システムから自

イト管理も行なっている。本年度の活動概要は次の通りである。　　　　　動的にデータ転送する仕組みが実現し、それにより当館所蔵作tiuitデ

　資料収集については、中世から20世紀前半までの西洋美術を対　　　一タのうち画像付の作品データが文化遺産データベースに白動転

象とする収集方針にしたがい、図書および逐次刊行物の収集に努　　　送されるようになった。

めた。今年度のおもな収集資料は、日本美術をヨーロッパに紹介し　　　　ウェブサイトについては、構成とデザインを全面的にY．1　ll’〔し、「開催

た画商・林忠正が1902年と1903年の2回にわたって行なった売立の　　　中の展覧会」、「今後の展覧会」、「各種イベント」、「教育プログラム」

目録、19世紀末から20世紀にかけてのドイツの美術雑誌「クンスト』　　　等の最新情報とともに、「過去の展覧会」や「収蔵作品紹介」、「当館

復刻版、レンブラントおよびレンブラント派の素描目録10巻などであ　　　　について」、当館刊行物のバックナンバー（「国立西洋美術館年報』

る。また国内外の美術館、大学図書館など計448機関と資料交換　　　　および『国立西洋美術館ニュースゼフユロス』）など、当館について

を実施し、当館刊行物を寄贈する一一方で、一般の書籍流通では入　　　　の理解が深まるようなコンテンツを蓄積し公開するスタイルに一新し

手困難な展覧会カタロ久研究紀要、年報、ニュースレター等を受贈　　　た（日本語版、英語版共通）。常設展示の情報は、これまでウェブ公

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開用に個別リストを作成してきたが、上述の「国立西洋美術館所蔵

　図書整理については、図書2，528件、逐次刊行物L395件、マイクロ　　　　作品データベース」公開により収蔵作品管理システムkで・元管理

資料1タイトルを図書館システム「LVZ」に登録し、装備・配架を行なっ　　　　できるようになり、リストにはなかった画像やそのほかの詳細情報（掲

た。また一般に美術図書館では図書や雑誌とともに重要な資源とみ　　　載文献歴など）とともに提供できるようになった。　　　（川川雅力

なされるエフェメラ（パンフレット、ちらし、新聞・雑誌記事切抜き、絵は

がき等の一’過性資料）の整理’公開方法について検討を行なった。　　　　［主要収集資料］

　研究資料センターの外部利用者向けの開室は前年度同様に週2　　　0bjets　d’art　du　Japon　et　de　la　Chine：　peintures，／ivres．　Dont　la　vente　aurct

［（火・金曜［）実施し、計99日間の開室口に美術館学芸員、大学院　　　　lieu　du／undi　27　」’anvier　au　samedi／ε「勧”eγ1902　inclus，　dans／es

tk・lllli廊スタ・フ等の言卜365人の利用があった・利月1規定を見直し・　9麗㍑＝1＝1：1膿［｝㍑i“＿⑭＿な，ar

複写料金の改定や、これまでに要望の多かった図版撮影に関する　　　ZHaγashi，　dont　la　vente　aurci　iieu　du　lundi　2　fuin〔au　vendredi　6　／’uin

規定の導入を行なった。当館が2005年度以来参加している美術図　　　　1902　inclus，　a　／’Hδtel　Drouot，　Pa「is：H6te1　D「ouot，　1902

書酬絡会は・賄館・博榔離轄を酬的に検索するウ　㍑：蒜㍑蒜㍑忽Z溜鷲鷲㍑：㍑
エブヒのサービス「美術図書館横断検索」の開発と公開が評価さ　　　1’hδte／Drouot，［Paris］，［lgO3］

れ、アート・ドキュメンテーション学会より第1回野上紘子記念アート・　　　Dieκunst：”oηo’5舵”e肋”ε∫e　und　angeωα’？dteκtUist・Rep「mt　ed・

ドキュメンテーシ・ン推進賞を受賞した・そのほか国内展覧会カタ　；瓢蒜㌶㎜已’199＆（°「iginally　P”blished：M°nchen：F’

ログのレファレンス・ブックに関する外部企業の出版企画に対してデ　　　Sumowski，　Werner．　Dratvings　of　the　Rembrandt　scho。／．　New　York：

一
タ協力および監修を行なった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　Aba「is　Books，1992

　当館所蔵作品の情報管理については、「国立西洋美術館所蔵作
品データベース」を礫し、ウェブサイトへの公開を実現した（ただし　［研究資料センター公開］

　　、　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　開室日数：99日
日嬬版のみ・嬬版については次鞭麟の課題である）・同デ　登録人数，126人（襯88人、更新38人）

一タベースでは作品の基本情報と画像とともに・「今日何が観られる　　　　閲覧者数：365人

か」という展示に関する情報や・来歴゜展覧会歴’文献歴に関する学　　　　出納：2，020点

術情報を公開することが可能である。そのもととなるコンテンツの作　　　複写：1，052件（10，831枚）

成については前年度に引き続いて平成19年度科学研究費補助金　　　　撮影：45件（332枚）

（研究成果公開促進費）を獲得し、1）旧ファイルメーカー・データベ　　　　レファレンス：27件

一 スより絵画・彫刻・工芸・版画・素描・書籍作品の来歴、展覧会歴、

掲載文献歴4，000件のデータ変換、2）版画作品を中心とする写真フ　　　［公式ウェブサイト］

イルム2，1。。件のデジタル化、3）ウェブ掲載サイズに灘するための　リニューアル日：日本語版2°°7年7H3°1ぱ・洲2°°8〃図3111

画像トリミング傑、4）当館刊行物r国立西洋美術館細鍋醐』　アクセス微：5・924，487A：

（1979年）、「国立西洋美術館所蔵絵画1－1録昭和54年・平成元年』
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教育普及に関わる活動報告
‘Report　on　Educational　Programs

1）常設展関連プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1］時・場所：8月12日（n）13：30－15：30　講堂・彫刻｛1参復室

当館の所蔵作品および常設展示に関連して実施されるプログラム。　　　　対象・参加者：中学生以上24名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：藤原徹（東北芸術ll科大学教授）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加費：無料
■Fun　with　Collectionファン・ウィズ・コレクション

今回の「見る楽しみ・知る喜び　　美術史・市場・修復編」（詳細は　　　　「絵画の修復」

「展覧会」参照）では、当館の作品をより深く王里解することを促すた　　　絵画作品における修復のレクチャーと修復室見学

めに、美術史、美術市場、作品の保存修復の各分野における知識や　　　　口時・場所：8月19日（日）13：30－15：30　言叢堂・絵lflii修復室

情報を提供するプ・グラムを実施した・　　　　≧霊㌶㌶㌫，
「常設展ツアー」（予約制）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加費：無料

当館のコレクションを、ボランティア・スタッフと一’緒に対話しながら見

ていく初心者向けのツアー（およそ40分）。　　　　　　　　　　　　　　〈市場の視点から〉

纏勤1：㌫㌫㍊（㌶㌫蕩2欝示室　　「美術品オークシ・ンの歴史とその社会的役割及び欄み」

参加費：常設展観覧料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※術品のオークションの始まりとその仕組みについてのレクチャー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n時・場所：7月8日（［）14：00－15：30言黄i堂

〈鰍の繊から〉　　　　　　㌶；S㌍㌫覧戊鷺一ズ．ジャパ綱）
「見る、見える、見えてくる一美術史家が作品に向かうとき」　　　　　　参加費：無料

当館のオールドマスター（181睨以前の画家）の作品を・美術史の　「絵を螢める」

研舗の視点か覗る鰍プ゜グラム・t　　　　　　酬儲，のコレクター縮太郎氏が抱く間への興味とコレクショ

1｝1當1謬；月；1膓3°－16：°°澱…　　　 ンについてのレクチャー・

講師：高梨光正（当館1三任研究員）　　　　　　　　　　　　　　　　　　nl時・場所：7月22日（日）14：00－15：30　講堂

参加費：常設展観覧料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象・参加者：一般67名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1溝師：福富太郎（キャバレー経営者）

「多1（li体のモネーk術史のアプローチ」　　　　　　　　　　　　　　参加費：無料

モネの作品研究における多様な視点と解釈についてのレクチャー。
llH」．場所、7J」211」（1、）14，0。．15、3。講堂　　　　　「コレクシ・ンと美術館」

対象・参加者：・般84名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当館のコレクションの核である松方コレクションの規模や特徴、また

講師：馬淵明子（ll本女子大学教授）　　　　　　　　　　　　　　　それを蒐集した松方幸次郎についてレクチャー、、

参加費：無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nl時・場所：7月29日（日）14：00－15：30　講堂

「セイビ探偵団が行く1P…2一怪盗・ダーンに挑戦！」　　㌶；纏氣警鑑無員）

美術館やロダン作品にまつわる問題を解きながら楽しむミュージア　　　　参加費：無料

ム・オリエンテーリング

H時・場所：7月24日（火）13：30－16：30　常設展示室・前庭・講堂　　　　　「ギャラリー散策」

対象・参加者：小学生25名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小1］1登美夫ギャラリー訪問と小Ill氏による展示解説とギャラリー運

進行：ゴウヤスノリ（ワークショップ・プランナー）　　　　　　　　　　　　営に関するレクチャー。

参加費：無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H時・．場所：8月4日（土）13：00－16：00　小Ill登美夫ギャラリー

「もっとモネ　人を知って、絵を見る」　　　　　　　　　　　　　　　　対象・参加者：一般Il名

作品鑑賞、レクチャ＿、ゲ＿ム、∂司査など、さまざま効法樋してモ　参加望賛縫

ネとその作品を知るプログラム・　　　　　　　　　　　　　　　　　「アートマーケットーその構造と動向」

［1時’場所：8月14日（火）ll：00－16：00　　　　　　　　　　　　　　　L体の美術市場の構i造と現状についてのレクチヤ＿

対象．参力n墓璽室欝室’棘国立†eli物館　　　日n賜所・8月15日（・）14…－15・3・」薄堂

参加費・無料　　　　　　　㌶；姦纏：1；竃竃》サ研究酬。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加費：無料
〈保存修復の視点から〉

「彫刻の修復」

彫刻作品における修復のレクチャーと修復室見学。

日



1｜‖」：12月2211（　ヒ）、2311（lD　lO：00－ll：30、14：00－15：30

場所：尚堂・展ノ」k室

対象・参1川者：G－10［：茂θ）∫・供とiifj伴の大人82名

参1川費：無判

2）特別展関連プログラム

年3川開催される特別展に関連して実施される、講演会、シンポジウ

ム、スライドトー久ギャラリートーク、コンサートなど

■講演会

llJlハ」・J’Jl｝り『：14：0（）－15：30　　｜i芯’；：i：

対象・参加費：一般・無料

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［イタリア・ルネサンスの版画展］

’FUN　I）AY　2007ファン’デー 　　　　　　　　　　4Jj2111（D参力ll者：7Gγ、
ふだん’ii館に才）まり足を運ばない入に来館してもらうために・さまざ　　　　「版lllli家のll｝，T，で見たイタリア・ルネッサンスの版Vlli」

まなプログラムとともに常設展示室をll牌ll・開放する日　　　　　　　　　　中林忠良（版1由i家．東京藝1，IIJ：大学名誉教授）

llll　．V・上易｝り〒：5J」121S（1：）、13（ID9：30－17：30　ノ｛⊆6官・来斤h官イヤイイ⊆・lli∫」莚

プ。グラム｜ノ熔：　　　　　　　　　　　　［パルマ展］
Lびじゅつ一る貸出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6月16日（Il）参IJII者：153名

2．ギャラリートーク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「コレッジョの世界　　優追の規範」

3．建築ツアー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲斐教行（茨城人・‘j：：准教授）

4．謎ときスタンプラリー

5．ひみつの版lllli「房～みる・きく・かぐ・さわる～　　　　　　　　　　　7Jj14（11）　参加K－：151γ【

6，あおそらコンサート　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ルネサンスの危機とパルミジャニーノの芸術」
対象・参加X’二・般5月12日＝4，153名・5J」1：311＝4，217’r，　　　　　　　若桑みどり（T・葉大学名誉教授）

吐野さくらまつり記鱗1∂｛会　　　　　　　　7Jj281｜（D参加K－：1：36　’／，

｜ll・賜所・4J」711（ll）14・・O　一　15i3・齢　　　　㍍蒜『駕晋ll、；レッジョの繊脚’ヴィション」

「花と占代ローマ」
Ii

j，柳IE規（’｜1館61’｛長）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8月18日（D　参加者：132名

対象・参加者：・般61名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「パルマθ）美術品を巡る過酷な運命」

参加費：無料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高梨光il－1（当館i三任研究tわ

■障がい者のためのプログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ムンク展］

「特別鑑賞会」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10JJ61　1（ヒ）　参JJll　K－：79名

常設展の作品について、30分程度の概要説明を講堂で行なった後、　　　「〈いまや労働の時代だ〉・ムンク晩年のモニュメンタル・プロジェクト」

参加者に自由に鑑賞してもらうプログラム　　　　　　　　　　　　　　ゲルド’ヴォル（オスロ市、1ノ：ムンク）こ術館シニア’キュレーター）

ll時：4月14日（h）14：00－16：00　　　　　　　　　　　　　　　　　　11　JJIOII（ll）参加者：98名

参加者：100名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「絵の中の劇、劇の中の絵　　ムンクとイプセン」

共同実施：三菱商事株式会社’環境室　　　　　　　　　　　　　　　　　毛利三彌（成城大学教授）

．クリスマス．プログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12JJ81　1（D　参hll　K・：102名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「装飾プロジェクトとしてθ）〈生命のフリーズ〉」

「クリスマス’キャ゜ル」　　　　　　　　　　川lll：之（t臓峡微学ll醐授）
クリスマスに教会で歌われる賛）ξ歌などを特集したアカペラのコン

サート，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ウルビーノのヴィーナス展］

ll時：12月1811（火）－21H（金）14：00－14：40・16：00－16：40　　　　　　　2008年3Jj411（D　参加者：124名

　　．12JS22］｜（D・23日（IDII・40－12・20・15・40－16・20　　　　「フィレンツ⇒術6f｛糊ll・　舗　りの歴史」

慧織鷲訂撚ill謬）　　　　クリステ・一ナ・アチデ・一二（フ・レンツエ）洲｛牛捌監剛蜘

演奏：山ド徳r－・渡邉1秣f（ソプラノ）・渡辺イ∫夏（アルト）・ll∫川浩’ド・　　　2008年3月15日（D　参加者：144γ，

　　　小徽弘・川｜研（テノール）・関1　III’1：仁・斎藤汕バス）　　「占代揃・（、おける横たわる裸刷

蓼蕊蕊般1・832　’／i　　　　　郷；（触北大学准醐

「絵でたのしむクリスマス」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［祈りの中ll　lr　E2］

聖母rの絵を見て、当館の聖母r一を使ったパズルで遊んだ後、　　　7J」16日（月・祝）　参加者：145名

ls



「ロマネスク彫刻の世界」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日時・場所：10月20U（Ii）、12月ll［（ll）13：00－16：（）0　講堂

越宏一（東京藝術大学教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象・参加者：一般10月20日＝153名、12川ll＝165名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加費1無料

■シンポジウム

［ウルビーノのヴィーナス展］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■コンサート

2008年3月29日（土）10：00－18：00参加者：141名　　　　　　　　　　「音楽の都パルマーメルロとヴェルディ」

テーマ「ルネサンスのエロティック美術　図像と機能一一」　　　　　　　パルマ出身のトスカニー二と・パルマで活躍し・その肖像であるとい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　われる作品が本展覧会に出品されているクラウディオ・メルロに焦点
聴ヌードをめぐる戦い一ミケランジエ゜・レオナルド・ティツィアー　を当てた・パ・レマ展を楽しむためのコンサート・1

ジョナサン・K・ネルソン（シラキューズ大学フィレンツェ校）　　　　　　　　日時：2007年6月30（水）18：00－20：00（17：30開場）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所：企llll隈示ロビー（B2F）

「16世紀ヴェネツィア絵画における女性の身体と男性の眼差し　テ　　　　企画・トーク：瀧井敬子（東京藝術大学演奏芸祈『センター助r・）

イツィアーノ、ティントレット、ヴェロネーゼ　」　　　　　　　　　　　　制作アシスタント：酒井千亜希（東京藝術大学）

アウグスト・ジェンティーリ（ヴェネツィアカ・フォスカリ大学）［原稿代　　　　照明：ハーバーライトカンパニー

読による］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　演奏：脇田英里子（オルガン）、高橋明日香（リコーダー）、吉武優（ピ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アノ）、辻博之（指揮）、小村朋代、梶田真未、谷垣丁・沙（ソプ
「触覚礼賛一コレッジョとマリオ・エクイーコラー」　　　　　　　　　　　　　ラノ）、小野綾香、平井美紀、明石千穂（アルト）、1［1際隼人、鈴

高梨光正（当館主任研究員）［原稿代読による］　　　　　　　　　　　　　　木秀和（テノール）、菅谷公博、杉浦隆大（バス）

㌶≧綱㌫，㌶夏活ど／・1感一」　　蓼㌘㌫般1°°名

「ルネサンス美術の性的イミジャリー　象徴性から卑狼性へ一」　　　　・障がい者のための特別鑑賞会

ベット’タルヴァッキア（コネチカット大学）　　　　　　　　　　　　　　「コンサートとともに楽しむムンク展特別鑑賞会」

「アゴスティーノ・カラッチの好色版画」　　　　　　　　　　　　　　　　山瀬理桜氏らによるノルウェーの楽器、ハルダンゲルヴァイオリンの

マルッィア・ファイエッティ（ウフィツィ美術館版画素描室長）　　　　　　　演奏などのチャリティーコンサートに引き続き、展覧会概要の解説と

「アドニスを引きとめようとするヴィ＿ナス＿ティツィア＿ノ作《ヴィ＿　　　　ムンク展の特別鑑賞会を行なった・

ナスとアドニス》の文学的典拠と祝婚画としての機能一」　　　　　　　口時：2007年11月17U（－Dl8：00－20：00（17：30阻易）

細野喜代（慶慮義塾大学大学院）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コンサート18：00－18：30展覧会概要18：30－18：45

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鑑賞会18：45－20：00
「ヴェネッィア絵ll町におけるヤコポ・カラーリオのエロティック版画の反　　　演奏：山瀬理桜（ヴァイオリン、ハルダンゲルヴァイオリン）、城綾乃

響」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ピアノ）、山瀬クリスティーナ静佳（ハルダンゲルヴァイオリン、

越川倫明（東京藝術大学准教授）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歌）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所（コンサート・展覧会概要）：講堂（B2F）

・ギャラリ＋ク・スライドトーク　　　　　㌘ll㌶株式会社
1時間・場所：18：00－18：40　展示室あるいは講堂　　　　　　　　　　　　参加者：163名（うち、鑑賞会のみ参加者40名）

対象・参加費：一般・無料ただし展覧会観覧券が必要

［イタリア・ルネサンスの版画展］

4J」6H（金）、13n（金）、27日（金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）ファミリープログラム

スライドトーク：小林明子（慶癒義塾大学大学院）　　　　　　　　　　　ファミリープログラムは、常設展が無料観覧となる各月の第ン第四

参JJII　K－：計95名　　　　　　　　　　t、、Uk｛日にi－rなわれる。常設展示室で利用する家族向けの鑑賞川教

［パルマ展］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　材「びじゅつ一る」の無料貸与と、コレクションの鑑賞と創作などの体

6Jj15日（金）、22日（金）、7月6口（金）、20日（金）、8月3日（金）、17日（金）　　　験がセットになった「どようびじゅつ」があり、いずれも教育O¢及室と

スライドトーク：深日］麻里亜（東京藝術大学大学院）　　　　　　　　　　ボランティア・スタッフによって運営、実施されている

参加者：計584名

［ムンク展］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コびじゅつ一る

10月1211（金）、ll月g日（金）、3011（金）、12月14LI（金）　　　　　　　　　　美術のことをよく知らない、また美術館が初めてという家族を対象に

スライドトーク：土lll亮子（パリ第4大学大学院）　　　　　　　　　　　作られたツールで、常設展にある絵や彫刻を、いろいろな方法で楽

参加者：計32°名　　　　　　　　　　しむための道具やゲームなどが盛り込まれている・♪・1・は5剛〔，）

［ウルビーノのヴィーナス展］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツールを貸し出した，

2008年3月14日（金）、21日（金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　対象：6－10歳の子どもとll　ij伴の大人

スライドトーク：小林明子（慶慮義塾大学大学院）　　　　　　　　　　　貸出日：2007年4月1411（Il）、2811（Il）、5川211（Il）、1311（lD、26日

参加者：計252名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（土）、8月101」（金）、15日（水）、23日（木）、3011（木）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時間：10：00－17：00（随時）

■映lllli」二映　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利用者：計633名

「ムンク愛のレクイエム」

ムンクの睨をもとに、作品に影響を与えた家族、頬との関係など　’どようびじゅつ

をドキュメンタリ＿．タ。チで描いた作tEl・．　　　　　　常設展示室の作品蹴tとそれに1蠣する鮒やイ繊がセ・トにな

1（）



・ 、た川込制フロクラム　ノ訂r度は、2仲

類のフログラムを実施した

［）こ術館でアニマル・ウォッチング1

絵に描かれたさまざまな動物に着llし

たフログラム　全員で絵を見た後、f

づくりのカートをf吏って、’家族で作111ilを

鑑賞した最後に、発泡スチロールを

組み合わせて、自lllに動物を創作した

（内容は8川とも同じ）

対’象：6－10｝：茂（ノ）」’・どもと1司f’卜（ノ）人こ人

llll猴：2007イ「7Jj1411（1：）、2811（li）、8

　　　」jllll（　上）、2511（　1つ

　　ノ「1｜f∫＝10：30－12：：30、’「ftg）ξ二

　　14：00－16：00
参1川K’：，1’1’1・15名

「アートでカルタ」

グループに分かれて当館作品のカル

タで遊び、カルタになった作品を展示

室に見に行った　その後参加者は展

日人』容は・4　1iilとも1司じ）c，

対象：6－10歳のrどもと同伴の大人　　　　　　　　　　　　　　　　講師：高梨光正Cli館i三任研プe貝）

日時：2007年3月811（D、22｜1（D　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：135名

　　’「lll∫＝10：00－ll：30、ノ干f麦＝14：00－15：30

参加者二計80名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［ムンク展］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1二lll寺：10月1911（〈iミ）18：00－18：40

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講師：川iliIE之（武蔵野丈術大学准教授）

4）学校関連プ。グラム　　　　　　　　　参JJII　K－：145名

・スクール・ギャラリートーク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・夏期教貝研修

・ll館の常設展，」1作品1こついて、ボランティア・スタッフが中心となって　　　　武蔵wr’　tli／1・lll学校）Z・術研究会杉並区lll学校Xl術liJf究会合同研

実施しているj”約制のプログラム　　　　　　　　　　　　　　　　　修会

2007f卜度：2，313名（80件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2点の作tll’1を1’1らの日でじっくり鑑賞した後に・参加者それぞれが

未就学児竜＝22名（1件）、家族＝4名（1件）、小学生＝1．0（｝7名（25　　　　Jiどもと’緒に見たい作llllを選び発表した　最後に、鑑賞の意味に

件）、中学生＝737名（28件）、高校生以ヒ＝483名（25f’1二）　　　　　　　　ついてディスカッションを行なった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1川与：7Jj30日（J」）　10：00－16：00

・オリエンテーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　参加者：17名

大人数の団体を対象に、常設展あるいは特別展についての解説を
蹴で砿っている（綱、、」）実施は教酬及室　　　　1・1野柳轍焔研究会研修会
2。。7櫻・L2W，（14件）　　　　　　　2㌘’作・lllを1’1ら㌘1｜で；つくり鑑賞し㌘後に・グll－Zに分かれ三
小学生＝254名（3件）、lll学生＝853名（7件）、高校生以ヒ＝1　i32　i／，　　　鑑賞の授業案を作成して発表した最後に・鑑賞の意味について

（4件）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ディスカッションを行なった

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「｜時：7JJ3111（火）IO：00－17：00

峨場1洲1　　　　　　　　　　　　　参bll　K－：15γ・
修学旅行あるいは総合学習の・環としてグループで来館する生徒

を対象に、教醐轍ナ応している　　　　嬬瓢ll作｛1耀頼1端代美術餅川醐治術館
ill；；ll≡慧1、；ll；1高校，蹴．11名、1件、　　　2点の作品をrlらのllでじっく1）鑑賞した後（・・文教区端・小学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校の4・5・6年生に行なったギャラリートークを見学して自らの体験と

．先生のための蹴プ。グラム　　　　　　　上ヒ較したその後・！　Ll　tr），：したトークの！惑想・鑑賞の意味やあり方に

馴展ごとに小．中学i交、繊の教員を対象に、塵撒の趣旨やお　ついてディスカッションを行なったf’

もな作品につ⊇覧会州者が灘で行なう蹴　　　》1慧靱゜」）9：3°－17：°°

［パルマ展］

ll‖与：6月8日（4≧）18：00－18：40



5）ボランティア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5，2008年2月7口（木）どようびじゅつ「アートでカルタ．II・ライアル

当館では、2004年にボランティア制度を立ちヒげ、その年の後半か　　　　〃6・2008年3月6日（木）更新、新規募集について

ら活動を開始した。17名℃07年現在）のボランティア・スタッフは、ファ　　　⑦2008年3月27日（木）コレクション概説　村L博ll曳

ミリープログラムとスクール・ギャラリートークを中心に活動を行なっ　　　　　　　　　　　　例会

ている。また、活動に必要な知識や技術を身につけるため、年間を　　　＊ギャラリートークの評価　1回　7Jj3日（火）

通じて随時研修にも参加している。

■2006年度の活動内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）インターンシツプ

ロファミリープログラム（ファミリープログラム欄参照）　　　　　　　　　　当館では・西洋美術に関心をもつ人材の育成と・当館の活動をより

・ びじゅつ一る：当館にて作成されたファミリー向け鑑賞用教材　　　広く理解してもらうことを目的として・大学院生以Iiを対象としたイン

　　　　　　　　「びじゅつ一る」貸出受付　　　　　　　　　　　　　　ターンシップを実施している・）当館職貝の指導のもと・研修生は所

・
どようびじゅつ：体験型プログラム「どようびじゅつ」におけるトーク　　　　蔵作品の調査・展覧会や教育プログラムの企画補助など・それぞれ

　　　　　　　　および創作などの補助と有志による企画　　　　　　　が希望する専門分野に分かれてさまざまな業務に実際に携わる

．2スクール・ギャラリートーク（学校関連プログラム欄参照）　　　　　　　［教育普及室］

　学校の児童生徒向け対話型トークの実施　　　　　　　　　　　　　インターン：金谷里子・小見ふづき・ヂョン・ヒョンギョン・花房太・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期間：2007年4月1U－9川3011

（3その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導：寺島洋子、酒井敦子、横lll佐紀

・

5J“21｜（土）、13日（lI）に行なわれた「FUN　DAY」での・般に向け　　　　内容：（i’）来館者調査

たギャラリート＿久および硫プ。グラムの辛醐　　　　　　稿齢者プ゜グラムの提案

・ 121j22U（－D、23日（日）に行なわれた家族向けプログラム「絵で楽　　　　［絵画・彫刻・版画素描室］

　しむクリスマス」のプログラム企1由卜準備・実施　　　　　　　　　　　インターン：小林明子

・

Fun　with　Collection　2007「セイビ探偵団」のプログラム補助　　　　　　　期間：2007年4月1日一9月3011

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導：渡辺晋輔

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内容：展覧会の準備、カタログ編集業務などの補佐（イタリア・ルネサ
■2007年度の研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンス展補佐）

1　6JJ7H（木）　どようびじゅつ「美術館でアニマル・ウォッチング」ト　　　インターン：上山亮子

　　　　　　　ライアル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期間：2007年8月23LI－2008年1月18n

・6JJ2111（木）rF・・Wi・hC・11…i・・」でのトークについて　　罐提£難繍、カタ。職業務などのくン酬佐）

39JJ2711（木）　これまでの活動の振り返り

　　　　　　　会食　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［情報資料室］

・412JJ13日（木）東京ll粒博物館　みどりのライオン　見学　　　　　　　インターン：窪内美緒

　　　　　　　例会　今後の活動について　　　　　　　　　　　　　期間：2007年5月1日一　10JJ31日
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指導：川1雅∫・
1人rブX：｛り1プ巳7［1斗・ヒンクー（こ．お（ナる7［1三：Vl　．〈集・〕ほ」二ll㌧｝’5よ〔♪9不1」jll者’→戊’－　　　　　　　1）Pr《｝9t’allls　R（・late（l　t《）thc　Perlnallent　Co11ection

　　　　　ビスの補佐

●FしmwithCollection
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The卜’UIIwilll（’olk，ctio：iPl’《）91’am川iSyいarwas　c　ntitled　7ソ7e．ノ（元v（ゾ5（tein9

　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈∫〃（／人’〃c〃1’i〃9．’ン、〃／〃stollx’、〃’（・，・、〃Aイ（〃ヲ～etθ〃（／Coi～∫（～rv　（1〃θ／～（See

7）｛也糸IL織と（ノ）戊也据C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E㊦1［il）ili（、11　rVl’）Ol’I　IOrdd“ils）．

・馴1“・飛舳㌻端綱1ぷ桜高㌻轍酬蝶一・鋤　1謬lll：ll烈、1、蕊ll：∵．1∵1漂1！lll；1蕊蒜灘1、W、，h

日時：6JJ1511（／．NJ”．）、7月llSl　l（金）、10Jj12日｛金）とFlll】with　Colk・ctioll　　　　am（・mbいr　ofollr、（，lt川t（・（・1・stall．（Th（・lom・lastξ・（labout401nil〕．）

　　　　　のフ．ログラム　合｜ihOILI三間↓ソ、1“．　　　　　　　　　　　　　　　　　　We（・k（lays　ill」uly　alld　August、9：30－｜7：ll（1、　Perm～m（llt　Co］lecti（．）n　Ga］lery

l人rブご：FUI）、vithCo日cctiol1参hll　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tar9い1：GrOllPo｜n（八］cいvisilors（1）い！、vいい1）5－301）articiPants）

参I」ll者・：9名　　　　　　　　　　　　　　　　F・e・・Sdmissi・川1・・1・汕・℃・ll・・ti・｜・・xhibi｛i・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ParticiPIUIts：24（i｝　gr・111）s｝

■ヒ野高校「奉仕．］課外授業への協ノJ　　　　　　　　　　　　　　l｛History’s　R（）le　in　the　Arts・”

日時：7月llll（水）、12）SIO日（川、14H（金）、2111（金）、22日（1つ、2：3　』S・・i・9・B・i・g　S・’…C・川mg　l・S・い・Wh・・Al’t　Hist°「ians　C°llf「°1）t　all

　　　　　川D制・2州1｝l　　　　　　　　　A「t°b！ecゼ．　　　　　　、
蓼；欝たのしむクリスマス」の辛甫バ　　　鷲鶯lli｛，iill巡1；’1㍑：・1・1　；；蕊淵鮨・《瀧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、Jし11、P　f）　 （ ～1（）11＿）　　1：3：：〕（）　－　 1（i：（）（）＿　 1）（、1’111i11｜（、1｜t　 （，〔）11（、（－ti（　｝11　 （｝1111（y，’iv．

・東京大学大学院人文ト1：会系研究科文化資源学研究1↓［攻の教　　　Lectu　rer：MitSllmaSa　Takall～lshi（CUral・1’、　N三lti（川al　MuseUln・I　W〔stem

育・研究における連携・協力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Art）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Adrnissioil　fec　to　the　c《）llいuti（）nいxhibiliol1

期間：2007年4J」川一2（．）08年3月3111　　　　　　　　Pa，ti、・iP。。t，、21
内容：文化資源学研う「ヒ｝、ti一攻のいっそうの充実と、当該研究科の学

　　　　　生の資質向ヒを図り、相lllの教育・研究の交流を促進した　　　　　“Multii’acct（・（l　Mond：The　A｝性list（・1’icaLへ1）Proaclゴ’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　lccture　ab（）ut　the　（livelse　、，ie、～’P《）illts　al〕（l　il）terl）rいlati（）11s　llsed　ill　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　studv　of　Monet’s　works．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jlllv　21（Sat，）14：00－15：3｛〕、　Lcchlrc　l］all

8）川版物　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lechlrer：Akik・1　Mal川chi（Pr・）fess・r・JaP《m“’bmell’s　Ulliv（＞rsity）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Admission　fue　t（）the　collectio］｜exhibilioll

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ParticiPallts：8il

・展覧会カタログ（＊展覧会の欄参照）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘’Th（NMWA　Kids　Detecnvf・Colnpany　on　thc　Trail、　Part　2：Chalkenging

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Ptizzle　of　Ro（liiゴ「

・展覧会作品リスト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Muscnum（．）riellteerillg　progrilms　where　pal’ticipallts　unj（）ycd　s。1xiing

展｜覧会の概要と出‖1ll作lt”11リストを含む無料配布の作llll∫1リスト．．　　　　　　　1）uzzlcs「c’］ated　to｛he　MUSCrLtMat｜d　its　R°dinw（）「ks’

［パルマ展］B5四）　　　　　　　　㍑、il，ぽ・1、謬；；1隠1副，。，＿1，、　Le。、u，（，　1　la］1

［∠、ンクロ～］　A4（2L’｛）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Facilitator：YaSUnOri　Gou（VVorksho：）1’1aim（．）r）

［．ウルビーノのヴィーナス展］　A4（2頁）　　　　　　　　　　　　　　Target：7－12year－olds
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fr（eof　charge

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Parti℃iPEIIlts：25

■ジュニア・パスポート

蹴会の人嚇を］Eねた・1・・ll・判を対象とした厘ξ覧会ガイド　　溜ぽM（…b°ut　M°net：Getnngl°Kn°wtl）c』1’er…nd　Seeillghis

｜パルマ展］　B4変形（：つ折り）　　　　　　　　　　　　　　　　　Viewing　of　paintings，　lec・ture，9～m｜（・s、　sllrveyst　this　l）rogl・al1いlsed　a

「ムンク展］　⊥ξノ∫形14×55．t）cm（三つ折り）　　　　　　　　　　　　　　　　　　variety　of　｛・1）proaches　to　k・arn　about　Monet　al］d　his　works．

「ウルビーノのヴィーナス展］　11・1　IJ’1一字形29．4×29．・ICm（IJLIつTJ〒　　　Allgust　l4（Tue・）11：00－16：00

り）　　　　　　　　　　　　　　　　Perrnancint　Collecti・n　GalletTy’・　Meciting　R°°m・T°ky°N”ti°t｜al　Muscum
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Target：16－18ye三｜r－olds

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Free　of　char9ヒ

．ゼフユロス　　　　　　　　　　　　　　　　Parti・il…II・t・・ll
’L］館の展覧会や教育プログラムなどの活動を広報する季1：1」（年4川）　　　，，Conservation・s　Role　in　the　Arts　，，

のニュースレタr　　　　　　　　　　　　“Sc．lpt、lre　C。n、e，v。ti。，1・・
2007年1隻：No．31－No．34　A3（　：つ」斤り）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lectu“and　c（’ms（コ　rvatio］I　stlldio　visit　to　leam　about　conserv・ation　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sculptUre．

・そ・・他　　　　　　　　　　㍑1；lt　l2（Sしm．）13：3°－15：3°・　Lectu「e　Hall，　Sctilptu「e　C…’1”atm9

ヒ野さくらまつり関連パンフレット　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LectUr（r：Toru　FtLjiwarEi（Prof（・SSOI’，　Tohokll　Ulliv（，IJsity　ol　Art　a：’id

「械の・桜花で巡るコレクシ・ン」A4縦粉（4・；r・　　　呈ll劉。er　13ye。．。1、IS

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Frec　ofcharge

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（、間消・横ll｜佐紀・酒順∫・）　Pa「ticiPants：24

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Pailltillg　Conset’vatioiゴ’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lecture　and　conservation　studi（）visit　to　learn　a｜．）out　collservatioll　of

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pamtmgs．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　August　l9（SUII．）　1：3：30－15：30．　L（ctut’e　Hall，　Painti［）g　Conseryarion

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Studio

1り



Lecturer：Kimio　Kawaguchi（Conservator，　National　Museum　of　Western　　　　April　l4（Sat．）14：00－16：00

Art）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants：100

Target：Over　13　year－olds　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　With　Support　by：Mitsubishi　Corporati｛）ns，　lllc，

Free　of　charge

Pa「ticipants：25 　　　　　　　　　　　・Ch，i、tm。、　P，。9，am
《｛The　Market’s　Role　in　the　Arts｝）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Christmas　Carols”

“Th・Hi・t・ry・fA・t　Aucti・n・，　th・i・S・ci・1　F・llcti・n　and　St・uct。・e・・　　　F・・m　ca・・1・sung　in　chしirche・i・th・Chri・tm・・・・・…t・P・pul・rs・・9・，

L・。・。，e。。　th。　b。gin。il、9。f。，t、u。ti。ns　a。d・th。i，。rg。ni、a・i。。．　　　this　acapella　c°nce「t　fea‘u「ed　a「ange°f　f・・ti・e　Ch・i・tll一川9・・

竃欝＝・dent，　Christie’s　Japan　Ltd．）禁膿鰍㌧、

℃・ll・・ti・g　P。i・ti。g，・ 　　　　　　　　　　　　　　　（alt・）・K・h・i　1・hik・w・，　T・k・hi・・Om・t・・Ke・T…k・（te・1・），

蒜惣。罐蕊二蕊・t・m・・b…h・・mt・・e…nc・・・・…g　F・ee…認hit°Sekiguchi’JunSait°（b’）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants：1，832

july　22（Sun．）14：00－15：30，　Lecture　Hall

L・・t・・e・・T…F・k・t・・mi（P・e・ide・t，　C・b・・et　H・11yw・・d）　　　　　“E・j・yi・g　Ch・i・tm・・th・・ugh　P・i・ti・g・・

蹴悪・　　　　　　＝激1芸蹴、麟，＝：㌶　盟・P・・・…9・・
℃ollection　and　Art　Museum・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　December　22（Sat・）and　23（Sun・）10：00－ll：：30／14：00－15：30

三）1：二1㌫：’ε。蕊蕊蕊；1㌫　＝蕊ei曇膿rmanentC°11ecti°n　Gallery

July　29（Sun．）14：00－15：30，　Lecture　Hall

Lecturer：Mina　Oya（Curator，　National　Museum　ol　Western　Art）

臨1蒜濡，4　　　　　　　　2）P・・9・am・R・1…d・・Spec・・1　E・hibiti・n・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■Lectures

“ Gallety　Strolr’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　All　l4：00－15：：30、　Lecture　Hal1，　free　of　charge

The　groupvisited　the　Tomio　Koyama　Gallery　where　a　lecture　was　given　　　　Alecture　related　to　the　exhibition“ltalian　Renaissance　Prints：from

oll　the　works　on　displayそmd　the　gallery　operations．　　　　　　　　　　　　　　　the　Swiss　Federal　Institute　of　Technology　Zurich”

Augusレ4（S・t・！ユ3：（）0’16・00，．T・mi・K・yrm・G・n・ry　　　　　　・lt・lia・Renaissanc・P・i・t，　a，　Seen　by。P，i。tm。k，，・

鰍1轡〕a（Direct°r’　T°ml°K°yama　Gallery）　瓢S㌔1聯；，F，1…tln・k・r・・P…ess・・Em・…u・，

¶、。A，t．Mark。t、　lt，　Stmct、，e　and　T，end、・　　　　　　　　　P・「ti・ipa・t・・76

Lecture　about　the　structure　and　current　state　of　Japan’s　art　market・　　　　　　A　series　of　lectures　related　to　the　exhibition・Parma・・

鰍織器二；㎞一）　鶯　i鼎欝：≧瓢一y）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“The　Crisis　of　the　Renaissance　and　the　Art　of　Parmigianii’io”

■FUN　DAY　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lecturer：Midori　Wakakuwa（Professor　Emeritus，　Chiba　University）

Atwo－day　progralll　consisting　of　a　variety　ol　events　and　free　access　to　　　　　July　l4（Sat・）Participants：151

the　Permanent　Collection　Galleries　held　to　encourage　those　who
・・1・m・11y・d・n・t・i・it　the　m・・e・m　t・verlt。・e　insid。　f。rth。　fi・st　time．　　　“Lanf・anc・i・R・m・・The　L・gacy・f　C・rreggi・）a・d　the　LVi・i…）f

欝憲露馴・andl3（Su∋9：3°“17：3　manentC°11ecti°n総1㌔㍑・e・，・C・・b・U・・Ve・S・・y）

　　　　　　　　b・Gallery　talk　　　　　　　　　　　　・Th。　C，uel　F。t。。f　P、，m。・sArt．W。，k，・・

　　　　　　　　ll≧舗gS－・See・・g，　Hearing，　Drawing，㌻艦㌘1ご㎞1㎞㎝d眠㎞

　　　．　1・F・rec・urt　C・nce「t・　　　　　　　　　　A、e，ies。f　lect。，e、，e1。t。d　t。　th。．exhibiti。n・・Ed。。，d　Mun，h，　the
Pa「tlciPallts：May　l2：4，153・May　l3：4・217　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Decorative　Projects”

■Ueno　Cherry　Blossom　Festival　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“’Today　is　the　Age　of　Labor’：The　monumental　projects（）f　Munch’s　late
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～，
Apri］7（Sat，）14：00－15：30，　Lecture　Hall　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　yea「s

l：1＝1＝瓢；、，ec，。r，　N。，、。nalMuseum。，，heW。，，。，n＝：＝＝驚t°「’　Munch　Museum’°sl〔））

、　A「t）　　　　　　　　　　　　　　・Th・D・am・i・P・i・ti・g・，　P・i・ti・g・Amid，t　D，。m。、　Mlm。h　an（l　lbse。・
Free　of　charge　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lecturer：Mitsuya　Mouri（Professor，　Seijo　University）

Pa「tidpants：61　　　　　　　　　　　　　N・・emb・・10（S、L）P。rti，il，ant，，98

．Program　for　the　Disabled　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“7We苗eze　o∫ムife　as　Decorative　Projects”

“ Spec・・IV・・w・・gSess・・n” 　　　　　　　Lectu「e「：ぽ鵠Tanaka（Ass°ciate　P「°fess°「・M“sashin°A「t

Afte「a30一叫nut・i・！・・duct剛・・ture　i・th・L・gt・・e　H・ll・p・・t　th・　　Decemb・・8（S、t．）P。，ti。ipant、、102

works　on　d［splay　ln　the　Permanent　C（，llectlons　Galleries，　the

participants　freely、ノiewed　the　works　in　those　galleries．
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TW《，　lectures　relatcd　t《）a｜いcxhibition
“ V（｝11US　of　tjrbin（）”’

” Fk）rcncい　～hlsいUIns　Association：A　～1UsいUlll　llt

｛hや　CrOSSI・ondS　of　Traditi《｝11a［1（ithいFlltUrc・い

1，（、（－ttlrc、r．：　（．t1｜㎡istil｜～1　 八（．i（lil｜i　 （Stll）c、ril〕t（‘11《lt‘｜11、

　　　　　　　　FIOrい11c｛Lト㌧．ltlsいu｜】｜s〆＼ssociatiOl1）

N．1arch・1（’「lle，）　Par！ic’il）；1｜1ts：124

Rいclilling　Nu（les　il1Alicicnt　A｜’ゼ’

Lect川’い「：Ky・）ko　Hag，a（Associ三lt（・P｝』・1いss・r、

　　　　　　　　T｛，hユ）ktl　Univc．・rsity）

March　15（Sat．）　Pa▲’tic’il）al）ts：144

Alecture　related　t（）the　exhibiti《）n‘‘Medieval

Dev（Dtion：Pllotographs《）f　Romailes（ltt（・’Arゼ’

ThcV㌧ノorl（l　of　R《）lnan（．・squ（・SCulphlre”

Lcchlrer：　　Koi（・hi　　Koshi　　（｝）roh・sso［’．

　　　　　　　　Tokyo　Ullivel’sity《）f　the　Arts）

」t］］yIG（Sal，）　ParticiPants：145

■lnternational　Syml）osium

‘L Related　to　the　exhibition“Venus　of　Urbino“

LL Er（川c　Art川the　Renaissallce：lcOllogr～｜Phy

alld　FUnctiOn”

March　29（Sat）1（）：00≡18：00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sl）eakc・r：Ryoko　Tsllchiy三｜ma（Graduate　Sch《）ol　of　University　of　Paris　IV．）

P・rti・iP・・t・・1ン11　　　　　　　　　　　　　　　T・t・I　P・rti・il・allt・・320

The　Battle（．）f　the　Female　Nudes：Michelangelo・Le（川ardo・and　Titiaバ　　　　　　　Related　to　the　exhit）ition　’・Venus　ofしJrbino・・

」・・1・tha・K・N・1…（Sy・acuse　U・i・c「sity　in　Fl°「ence）　　　　　　】8，00．18、40」，e、・tur。1’1。ll．。dl。i、，i。。　fre。

：i：i瀦ぽ：1：1111㌫㌫・・Ve・e…llP・・・…9・and　the　M・1・Gaze・㌫・1㌫・織1㍍…d－・…h・・1・fK…U・・ve・sl・y）

A。9、；，。G。。，ili（C。・F。，ca，i　U。ive，si・y，　V。11i。e）［paper　r。。d　l，y。・h。，　T°tal　Pa「t］ull）al）ts：252

speaker］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■Film

“Tactilc　Adorati（）1コ：Correggioand　Mario　Equicola「’　　　　　　　　　　　　　　　Related　to　the　exhibition“Edvard　Munch”

Mitslll－TakE・i　i’）ashi（Cu「at°「・　Nati°nal　Museum°f　Westem　A「t）　D（＿。n，。rV．s，．1。　fih。1、a。ed。。　M．n。h・、　di。，i。、、，。fl。di。9。。・he

［Pape「「（ad　by°the「speake「］　　　　　　　　　f。mily　meml；。，s＾・h。・il、fl、enc。d　hi、　w。rk、，・Mun。h・s，。1。・i。n。hip。　wi・h

・

T，al］sf。rlll。ti、、n。f、V。1）us、　Nud。。，　R。s。、、　R。bi，th　a，、d　th。　Fi．。　S。、，e，t・　　w°men　and°the「tl）emes　．

Hid・hi・・lk・9・lni（Keisen　Unive「sity．）　　　　　　　　　・Ed。ard　M。。c｝1・

溜㍑愁ilu蕊罵1慧1忠・㍑s即剛bt㎞゜bs（；ene” 　轍曇｝1蕊環1㍑丁慧ll㌣

“TheErotic　Prints　of　Agostino　Carracci”

Marzia　Faietti（Departlnent（．）l　Pi’mts　and　Drawillgs、　Ulfizi）　　　　　　　　　　　　　■Concert

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　．　　　　　　　　　　　　　　＿．．　、　　　　　　　　　　Related　to　the　exhibition“Parma”
“ Vel’lus’s　Efforts　to　Attract　Adoms：1”he　LitelのalV　Models　f（．）r　l　ltlal｜sVcllus

al｝d　Ad・11i・arld　it・Fulldi・・as・C・lrb「ati？1’°！Ma「「iage　Paintin．g”　　　・P。，m。，　the　C、pit。1。f　Mし1、i。、　M。，1。。nd　Ve，di・

Klyo　Hosono（．Gra（1uate　School　of　Kelo　U川verslty）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　This　concert　focused　on　T（．）scanilli（borll　in　Parll｜a）alld　Claudi（）Merlo

・
lrlflu。。ce。f　Gi。v。llni　J。c。P。　C、1rigli。・s　E，。ti。　P・i・t・・II　Ve・di・・　　（・・tive　i”　Parin・）・AP・・ssibl・P・「t「・it・f　Merl・was　inclu（1・d　m　the

P、i。ti，s」・ 　　　　　　　　　　　　　　exhibiti°1’・
Mk：hiaki　K（．｝s　hikawa（Associate　Profess（．）1’，　T（．）kyo　Universit｝y　of　the　Arts）　　　　　Jur）e　130（Wed．）18：00－20：0（．），　Lobby　of　the　Sl）ecial　Exhibiti（）11　Galhy

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Organizer　alld　Le．　ctti　rc　r：Keiko　Takii（Toky（）Univc　l’sity　of　the　Arts）

．Slid，　T。lk，　　　　　　　　　　　　　Ass．is！aTハt：Chlaki　Sakai（T？ky°Unive「sity・）f　th・A「ts））
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Llghtmg　Design：H～｝rbor　Light　Co．

Related　to　the　exhibition“ltalian　Renaissance　Prints：from　the　Swiss　　　　Musicialls：Eriko　Wakita（⊂）rgall）、　Asuka　Takahasl｜i（Recorder），　Masaru

Federal　lnstitute（）f　Techllo［ogy　Zurich”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yoshitak（（Piano），　Hiroyukピ1’stiji（Conductor），Tomoyo

l8：（．）O－18：40，　Lectu　re卜lall，　admissioll　free　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K（．）mura，　Mami　Kajita，　Chisa　Talligalくi（Soprall（．）），Ayaka　OIIo，

April6（FrL）、13（Fri．），27（Fri．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Miki　l－lirai，　Chiho　Akaslli（Alto），　Hayato　Yamagiwa、

Speaker：Akiko　Kobayashi（Gradし1ate　School　of　Keio　Ulliversity）　　　　　　　　　　　　　　　　　Hi（lekazu　Suzuki（Tenor）、　Kimihiro　Sugaya、　Takahiro

Total　Particil）a川s：95　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Sugiしn’a（Bass）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ti〔：kets：1500　yell

Related　to　the　exhibition“Parma” 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　participants：100

18：00－18：40，Lecture　Hall，　admissiol｜free

」md5（F・i’），Z2（F「i・）・」uly　6（F「［）・2°（F「i・）・Allgust　3（F「i・）コ7（F「i・），　　・P・・9・am　f・・th・Di・abl・d

Speake「㍑：・：；lkada（G「aduate　Sch°°1°f　T°ky°UIllve「slty蹴ll§1』・…ce・・P…ed　w・th　a　Spec・・1　V・・w・・g…he　M・ncl・

Total　partlcipaI．］ts：584
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Contii．｜uil．lg（．）1．｜from　the（：harity　concerts　held　by　Ri（．）Yamase　and　others

Related　to　the　exhibition・Edvard　Munch・　　　　　　　　　　　　　　　　of　Norwegian　mllsic　perforlned　maillly　ol）the　Hardanger　Fiddle，　this

l8、00．18、・10、　Lectし1re　H。ll，　admi，。i。rl　f，ee　　　　　　　　pr・9．・・ln　mζhld・d　a・i・1・1’f・lucti・11　t・the　M・n・h　exhibiti°11　and　a

O，t。be，12（F，i．）、　N，、vemb。，9（F，i．），3〔｝（F・i．），・Decemb・・14（F・i．）　　　speclaMewm9°f　the　exhibiti°1）・

～1



November　l7（SaL）18：00－20：00，　Lecture　Hall　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　aime（1　at　large－scale　audiences　and　held　in　the　lectur（・halL

Concert：18：00－18：30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　participants：

Musicians：Rio　Yamase（Violin，　Hardanger　Fiddle），　Ayano　Jo（Piano），　　　　Primary　School（aged　7　to　l2）：254（3　groul）s）

　　　　　　　　　Christina　Shizuka　Yamase（Hardar）ger　Fi〔ldle　and　Voice）　　　　　　　　Juni〔〕r　High　School（aged　l3to　l5）：8513（7　groups）

Slide　Talk：18：30－18：45　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0ver　age　l6：132（4　groUI）s）

Viewing：18：45－20：00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T（）tal：1，239（14groups）

Acoustics：Kobayashi　Plalllling

雲㍑㌶霊灌隠；㍑1蒜，，hev、。w、1，、，、。）　　・M・・eumV・・it　f・・E…acurr・・ul・・A・ti・ity

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　These　group　visits　involved　middle　school　and　high　school　stu（ierlts　hl

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　coordination　with　their　Integrated　Courses　at　school，　Thp　E（hlcati（）11

3）F・mily　P・。9・am　　　　　　　　　　　　Staff　mem｝’e「s　guided　th・・e　g…1・・，　and　P・・vid・d　i・1f・rm・ti－9・1・di・9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a　curator’s　job，　art　works，　and　the　art　museum　itself．

・Biju－t。。1　　　　　　　　　　　　’Teache「s’P「°9「am

三1㍑1麟瓢91；ir，fiiil、＝膿二罐欝竃㌔藷㌔響鷲繍1蕊㌫
㍑1：蒜認C、㍑mC°llecti°n　Galle「ies’Five　types°f　kits　・・ww・rk・・nd・・pl・yand・・eee耐・・he・xh・b・・・…1

APril　l4（Sat・），28（Sat’），　May　l2（Sat・），13（Sしm・），26（SaL），　August　10　　　　Related　to　the　exhibition・Parma”

欝鱗∵hurω’：3°C「hnirs．’）　　㍑螺1隠二㍑隠｛・麗ig㌫us・um　of　W・・・…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants：135

■Doyo　Bijutsu（Saturday　art　workshop）
Thi・pr・9・am　c・）nsi・t・・f　art・PI・re。i・ti。n　i・the　Mしiseurn　C・llecti・n　　R・1・t・d　t・the・xhibiti・・“Edvard　Mun・h”

Gallerk、s　and　creative　activities　il）the　workshop　room．　Two　programs　　　　　October　I9（Fri・）18：00－18：40，　Lecture　Hall，　free　of　chargc

were　rull　during　this　fiscal　year．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lecturer：Masayuki　Tanaka（Associate　Professor，　Musashino　Art

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　University）

“Animal　Watching　at　the　Museum”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants：145

This　program　focused　oll　a　variety　of　animals　depicted　in　the　paintings

at　the｜mlsellm・After　looking　at　solne　art　works　ill　a　grouP，　families　　　　■Teachers’　Summer　Seminars

l；li轍繍還：謙欝＝竃議1器懲雀ご1㍑㍑
：i罵鷲㌫；1郷tl　）’2　）　　舗撚三：1、∵∵：il，ご㌧ll：1∵：li∴：：：：1

・Leピ、　Pl。y、Karut、、　with　A，ピ　　　　　　　　　　　JuniP坦igh　Sch°°I　T・ach・…fS・ginami　W・・d
Aft。，1，1。yi。g。κ、、，・。t、、9。me　usillg。。，　p。，mane。t。。ll。di。。，　f。mni。、　pa「tlclpants：17

ご：：，1｝繍illtl：㍑゜；ll｝蕊、1㌻㌶瓢鷺：1罐1：1濫　・・1y・1（Tue川・・9－17・・・…ee…h・・g・　　．

欝巖議籔璽鶯鷲欝三三　響灘灘轍纏璽蹴籔：蕊灘

10，00－ll、30／14、（）〇－15、30　　　　　　　　　　　　P・・tl・lpa・t・・15

Total　Participants：80
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　August　27（Mon．）9：30－17：00，　free　of　charge

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　After　carefu［1y　looking　at　two　art　works，　the　participallts（）bserved　the

4）S・h・・IP・・9・am　　　　　　　欝i㍑t；紫。罐蒜黙、1㍑職，㌶三1；蒜、lllli、㍑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　pupils．　A　discし1ssion　was　then　held　about　the　meaning　of　viewing　and

■School　Gallery　Talk　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　al）preciating　art　works，

ThiS　l）rOgralrn　by　reSerVatiOn（川ly　inVOIVed　grOUp　tOLI　rs　Of　the　MUSeUm　　　　　OrganiZed　With　TOZUken，　the　NatiOnal　MUSeUm（）f　MOd（mArt　and

Collection　Galleries，　led　primarily　by　Volしinteer　Staff　membe　rs．　　　　　　　　　Museum　of　Contempora　ry　Art　Toky（．）．

ParticiPallts：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Participants：55

Under　age　6：22（l　groUp）

Fan｜ily：4（l　groupり

Primary　School（aged　7　to　l2）：1，067（25　groups）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）Volunteer　Activities

Juni・rHigh　S・h°（・1（aged　l3t・15）：737（289「・・p・）　　　　　　AV・lunt…P・・g・am　w・・est・bli・h。d。t　th。　NMWA　il、2004、11d　b。I」［ill，

Ov…g・16・483（25　glF・・ps）　　　　　　　　　　　・P。，。ti。g　i。　th。1。tt，，　h。lf。f　2〔）04　As。f・2006，　th，re　w。r。18v。lul、teer

T°t“1：2313（809「（’”ps）　　　　　　　　　　　　・t・ff　memb・・s，・nd　th・i・acti・iti・・have　ce・t・・ed・・Family　Pr。9，。m

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　School　Gallery　Talk　events．　These　volunteers　also　I）llrticil）ate　in

■School　Slide　Talk　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　training　sessions　held　throughout　the　year　ill　ordet㊨to　ac（luire　th〈・

Thi・pr・g・am・eq・i・i・9・e・e・vati・1］s・i…lved・Educati・・D・p・・tm・nt　　kn・wl・dge　a・d　techrlique・・e・e・・aly　f・r　thei・acti・itie・・杣・・mlse・m・

stalf　members　presenting　lect山ρes　explaining　the　works　on　display　in　the

Museum　Collection　Galleries　or　special　exhil）itions，　These　talks　were

i2



■Activities　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）Co《）1）c・ratioll　witt．10ther　Institutions

Family　Pro．g，　ri［m（Seい（3）Falllily　Pmgri川ゴ’）　　　　　　　　　　　　　　　　Of仁caml川s　C《川rse　for　the’rokyo　Metropolitan　Asuka　and　Oizumi

Bijtl－to《｝｜：Loallsel－vicいof　tl］（・Bijtt－tool　kits．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Snkura　SeniOr　lIigh　Sch《H，ls

Doy｛｝B卿tsu：／～rいpprecia｛i（）n　alld　sh1（lio　w｛｝rk．　Pl’ogl’ilM　I）la川li：lgf．　　　　　　　」ul）15（F｝’i．）、」uly　13（ドri、）、　Outol｝cr　l2（Fri．）and　sorne　dates　from　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P　09ralnS（lf・Fun　with　C・llいcti・IL

School　Ga］lery　Talk（Sce‘L（4）Scho《）l　Pr⊂｝grallゴ句）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Attc’ildいd　pr（）9rdllls　of　Fuii、～lith　Collいぐtiol］．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Par｜icil｝allts：i）

Miscellancous

Assislいd　wilh　th〔・Fl川wi川（’o］lectioll2〔｝07“NMWA　Delcclivいs” 1｝rOI」rlllll　　　　T《）kyo　Metr《）p（，litan（J（．）no｝｛igh　Scho（）1　Volunteer

（Se℃’L［：tlllwi｛ll（’ollc’cti《｝1ゴ⑱）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」lllv　l　l　（、Vcd，）、　Dいc（il）li）Cit’11）（Moll，）．1・1（Fri．）、21　（FrL），22　（Sat．）、23

Assisl¶d　、vilh　s（｝IIIい　Pr‘｝grams　auid　iInPlelllelitlltiO：1　0f　gallel’y　tlllks　f（，r　　　　　　　　　（SUn．）

aclttlts　foド1；1　）N　DAY”（May　12and　l3、2007）　　　　　　　　　　　　　　　　　　llelpいd　with　the　Christmas　program，

，A，ss　is　tいd　wi｛h　cr｛vatitlg，　and　itl）1）lenientillg　th（・Christn）；is，　Pr（）9ran｜for　　　　　　　　Parti℃ipamts：5

families

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Cooperatiol．1　with　Graduate　Sch〈）ol　of　Humanities　and　Sociology，

・T，。illi。9。，，（I　M、・。ti。9、　　　　　　　　　　U”ive「sity°f　r「°ky°

」一…’・・…
　7il’・；ll蹴　r・1・t・・1・r・9・a　All・M・1・W…h…　惣・含：蕊：認：1「：；・：㍑1：一・・…、一・・、・fC・1・ur・I　M・・・…1・

」一・21（Th・．）　M・・…9・ng…ry．・9．lk・・r・…w…C・ll・・・・…　蕊；51’、箒：lllll、ill、lhls　p「〔’9「al…d…y°ut　mutual　exch乏mge°1”

Seph・lnbcr27（Thtl．）　Review　of　Doyo　Bllutsu　program　and　Sch（）ol

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Gallery　Talk

D〔．・cemb（・r　13（ThLl．）　Visit　to“Midori　no　Li（．）n”at　the　Tokyo　National　　　　　　　　　．　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　MuseUm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）Publications

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Regularv（．）lunteer　meetin9（．）11　futし】re　assignmellts

Februa｝y　7（ThしL）　　　Trial　of　Doyo　Bijutsu　program‘LLeピs　Playκθ”t／rθ　　　　　ロExhibition　Brochures

　　　　　　　　　　　　　　　　　　with　Arビ　　　　　　　　　　　　　　　　　LLParma”

March6（ThしL）　　　Meetmg　lor　notification　of　rellewEII　alld　　　　　“Edvar（l　Mし川ch”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　accepmllce　of　aPplicatiol｜s　by　new　volur｜k｝ers　　　　　　　‘LVe川ls　of　Url．）illo’

March　27　C「hu，）　　　Lecture　on　th（・1）c・rmE．ulellt　collection

　　　　　　　　　　　　　　　　　　；1：濡1隠㍑；1ief　Cu「at°「’　NE．iti°nal　・Ju…r　Passl）・r・・

R。。i。w。fS・h・〔・I　G・ll・ry．　T・lk・・」・ly・3（Tue．）　　　　　　　　E・hibiti・・g・id・f・r　pril・・W・ch・・1・nd　jLmi・r　high　s・h（）°1　students：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“Parnui”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘‘Edvard　Munch”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LLVelltls　of　Urbino”

6）Internships

As　part　of　its　missi（）n　of　developing　hurnan　res（川rces　in　areas　related　to

west，m　art。nd　al，。　a，　a　w。y　t・further　garne・ai’id　b・・a・lell　　’Zephy・・s

ul．1cterstanding　of　thモ・Inuseum’s　activities，　the　museum　invites　the　　　　NMWA　Newsletter、　N（．）．31－No．3・l

participation（）f　interns　at　the　graduate　student　level　alld　higher．　Ullder

the　dir・・ti・n（）f・st・ff　m・・nbe・、　these　i・t・・ns　1．1・lp　with　su・・ey・・1　　・Other

mus・u
！11・rt　w・rk・alld・r・i・t　with　Sh・plaI・・！n9°f　eゆibiti°1’“「elated　al！d　　R。1、t。d　t。　Uen（、　Che，rv．Bl。s、。，．1　Fc、tiv。l

li㍑：㍑lil～：llll㍑蕊惣．taking　pa「い1’　han（1…°「k　m　－・prin・・Uell・・Che…i・…ss・ln・C…c…1…W・rk・R・1…d・・F1・w・・s”

［Educ、ti。、］　　　　　　　　　　　　　　　　　（Y〔’k°Tc）「E・’sllimll・　S～．tki　Y°k°y川a・Atsuk°Sakai）

Ii｝terns：Satok（．）Kanatalli．　Fuzuki　Komi，Joll　Hyo］’igin，Taichi　l－lana［．）11sa

Terl11：April　l－Septenlber　30、2007

Sllpervisors：Y（．）ko　Terashinna，　Atsuko　Sakai、Saki　Yokoyam《．i

Training　Pr・gram：LResearcl1・．）n　imPr・ving　seni・r　pr・9ralns三md

　　　　　　　　　　　　　　　　PrOPOsal－rnakirigf．

　　　　　　　　　　　　　　2．Assisted　with　programs　related　to　Fしln　with

　　　　　　　　　　　　　　　　Collectiol12007，‘LThe　Joy　of　Seeing　E｝1］（l　Kllowing：

　　　　　　　　　　　　　　　　Art　History，　Art　Market　and　Conservation．”　（See

　　　　　　　　　　　　　　　　“FUn　with　C（．）lle（：ti（）1ゴ）

lCuratOrial］

｜ntel’11：Akiko　K（）bayashi

Ter1．｜．）：APril　l－September　30、2007

Sup∩isor：Shinsuke　Wat《mabe
Traii］ii）lf　Pr（）gram：Assisted　with　the　l．）repξ1ration　of　the　exhibition“ltalian

　　　　　　　　　　　　　　Renaissai．｜ce　Prints．”

lntem：Ryoko　TSIIchiyama
Terin：August　23，2007－Jant．laly　l8，20（．）8

Supervisor：1．lir（．｝ya　Murakami

Trailling　Pl’ogram：Assisted　with　the　preparahol1（）杜he　exhibition

　　　　　　　　　　　　　　L‘Edvard　MUnch．”

［ResearchLibrawl

Intern：Mio　Kuboしlchi

Term：May　1－Oct（｝ber　31，2007

Supervisor：Masako　Kawaguchi
Traming　Pros」ram：Assisted　with　assernbling　resource　materials（）杜he

　　　　　　　　　　　　　　Tl）uset．IM　and　library　service．
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FUN　DAY　2007　セイビまるごとお楽しみ1　　　　　　　　　　　　したトートバッグに、常設展に関するクイズを解きながらスタンプを才lll

FUN　DAY　2007　Let’s　Enjoy　all　of　the　NMWA！！　　　　　　　　　　していくラリー）、（5）ひみつの版画」：房～みる・きく・かぐ・さわる～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（銅版画制作過程のデモンストレーション：東京藝術大ゾ」∫：版画研究
日時：2007年5月12日、13日
主催：国立西洋美術館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室）・（6）あおそらコンサート（《地獄の1’iij》の前でのコンサート：フfル

会場：本館、新館（常設展）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハーモニア東京）。

Dates：12and　I3May　2007　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天候に恵まれたこともあり、両日で約8，300名の来館者を迎えること

Organizer：National・Museum・of・Western・Art　　　　　　　　　　　　ができた。来館者からは「これまで通り過ぎていた美術館に人るきっ
Venue：Museum　C°llecti°n　Galle「ies（Main　B”ildi”g　and　New　Wi”g）　かけとなった」、「儲，をじっくりと見娘磯会となった」など。、感想

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が多く寄せられた。これまで当館に来たことがない人に足を述んで

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もらえたことは、FUN　DAYの目的を果たす結果であった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また、当Bスタッフとして当館ボランティア・スタッフに加え、各プログ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラムの補助として臨時ボランティア73名の方々のご協力を得られた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ことは、大きな成果であった。来館者ばかりではなく、臨時ボランティ

FUN　DAY　2007は今年度初めて行なわれた、国立西洋美術館無料　　　　アの方々にも当館の活動やコレクションを知ってもらう機会となった

開放プログラムである。教育普及室では、美術館や美術作品に親し　　　からである。

んでもらうため、スクール・ギャラリートークやファミリープログラムを　　　　初の試みであったため、各プログラムの実施にあたっては若「の

これまで3年にわたって行なってきた。この蓄積を反映し、毎年スク　　　混乱も見られたが、当館の活動やコレクションを多くのノiに知っても

一ル・ギャラリートークを利用する学校や、ファミリープログラムのリピ　　　　らうという当初の目的は果たされたものと思われる／t‘

一ターとなる参加者も増えており、当館は身近な美術館となりつつあ　　　　各プログラムはもう少し整理の余地があるというのが反省点であ

る，しかし一方で「なんとなく敷居が高い」、「美術を知らないと行っ　　　るが、改善を加えながら、今後も継続してFUN　DAYを行なっていき

てはならない場所のように感じる」、あるいは「きちんとした服装で行　　　　たい，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（横山イノll紀）

かなければならないのではないか」などの声を今でも耳にすることも

事実である。FUN　DAYは、すでに当館を知っている人たちに加え、　　　企IIIIi：国立西洋美術館教育普及室

このように感じている人たち一当館や美術館にあまり足を運ぶこと　　　　企画協力スタッフ：長井理W・三・大塚梓・片多祐お宮原ゆうき

のない人たち＿に当館の活動やコレクシ。ンを知ってもらうために、　協ノ疎京藝微学酬石升究室・フィルハーモニア勅

常設展の作品に関連するさまざまなプログラムとともに、2口問、当館

を無料開放することを試みたイベントである。

　当日は来館者全員に入場券替わりのバッジ、および布製トートバッ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fun　Day　2007　marked　the　first　time　this　event　was　held　with　the　entire

グを配布し・「美術館を楽しむプログラム」として以下の6プログラム　　　　museum　open　free　of　charge．　The　Education　Department　has

を行なった（両日とも同じ）。これらは基本的に、すでにファミリー・プ　　　conducted　schoo19allery　talks　and　family　programs　for　the　past　three

ログラムなどにおいて実践されてきた蓄積を活用したものである、，　　　　yea「s　to　familia「ize　audiences　with　the　museum　and　a「t　w°「ks’

（1）びじゅっ一るの貸出・（2）ギャラリートーク（ボランティァ・スタ・　蕊tl：i，麗e「瀧＝＝。ζ：iぽ蕊識、lll蒜

フによる常設作品トーク①10：30－ll：10〔2）15：00－15：40）・（3）建築　　　　　programs　and　the　number　of　repeaters　in　the　family　r）rograms，　a］］

ツアー（ル・コルビュジエによってデザインされた本館を中心に当館　　　　indicatin9　that　the　museum　hag．　become　a　familiar　resource　for　diverse

の建築を紹介するツアー）、（4）謎ときスタンプラリー（入館時に配布　　　　audiences’Howeve「10n　the　othe「hand’the「e　stil1「emaill　th（）se　who

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　comment，“lt　is　too　high－brow　for　me，”or“l　have　the　sense　that　it　is　a

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　place　l　shouldn’t　visitしinless　l　understand　art，”and　L‘Do　l　have　to　get

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dressed　up　to　visit　the　museum？”The　purpose　of　the　Fun　Day　was　to

invite　those　who　had　visited　the　museum　before，　along　with　those　who

had　such　concerns　and　thus　hadn’t　visited　the　museum　before，　to　see

what　the　museum　was　all　about，　and　what　its　collections　were　like，　The

Fun　Day　consisted　of　a　range　of　programs　tied　into　the　art　works　in　the

Permanent　Collecti（）n　Galleries　and　was　an　experiment　in　making　the

museum’ s　permanent　collection　open　free　of　charge　for　two　days．

　On　the　days　themselves，　all　visitors　were　given　badges　rather　than

entrance　tickets，　and　cloth　tote　bags　were　also　distributed．　The

following　six　LαS　En／’oy　theルfLtseurn　programs　were　conducted（sarne

programs　conducted　on　both　days）．　Basically　these　pr（）grams　were

reworkings　of　the　programs　used　in　previous　Family　Program　sessiorls

and　other　events．（1）Biju－tools　Kits，（2）Gallery　Talks（talks（）11　the

permanent　collection　by　volunteer　staff）（a）10：30－ll：10，（b）15：00－

15：40）、（3）Architecture　Tour（tour　introducing　the　MUsCi’Um「s

architecture，　focusing　on　the　Le　Corbusier－designed　Main　Bllildillg），（4）

s・1



プ

繍鋤1臨雛1：織蕪纏雛雛鱗灘鐡難灘藷鱗灘鐵　’
” 　・　’1，…1・：』｛：1．部／1・∵『一ば竃き・　濤｝㌫繊’　　．、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．Lア

　　　　　　　　　　　　ロ　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　・－

5　．遡：＿、．i；醍曽㊥、』・，宣，蓼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　〆．「『「　“・’t』1

Puzzlii｜g　Staml）Rally（a　raUy　in　which　stamps　were　collected，　as

participallts　answered　the　questiolls　about　the　Permanent　Collection

Gal］eries　foun（｜on　the　distributed　tote　bags）、（5）Mystery　Printmaking

S山dio：Seeing、　Hearing、　Drawirlg，　Tou（：hing（demonstration　of　the

etchii）g　printillg　process：con（lucted　by　members　of　the　Pril．lt

D（・partn〕ent　of’rokyo　UIliversity　of　the　Arts）、　amd（6）Forecourt　Concerts

（Philharmonia倉rokyo　perform〔・d　concerts　in　front　of　7ソ～e　Gθ’（・s　o／’〃ρ〃）．

　　Blessed　with　fille　weather、　a　t（．）tal　ol　appr（）ximately　8，300　visit（りrs

came　to　the　Imlseしlm　over　the　c（）urse　of　the　two－day　even卜Visitor

C《）mlllelltS　il1Clし1ded．“lt　WaS　a　ChanCe　t（．）ellter　the　mUSeUm｜11aVe

always　just　Pass（）d　by　before，”and“lt　was　a　great　（）PPortunity　t（．）slowly

enjoy　the　art　works∴Visits　by　those　who　had　previously　never　etitered

the　art　museum　me～mt　that　the　aims　of　the　Fun　Day　were　achieve〔i．

　　hl　addition　to　t］｜e　Illuseum’s　l1（）rmal　Volunteer　Staff、　a　total　of　73

temporary　volunteers　helped　with　the　various　pr（）grams　over　the　course

of　the　weekelld．　This　was　a　great　sしlccess．　Indeed，　both　visitors　and

temPorary　volunteers　had　a　great　opPortunity　to　leanl　aboしlt　the

museUm’ s　activities　alld　collectiOlls．

　　This　was　the　first　experin．〕ent　of　its　type、　and　thus，　as　could　be

expected，　there　was　some　c〔mfusioll　with　the　various　P　ro　s」　rE，1　ms、　but

overall　the　pr（）gram’s　goal　of　iTコtroduciiig　people　to　the　museum’s

activities　al1〔l　CoUectiOIls　was　aChieved．

　　lt　is　our　hope　to（・ollduct　future　Full　Days　after　reflectillg　on　the

prol．）lel「ns　that　occtLrred　this　tiIne　aIld　nハaking　chai．〕ges　to　prevent　such

prol）lc／ims　in　the　futLtre．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Saki　Yokoyama）

Pla川lin．g：NMWA　E（hlcati（m　Department

Program　Staff：Risa　Nagai，Azusa　Otsuka，　Yuko　Katada，　Yuki　Miyahara

In　cooperatioll　with：Printniaking　Del）artrnerlt，　Tokyo　University　of　the

Arts，　and　Philharmonia　T（）kyo

「「



OPEN　museum
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Starting　iII　fisca12007，　the　NMWA　began　its　Open　Museurn　prolect　with

国立西洋美術館は絨19年度よV）・より多くの人に当館を楽しんで　蒜，：＝1＝1：認：㍑：1：（㌶ll；、ll㍑；；；：111，lll㍑1：

もらい、かつより開かれた美術館を目指すプロジェクトOPEN　　　signed　ol）for　a　three．year　period　as　the　official　partners　l。r　thc’　tiuw

museumを発足し、オフィシャル・パートナーとしてセイコーエプソン　　　plan．

株式会社およびエプソン販売株式会社から今後3年間にわたる支援　　　　　UP　until　now　the　NMWA｝has　emphasized　b°th　the　P「otecti°ll°f　its

を受けることとなった・　　　　　　　＝：㌶ill蒜＝。1‡bぽISI蕊∵∴li：、1’ll：1㍑1：

　　当館はこれまで、貴重なコレクションを守り、公開すると同時に、来　　　　The　Open　Museum　concept　seeks　to　further　develop　the　open　nature。1

館者が作品をそれぞれの見かたで楽しみ、それを共有することを重　　　the　museum，　creating　a　museum　where　more　all（l　m・rc　pe・pl（s（can

視してきた。OPEN　museumとは、これをさらに発展させ、多様な機　　　encounte「a「t　wo「ks，　while　also　giving　c「edence　t°the　iMl）°「t～mce°f

関や施設とのつながりを大切にしながら、撒通して人々がlfl会　：ぽぽ工腐i；1：∴：㌔＝、蕊∵；lllr：111：lll《；lll、、llll

う開かれた美術館をnざすプロジェクトである。そのために、既存　　　　and　groups　has　been　developed　by　refining　existing　programs　and

のプログラムを充実させつつ新たなメディアを取り入れ、ひとりでも家　　　　introducin9　new　media　into　some　part　of　them・

族でも、グループでも参加することのできるプログラムをOPEN　　　　The　fiscal　20070Pen　Mus『um　P「09「alns　consisted°f　the　f？‖°win9：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　Fun　Day　2007　program　wlth　related　educational　prograll．ls　m　which

museumプログラムとして行なっていくこととなった。　　　　　　　　　　all　permanent　Collection　Galleries　were（）pell　free　of　charge（see　details

　　l9年度にOPEN　rnuseumプログラムとして実施されたのは、常設　　　　in　other　sections　of　this　report，　same　for　all　progralns　listed　here）；a

展を無料開放するFUN　DAY　2007ほか常設展関連教育普及プログ　　　　Lectu「e’Conce「t　held　in　conlunction　with　the　Pa「ma　exhil）itioll（Jllne

ラム（詳細は各項目を参照。以ド同じ）、パルマ展レクチャー・コンサ　　　　30th）；asmallscale　lPecial　exhibitioll“Medieva1　Devotion：．Phot（）9「aPhs

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　of　Romanes　que　Arビ（June　l2－August　26．）；aSon　et　Lumierc，　program

一
ト（6月30日）・小企Vhi展『祈りの中llヒーロマネスク美術写真展』（6　　　produced　by　Motoko［shii（Kosai　Jiku・07　Light　from　the　Museum，

川2川一8月26「D、石Jl：幹一．∫一氏プロデュースによる光と音のイベント　　　October　30－November　4）；the　Open　Museum　Inaugural　Service　Days

「光彩ll手空・07一光はミュージアムから．一」（10JJ30［－11月41D、　　　　（September　22　一　24），　aiid　Museum　Christmas　at　the　NMWA（November

・PEN　m・・eumスタート記念サービスデイズ（9月22－24H）・　蕊：；瓢＝：蒜ぽ；r：ll＝：1蒜t；：1：1蕊：

「Museurn　X’mas　in　I　Iミ1、ヒ西洋’）ξ術館美術館でクリスマス」（11月23　　　presentatic）n　of　a　large－scale　panel　on　Monet，s　1，Vat（・r／ilies，　and　evellts

H－1　）」6H）、以1’．である。また、関連事．業として、本館エントランスに　　　　held　at　the　Tokyo　Midt（）wn　and　NMWA　facilities（held　respectively（）1）

おいて常時上映されている「映像ガイド」の制作、作品の大型拡大　　　Ma「ch　18’31’　Ma「ch　25’130）’

パネル（《腱》）の掲lll、棘ミ・ドタウンおよび当館でのイベント　C。＝1霊認㍑、蒜2瓢蕊、ぽ1：二鵠llll

（それぞれ3J－J　18－3111、3月25－30L｜）を行なった。　　　　　　　　　　　　to　works　in　the　museum　collections　were　distributed　and　existing　visitc）r

　　本プロジェクトに対し、セイコーエプソン株式会社およびエプソン　　　services　were　further　enhanced・Each　program　attracted　large　numbers

販売株式会社の支援を得ることで、所蔵作品に関連する印刷物の　　　　of　Pa「ticiPants’and　ove「all　the　P「09「ams　we「『ve］y　effective　ill「aisin9

　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　、　　　　　　　　　　　people’s　awareness　of　the　museuln’s　collectlons　and　activities．　Open
配イ1∫を行なっなど、これまでになかった来館者サービスの充実が可　　　　Museum　programs　will　be　conducted　in　the　future，　and　further　elforts

能となった，、それぞれのプログラムには多くの．参加．者があり、当館の　　　will　be　mと1de　to　make　the　museum　all。1）ell　musetlm　by　having　m。re

コレクションや活動への認知を高めるために、たいへん有効であっ　　　alld　mo「e　People　pa「ticiPate　in　these　pr（）9「ams・　　（Saki　Yokoyama）

た　今後もOPEN　museumプロジェクトを継続し、これらのプログラ

ムに多くのノ∫に参加してもらうことで、国立西洋美術館が人々により

開かれたk術館となるようさらなる．充実に’努めたい、、　　（横川佐紀）

国立西洋美術館

open　museum

Sb



展覧会貸川作Ill｜：1・覧

List（）f　L（）alls

けく川顧展モネ印象派のい：匠、その遺産1展

（L’arl　de　Mon（it¶l　S　ll　P　os　t（，1’itO

2｛｝07イじ1月511t－7月211

11：ドノ1新）ミ術hl’｛

P．1959－Ol48　クロード・モネ《舟遊び》Cat，no．46，　repr．co［or．

P」959－Ol55　クロード・モネ《ウォータールー橋、ロンドン》Cat．no．74，　repr．c（）lor．

P」986－0002　クロード・モネ《黄色いアイリス》Cat．no．82，　repr．c（）lor．

Renoir　Lallds〔・apes　l865－1883

2007イド6JJ811－9月91｜

オタワ、ナショナル・ギャラリー・オブ・カナダ（Ottawa，　The　National　Gallery　of　Canada）

2007年10月4日一2008fド1月6日

フィラデルフィア）ミ術館（Philadelphia　Museum　of　Art）

P．1959－Ol83　ピエール＝オーギュスト・ルノワール《木かげ》Cat．no．41、repr．color．

De　CCzalme　a　Picass（）．　Chefs－d’oeuvre　de　la　galerie　Vollar（1

2007イド6月19日一9月1611

パリ、オルセー美術館（Paris，　Mus　ee　d’Orsay）

P」987－0001　ピェール・ボナール《坐る娘と兎》Cat．no．4，　repr．color　P．103．

「田園讃歌近代絵［lliiに見る白然と人間」展

（Songs　in　Praise　of　Rt．iral　Life：The　Nature　and　Man　Relationship　in　M〔）dern　Art）

2008年2月23日一4Jj6i｜

ひろしま美術館

2008年4月19川一6月1川

川梨り，いZ）こ術館

P．1959－Ol23　レオン・オーギュスタン・レルミット《落穂拾い》Catno．1－32，　rel）r．color．

「マティスとボナール地中海の光の中へ」展

（Matisse　et　Bennard．　Lumiere　de　la　MCditerral16e）

2008年3月15目一5月2511

川村記念）こ術館

2008年5JJ3111－7月27目

神奈川県、ヒ近代）こ術館葉山

P．1　996－OOO2　ピエール・ボナール《花》Cat．no．84，　repr．color．
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新収作品一覧
‘List　of　New　Acquisitions

［絵画］　　　　　　　　　　　　　　　　　155・110　mm　　　　　　　　　　　　　　　《バッカス》
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1・・ah・l　van　Meckenem［・、1445－1503］　　　B・ccus

　　　　　　　　　　、，　　　　　　　　St．・Agnes　　　　　　　　　　300×186　mm
ディルク・バウッ派　　　　　　　　　　　　　　　c．1475．80　　　　　　　　　　　　　　　　　　G，2007－OO〔）8

《悲しみの聖母》　　　　　　　　　　　　　　Engraving
・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　155×110mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《フローラ》

；難m　　　　　　G…7－・…　　　　　　Fl・re
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　302×186mm

Follower　of　Dirk　Bouts　　　　　　　　　　　　　　　　アルブレヒト・デューラー［1471．1528］　　　　　　　　　G・2007－Ooog

The　Mate「　DolO「osa　　　　　　　　　　　　　《頭蓋骨のある紋章》

Oil　on　panel　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《ネプチューン》

1～；蒜、　　　　　勤、一ヴ，ング　　　　　Ne・tun・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　157×218mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　302×187　mm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C，．2007－OOIO

ジョヴァンニ・セガンティー二［1858－1899］　　　　　Albrecht　DUrer［1471－1528］

《羊の兜毛》　　　　　　　　　　　　　　　　Coat’of’A「ms　tvith　Skutl　　　　　　　　　　　《テティス》

1883．84年　　　　　　　　　　　1503，　　　　　　　　　　　Thetis
llll彩、・・ヴ・ス　　　　　　　漂；［；r。，n　　　　　　　3・？・19・mm
117・216・5・m　　　　　　　　　G．2007，00。3　　　　　　　　　　G・2007－OO1　1

；＝認ll；ll85＆18991　　N．H．の、、i家（ニコラウス．ホーゲ。ベルク）　ルイ・フランソワ・ルジューヌ［1775－1848」

188・一・1　　　　　　　　《裸体の、州濃民の戦い》　　　　《コサ・ク騎兵》

腸㌫、　　　　　　1522年　　　　　　　携フ
P．2007－OOO2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木版　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　268×218mm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l48×296　mm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　M・・…N・H・（Nik・1・u・H・g・nb・・g）　　云㌫駕C°isLe」eune［1775－1848］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Batt／e　ofハfakedルfet7　and　Pea∫ants

［水彩］ 　　　　w・91，．．，　　　　撒瓢m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　148×296mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2007－〔〕Ol2

　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2（）07－OOO4

作者’イ・｜洋

《兵1：と家族》　　　　　　　アウグスティン．ヒ，レシュフ，一ゲル［1503．1553コ　テオドール’ジェリコー［1799－1824］

1927…1・H・H　　　　　　　《曲がりくねった橋のある川辺の順》　　《°一マの’随い》

耀。＿、　　　　　1546年　　　　　　1鷲フ
A＿ym。us　　　　　　㌫三。1，l　　　　　　l88・25・mm・・耐・：266・・52　m・咽・

㌫㍑苗∫励吻　　　A・g…i・Hi・s・h・・9・1［15・3－1553］．　　麗麗㍑t［1799－1824］
W…r・・1・r・・p・p・・　　　　　　　RiVe「　L°ndSc°pe　With°i’Vi”di”g　B「idge　　l817

170×220mm　　　　　　　　　　I546．　　　　　　　　　　　Lith。9，aph
D2°°7－°°°1 　　　　　瓢・。m　　　　　ど㌶亀罷・（lm・g・・1266×35・mm…pe・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2007－0005

［版画］　　　　；競型1甥］（子）［1715．179。］　㌫㌫漂；1しリユーゲル。，ド

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ポルティエール図剣　　　　　　絵による）

マルテ・ン・シ・一ンガウアー［143・5・頃一　1737⌒　　　　　　 麗涜ヴ，ング
1491］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エッチンク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　477×348mm

蹴1∵の　リスト》　竃耀；㌃；lil；［17－］鱗；li㌶・　・i・・er

l60×113mm　　　　　　　　　　　Publ！shed　i「｜1737　　　　　　　　　。1562
M・・！i・S・h・・gaue・［・・143・／5・－149・・1］　　Etching　　　　　　霧∵㍑1－，

Christ　befbre　Annas　　　　　　　　　　　　　　《アポロン》　　　　　　　　　　　　　　　　　G．20070014

：認、。g　　　　　　　Aρ・〃・・
160×ll3mm　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　298×184　mm
G．2007K｝（）Ol　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G．2007－OOO（i

イスラエル．フ。ン．メ。ケネム［1445頃．1503］　《ディアナ》

《聖アグネス》　　　　　　　Diane
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　303×187mm
1475－80イ1三頃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G2007－0007

エングレーヴィング

S8



客員研究日・インターンシップ・スタッフ・覧

List　of　Gllcst　Cしlrators／Internship／Staff

［客員川究日1　　　　　　　　　　　　　　　　1インターンシップ1　　　　　　　　　　　　　　「スタッフ1

マーサ・マクリントク　　　　　　　　　　　　小林明f一　　　　　　　　　　　　　　　　ぽγ：芸課秘‘II：

業務内容：国、’ノ1西ir美術館が行なう↑llf報、　　　分野：西洋美術史　　　　　　　　　　　　　　　‘≧澤沽恵

広報」ぱにおける英語表記の助i　i’、指導　　　　業務内容：展覧会の準備、カタログ編集業

㌶麟；1；卜卜12°3・31　　襟ど゜）　kll］　Vi：（イタリア’ルネサン酬　・轍料センター

所属：個人　　　　　　　　　　　　　　　　　委嘱期lliJ：H19．4．1～9，30（6カJj）　　　　　　　　研究補佐員：ll’6橋悦f“、門田園f’、澤里

継続　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属：慶慮義塾大学大学院文学研究科英　　　　佳、・瀬あゆみ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学美術史専攻　　　　　　　　　　　　　　アルバイトニ足、Z純f、小熊佐智仁窪内
イノ1三，悠［’Ji　「一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）こ糸者

撒謡1∫謄麟Cる調綱　；㌫酬史　　　酬脚補助金［・卵酬館所
頻度：月2川程度　　　　　　　　　　　　　業務内容：展覧会の準備、カタログ編集業　　　蔵作品データベース」人力作業協力：安

所属：個人　　　　　　　　　　　　　　　　務などの補佐（ムンク展補佐）　　　　　　　　　永麻1F．絵、袴川紘代、比戸奈津f’、月二深

継糸売 　　　　　舗耀；慧三；i亀ll8（57V　Jj）　断
瀧井敬f“

業務内容：「パルマ展」コンサート企1由i協　　　窪内）こ緒　　　　　　　　　　　　　　　　　・教育普及室

力　　　　　　　　　　　　　　　　　分野：情報資料　　　　　　　　　　　　　’拝務補佐員：？1，9ル敦仁前園茂宏

⑭剛：Hl：；51！～6・31　　　　業務1裕・　耽餅1セ・ターにおける資料　ボランティア・スタ・フ・撚まりえ、イfJII佐

難娼麟芦　　　灘竃㍊璽i鷲補佐　盤懸；i：‡ll｜㌫㍑：：：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木lll紀、長月：靖f、檜谷錦J㌧、’14賀恵）ξ、

㌶；‡、、職術作、1～1の保存．科学　金谷財　　　　　兄・j酬い噛伽1・組端
委1馴燗：H19．4．1～H20．3．31　　　　分野：教f消及　　　　　　　　ミサコ
頻度：月1回程度　　　　　　　　　　　　　　業務内容：来館者調査・教育普及プログラ

蕊鯨1綱館 　　1灘1霊跳。ナル㌶1　川麻里亜
高橋り地　　　　　　　　　馴大学通イ言教f部　　　　　　　・マネスグ’鎮厘建：近藤真彫
業務内容：「コロー展」の企画協力　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松ノパ’1：次郎および松ノiコレクションに関す

委1嘱期間：Hl9．4．1～H20．3．31　　　　　　　　小見ふづき　　　　　　　　　　　　　　　　　る文1獣調査、収集：小∫1簑佐‡lll　f

耀：當霊撒｛　　　㌶欝巖欄醐醐プ。グラ　版1・馴室データ人力・大轍
継続　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムの補助と企画　　　　　　　　　　　　　　版1由i素描室閲覧助f’：鈴木伸f’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委嘱期間：H19．4．1～10．31（7力川

川llllE之　　　　　　　　　　　　　　　　　所属：高崎経済大学

業務内容：「ムンク展」の企lllli協力

委嘱期間：田9．4．1～8．31　　　　　　　　　　　　鄭絃ll景

頻度：計5回程1皇1　　　　　　　　　　　　　　分野：教育普及

所属：武蔵野）〉術大”了：　　　　　　　　　　　業務内容：来館者’調査、教育普及プログラ

新規　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムの補助と企画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委嘱期間：H19．4．1　一一　10．i31（7カ月）

lll名善之　　　　　　　　　　　　　　　　　所属：武蔵野美術大学大学院造形研究科

業酬容：5。M・資＊剛酬究　　　酬文化政策コース
委嘱期間：H19．4．1～H20．3．31

頻度：月lln｜程度　　　　　　　　　　　　　　花房太・

所属：東京理科大ノ了：　　　　　　　　　　　　分野：教育普及

新規　　　　　　　　　　　　　　　　　　業務内容：来館者∂月査、教育普及プログラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ムの補助と企1由1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委嘱期間：HI9．4．1～1031（7カ月）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所属：東京大学大学院人文社会系研究科

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化資源学研究室



研究活動
Research　Activities

大屋）〉那Mina　OYA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河口公男Kimio　KAWAGUCHI

［展覧会企画・構成・監修］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［保存修復処置］

「平成14－18年度新収蔵版画作品展」、国、ヒ西洋美術館、（2007年3　　　絵画修復処1置2点

」j61　1）－6月3H　　　　　　　　　　　額縁ボニファーテ。・ヴェ・ネーゼ綱～額修復処1馳2点（　・、llr　f糸、E

「国、Z）ξ術館巡回展」企画・運営、姫路市立美術館、松本市）ξ術館、　　　生、河U公男）

2007年llll4日一12月2U（姫路）・12J」ll日一2008年2月3日（松本）　　　　　前庭彫刻《地獄の門》《カレーの市民》《考える人》《アダム》《エヴ

「フランク・ブラングィン展」（仮称）（2009年度開催予定）企｜llli、国立西　　　　ア》《弓を引くヘラクレス》保守業務

洋美術館　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋内彫刻免震化業務（表面洗浄、彫刻取り付け金物製作、彫刻の

［辮活動］　　　　　　　　　　石台酬作・石台座への畦）
「国・晒撒猶｛のコレクシ。ン＿序にかえて障｛轍、作品鰍、　°ダン作品5点

編集、「国、Z美術館巡回展』カタログ　　　　　　　　　　　　　　　　　マイヨール作品5点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ブールデル作品6点

［調紺動］　　　　　　　　　　　コワズヴ。作A］，1点　　　　（辺林嵯、河日公リ｝）
他館等調査：「フランク・ブラングィン」展作品調査、カナダ・ナショナ

ル・ギャラリー（オタワ）、個人（カナダ）ほか、2007年5月31「1－6月4口　　　　　［調査研究］

「フランク・ブラングィン」展作品調査・ロイヤル・アカデミー・オヴ・アー　　　簡易すべり板免震装置の加震実験のための基礎研究、愛矢1川1業

ツ（ロンドン）、ヴィクトリア・アンド・アルバー1・美術館（ロンドン）、ウィリ　　　　大学土木Il学科（青木徹彦教授）と共同調査

アム・モリス・ギャラリー（ウォルサムストウ）ほか、2007年9J」16U－9月

29川　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［貸出業務］

情報・資料収集：松ノ∫幸次郎および松方コレクションに関する文献調　　　　絵画作品貸出処置3点

査」瞭　　　　　　　　　　　　滅19年度巡回展貸牒務

「版1縢描室の活動」　　　　　　　　　　［工鞠係］
作品購人に関する業務　　　　　　　　　　新館空剛：わ＿キン嫌務
版1由i蝋データベース鯉　　　　　　　　　新館空調」事に伴う業務（酬館‖臓噸醐設問1事）
閲覧者対応

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［招待発表］

［1眺1　　　　　　　　　　　　2007年ゲ。ティ1司際シンポジウム（イスタンブ＿ル）
；；1；；｛ll；1；蒜；㌶エ・カナダ’ナショナル゜ギャラリー（オタワ）・　“Seismi・1・・1・・i・nf・・Th・G・…fH・II・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Symposium“Seismic　Mitigation　for　Museum　Collections”
L教育活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Istanbul，Pera　and　lnan　Kirak　Foundation　Pera　Museum

非常勤講師等：aS　Jj（大学情報メディア表現論講師、2007年ll月8日　　　　J・　Paul　Getty　Museum　colloquium　Project，4th　and　5th　June，　07

↓劔…蹴大学文締1≦仏文‡：｝講n・ll・2007年川29日・12月61・1　　　［ワ＿クシ。ップ招待］

㌫獺ll認麟1りて会「°ダンと彫刻の⌒」’兵蒜；C謡ぽ・一・一輌㎞一1n
㌫：12㌫昆゜㍑｜tl°嚥寅会「コレクションと美術館」・国立西洋美ilif　T…M・d・m・n　18and　l9・…b・r，・7L・・d・・

国、ン1）こ術館巡1”1展講演会「松ノiコレクションと国vZ西洋美術館」、松　　　　［業務出張］

本・朕術館・2°°8イ｜川19口　　　　　　　　膿シンポジウム、愛矢ll｜：撒学、2。。7・1・IUJ

l普及活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中国アモイ・福州石台座製品検査、2008年3月

来館者対応：ソルボンヌ大学ルメン教授、国、ヒ西洋美術館、2007年
10JllOH

UNESC°視察・附・Jq洋美術館・2°°7年11　Jコ911　　　　　川Ll雅rM。，ak。　KAWAGUCHI

来館グループ対応：慶慮義塾中学校、国、乞西洋美術館、2007年ll

月7日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［情報資料室の活動］

［外部資金］　　　　　　　　　　　　研究資料センターの公1戦川
・ド成19年度ポーラ美術財団研究助成金「フランク．ブラングイン研　　　　国立西洋）ξ術館所蔵作品データベースのウェブ公開（日本語版）

究」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　収蔵作品データ整備（絵画、彫刻、ll芸、版1川i、素描、、li：籍等θ）来

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歴・展覧会歴・文献歴データ変換、版1由ill川象デジタル化、　lllげ版1総

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ll録』からの遡及入力）
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・’f．1．ゾサイト（ノ）全lrliリニ：1．一アル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f左鵬ミ1｜’1：N’・j－　Na（）ki　SATO

資料コーナーの公1｝日運川

。－t．佃トバー、ドメイパ・刑　　　　　　　［蹴舗llll川
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11’ノィル！＼ルノ・・ノ・ン＼ノースホイ1企1川i・｝1‘I」1～・161，ifl参、20084ド9月3011－

1｛、腔i、励’　　　　　　　　　　　　　12J」71111聯ぽ〔°ンドン・「’イヤル’アカデミー：2007イ1三61」241卜9
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月71D

・骸禦煙㌫禦」漂蕊鷲；∫繊（！遇㍑　州1酬川1｜ll・－1」マネ批微曲・版1・1酬展示室・、

2・・8年、PP．5－17　　　　　　　　　　　2｛）°7年6月1211－S月2・川MllE
川頭発衣：「）ミ術fi∫iにおけるアーカイゾの位置と1｜∫能性1）ミ術リ↓学　　　　［デユーラー版lllli素描展（仮）1企画’構成’監ll参・2010年1011ド旬一

会美術館博：物∬｛委U会東西合Ililシンポジウム1学芸員の逆襲：ミュ　　　　2011年1月ド旬川催】二定

一
ジアムの過去・現在・／k　＊1、叫↓京都丈術館Illi｜掌堂、20〔｝7年4月21川　　　　　．

川・録：：LR　R。ttlr、ls，「12　）］・、2007イ1・、1，1，．18．22）　　　　　　［・‖踏li胱i働；

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハンマースホイ展：ロンドン展の準備、コヘンハーゲンで出品交渉お

1調杏活動｜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よび調査川：究

エフェメラ（・過性資‡：1・）の整理・公開方法についての検討　　　　　　　　デューラー版lllli素描展：オーストラリア、メルボルン・ヴィクトリア）G術

他機関調査：ワシントン、ナショナル・ギャラリー学芸記録部門・同ア　　　　館と出品交渉および1ノ白llll調W

一 カイブズ部門、アメリカ美術アーカイブズ、国、ア肖像画館（ワシント　　　　「デューラーとイタリア版画　　ヤーコホ・デ・バルバリとマルカントニ

ン）図、ll：館等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ・ライモンディをめぐって」’r成15年度一18年度科学研究’t　if補助

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4≧　 Jl£　fl
窪　イiJlニ　グe　　 （　 i3　 ）　　　幸1乏　 ｛　 l　i－　　 l　t　i：　　（　

｛iJ
tニ　プヒ　 イ　 t　　 2ミ　　 K．　　：　　　 、；’1　　 kttii　　　 8il ）

｛外部資金1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ドイツ・ルネサンスの版画芸術、アルブレヒト．デューラーをlll心に」

・n」Elg年1隻llns　「ji：術：」辰ゆじ会不：1’　tj：：fiJl：うどイ1～補y力〈i＞（研究成果公開促　　　　巡llll展「神々と自然．．1記念講演、姫u各ll∫、’ノ：）t術館、2007年11J」181｜

進費）「川姻洋）3術館所蔵作　Illデータベース」　　　　　・賊19イ1渡．20鞭轡　胱ゼ！（戊、！錐｛i胱（A）般）rl9111，細轍

［その他の醐　　　　　　　　漂る「ラファエッ゜川」1剛〃川究」デューラー’リバイノvルに

Illlリく学」1猶端自・l」「棚撹教育メディア論」・2007イ1：101］’　20（）8　11・h　：1川ぱ　1・、・館5。贈記念：γ，1・1・選戌、i棚の，微準備と期～1交

｛卜3月　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i］・1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イノド1～1㍉角∫拝，諺↓II’ll可　、’ノ：　）ミiボ」：負∫｛i≦≦≦11｜｜1艮…　　l　l｛1　、’ノ：l」Li亨Y－・）ミi’｜サf亘1’｛｝リ「JII’“t　　ヨー　ロ・ソノ《r）こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　術の精1↑リカタログ

十：福輝　Akira　KOFUKU　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「研究企1由i室のil陥動1

［資‡襯，沢．1　　　　　　　　　　　　　20〔｝「・　｛1渡ll粒IMぱ争1；IW開乏N・・41酬li集

力＿レル．ファン・マンデル『絵画，ll・：』翻訳（D「ファン・エイク兄弟」、　　　展覧会企画計lllll　O）調整

『ll［1立西洋）ミそ’1；」：角‘｛研：究糸己1要』No」2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　インターンの採川のF凋整

［講泌ど1　　　　　　　　　　額研プ渕采川の継
「ブリューゲルの《イカ。スの・・養落》と隠されたイタリア境1姻徽　　洲制《の継

術館2007イ剛1　　　　　　　　　　　　［教ftr、・i、irf動1
「ルーベンスのなかのブリューゲル」・鹿児島ll泣）ミ術館・2007年8月　　　　川本女r大学文学部史学科、講座：西洋）ミi，ll・史「ロマンi三義の）ミ

「西洋絵画への誘い：ラフとスムーズ」、高岡ll∫、Dミ術fif｛、2007年8月　　　　術」、2007年4）j－8月

「フェルメールの《牛乳をそそぐ女》とオランダ風俗画のlll：界」（全2　　　東京藝i’1；j：人学）こ術tjf：部芸術学科、‖’芋講「ll（1、1〆1西ir）t’術館の作llrti”：）ik］

liil）、NHK　lij：山文化センター、2007年10月　　　　　　　　　　　　　　　　査イiJl究」、2007年9月一2（）08年3月

　　．、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国．立美術館巡川展講演会「アルブレヒト・デューラーの版画芸術」、

［調イ話動1　　　　　　　　　　　　　2007年lllll811、姫路ll∫、ぽ争1∫6∬
大英博物館版lll｜i素描室でオランダ・フランドル版1由iに関する調査

「ノレー・ブ戊レ）こγ1『負官り5・　　17111：糸己ヨーロッノV糸会lllli」（2009イ1三IJ｝J　Mi）0）酋己

備

「レンブラント展」（仮）（2011年開催］弓ヒ）の準備　　　　　　　　　　　　　新藤淳Atsushi　SHINFUJI

撃灘協（蒜能㌶；三鞠～繍認繍llス　［h－e一覧会補イ左1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1司、1臼獅ギ〔）3・　iFJ：館：「ムンク展」、2007イド10）J611－2008年U」6jl　VI：j　tik、

L教育活動1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同展覧会カタログの編集補助・作llll解説の分担執筆

お茶〃・水好大性教育摺【3」　削端　・lj・2007個Ol」－2008｛1三3　［紺瀟動1
月

嫉術聡酬I」［常酬l」、2・・71114　J」－2・・8・1・31j　8鵠！（罐≧、《；≧ll；燃キリスト》（P・198°一：3）お

［普及活動」

展覧会カタログ『llミいZ西洋美術：館所蔵ヨーロッパ美術の精1‘ll杣作品

解1；醐↑l　　　　　　　　　　　l糊めぐみM。g。mi・JINGAOKA
［その他］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［展覧会調査活動］

縦媒馳代酬負鰍集委員　　　　　　　　rコ。v－．．光鎚憶の1鞠川」展の調酬・，備
鹿島美術財’1・J’i推薦委員
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［研究活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［その他］

論文等：「「プール』L’Art一産業への芸術の応川、あるいはブルジョ　　　　イギリス、ギャルピン楽器学協会員

ワジーのための美術雑誌」『比較文学研究』90　X“・2007年10月・　　　1］本ヴィオラ・ダ・ガンバ協会員

pp．4－23

作品解説『国立美術館巡回展国立西洋美術館所蔵ヨーロッパ美
術の精華』カタログ

「島本涜『美術カタログ論一記録・記憶・言説』」（書評）『比較文学　　　　寺島洋子Yoko　TERASHIMA
研究』89号、2007年5月、pp」98－201

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［教育普及活動］

［教育活動］　　　　　　　　　　　　rFun　with・C。llecti。n見る楽しみ・知莞び＿焔史．1賜．修復
博物館職員講習講義「西洋美術史」、国立教育政策研究所社会教　　　　編」企画・構成・実施、2007年7月lH－8月31H

育実践研究センター・2007年5月241コ　　　　　　　　「パルマ展」ジュニア．，〈スポ＿ト

｛麟議耀慧1劃嚇己フランス美術と自然蟻」・姫路　インターンシ・プ・プ・グラム指導

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ボランティア・プログラム指導

［外部資金］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小・中学校教員のための夏期研修会の企画・実施

平成18－20年度科学研究費若手（B）「芸術遺産資本の表象一19　　　ファミリープログラム企画・実施

川細ムの挿絵入りx！一　ilti出版物に関する調査研究」　　　　・F成19鞭美術館を活用した雛教育の充実のための指・瀦研

［社会貞献］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　修・2007年8月6日一8日

各種委員会委購凍大比ll交蝉会書評委員　　　　　国朕術館アートカードセ・ト開発

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［報告書］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成19年度美術館を活用した鑑賞教育の充実のための指導者研

高梨光｜El　Mitsumasa　TAKANASHI　　　　　　　　　　　　　修・2007年ll月17日

隈覧会］　　　　　　　　　　　［その他の活動］
1，、1測浩術館，「，、ルマイタリア美術、もう．つの都」、2。。7年5月　2°°8年Fun　with　C・11ec‘i・・の繍’調査

29日一8月26口開催、同展覧会カタログの編集　　　　　　　　　　　　2009年6月開催予定小企画展準備・調査

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　短期在外研究「高齢者プログラム調査」ロンドン（U．K．）、2008年3月3
［研究活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1］－5月2Ll

論文等：「明暗において崇高な」「パルマイタリア美術・もう一つの都』　　　全国）ξ術館会議会合共同企ll町および実施：第32回会合、2008年2月

展カタロ久読売新聞利：、2007｛i三、pp．3843　　　　　　　　　　　　　　　　　28［1・29日

シンポジウム：「パルマ派美術研究の現在」の開催　　　　　　　　　　　東京大学人文社会系研究科併任助教授、2007年4月一2008年311

i雛雛鰹撚轍灘嶽鷲2；俘⌒言語社会研⊇2°°剛　2°剛
招1「・与研究者テキサスキリスト教大学教授バベット・ボーン、テキサス　　　武蔵野美術大学通信教育課程「造形ファイル」外部評価委員、2006

大学准教授メァリー・ヴァッカーロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　年11JJlLI－2009年3月31U

l｜頭発表：「ピッティ美術館所蔵、ジョルジョ・ガンディー二・デル・グラ　　　　財1寸1法人日本海事科学振興財団評議i員、2006年10月1【1－2008年9

一
ノ（？）《聖母rと聖ミカエノレ、幼い洗礼者聖ヨハネ、聖クリストフォル　　　月30日

ス》Vitlgir？e　ond　Chit（／Lvith　SS．ルlichoel－Angel，　John，　Christoρhorus

を巡る調査報告」、シンポジウム：「パルマ派美術研究の現在」（国立

西洋）ミ術館講堂、8JJIO日）

「lll松ノiコレクションに川来するイタリア絵画の調査報告」、美術史学　　　　村ヒ博哉Hiroya　MURAKAMI

会東支部例会、東京芸術大学、2008年1月26日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［講演等］

｜調杏活動］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「ルソーの都会風景と日本の洋画家たち」（「ルソーと1体」シンポジウ

収蔵作品調査等：｛固人蔵｜H松方コレクションの15－18世紀イタリア　　　ム、島根県立美術館、2007年4月22日）

錨瓢ぎ㌫㌶総およ㈱苗1庶）の来歴調査お　鼎耀劃（国立美術館巡嚥麟寅会・松7t・〈・・ii　）Zt術館

トけ西洋美術館所蔵グエルチーノ《ゴリアテの頭をもつダヴィデ》
（P．1998－1）のパルマのファルネーゼコレクションからの来歴に関する　　　　［その他］

調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東京大学大学院非常勤講師（文化資源学）

；i騰難轄驚嶽灘罵㌶騰蓼：画　
母》（購人候補作品）の調査

2007年度科学研究費補助金（基盤研究（C））、題日「15－17世紀パ
ル「『派美術の歴史的再構築に関する調査研究」（研究代表者高梨　　　　横山佐紀Saki　YOKOYAMA
光iFl）

展覧会調査：2009年9月開催予定「占代ローマ彫刻」展開催準イ蒲　　　　　［展覧会関係教育普及活動］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イタリア・ルネサンスの版画展：講演会実施

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　パルマ展：和文作品リスト、英文作品リスト、会場作1’TI’1解説パネル、講

（）2



演会実施、先生θ）ための鑑賞フTlグラム実施、学校団体lliJけオリエ　　　　［普：及活動1

ノフー一ンヨン 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来fi∬者案1勺：’1；『隅曽午攻己）］tstL卜＼20（）8イド3月llll

ムンク展：T；11文f乍llllllリス1・、英文1乍｜lllllリスト、会∫易11illl∫1角∫l　l81（ノ、才・ル、｜）“1：

演会実施、映lllliヒll央会実力包、先生のための鑑賞プログラム実施、障　　　　［その他1

がい㌘’ための鑑賞プ立7ム「コンサ：トととも1叉しむ；・ン刎　　フでレ・ッ。．文化財・丈　1・、醐捌　‘1・千II路川1究日（2・（｝7イ剛j22

糊鮒桧除lllll’実施・学校団体’捌i剛ナオリエンテー・・ン　　ll－］oJJ2111）

ウルヒーノのヴィーナス展：和文作品リスト、英文作品リスト、会場作
“nll角Z　II兇ノs才、」レ、1ll胃ゴ》∬Zr？’ノミ乃色、1「ミ　j’；2－Jljf／㍉11：tl角∫f’μ兇ノく才、」レttilノミ文’］’：）1反（A4

版）制作、L野ロータリークラブ卓話「ウルビーノのヴィーナス展概
‘要一｜、2008fドljJ3111

｛常設展関連教育普及活動1

FUN　DAY　2007企Plli・’文三方包、2007イ1三5月1211・13］1

障がい者のための常設展特別鑑賞会、f＞画・実施、2007年4月14日

「祈りの中世　ロマネスク美術写真展」講演会’実施

「ヒ野さくらまつり」講演会’実施

「ヒ野さくらまつり」関連パンフレット制作「春・うえの・桜花で巡るコ

レクション」

常設展作品リスト（和文・英文）制作

［調査・研究活動］

全ll本博物館学会参加、お茶の水女r一大学、2007年6月3日

文化資源学会第12回研究会参加、東京都）ξ術館、20（）7年101」27日

／勺茂19年度博牛勿館玉i哉員講習講師（西洋）EGI術史・3113問）、20〔）7年5月

23日

’ド成19年度笹川科学研究助成「k術館における高齢者対象プログ

ラム開発のための基礎研究一高齢来館者ニーズと学習に適合した
プログラム内容の提案」（研究代表者：IT玉位西洋）こ術：館学芸課教育

普及室酒井敦子）共同研究者

［その他］

OPEN　museUmプロジェクト：パンフレット、プログラム案1人1制作

サービスデイズ、企1由i・準備、2007年9月22－24日実施

春のOPEN　museum協力、2008年3月25日一301｜

全日本博物館学会奨励賞受賞

『ゼフユロス』No．32ファン・デー報告「FUN　DAY　2007を終えて」

渡辺晋輔Shinsuke　WATANABE

［展覧会企1由i・構成］

「ウルビーノのヴィーナスーIli代からルネサンス、美の女神の系譜」
理£、『igl、’i．1几R羊美祁∫負官、2008イr3月4日一5月1811

［研究活動］

著，肖二：「ウルビーノのヴィーナスー占代からルネサンス、美の女神の

系譜』展カタログ

論文：「横たわる裸婦の図像と《ウルビーノのヴィーナス》」ヒ記カタ

ロ久Pp．42－47

翻訳：ヒ記カタログ作品解説等

［研究発表］

シンポジウム「ルネサンスのエロティック）ξ術」発表「ウルビーノのヴ

ィーナス展紹介」、国、叱西洋美術館1溝堂、2008年3月291」

［教育活動］

1」本経営クラブ講演「ウルビーノのヴィーナス展について」、国、玩西
言羊X…そホ∫負官、2008イ1三3月7日

イタリア文化会館講演「ウルビーノのヴィーナス展の概要」、イタリア

文化会館、2008年3月13H

63



［1“、’ノ：1叫｝’「）こ争liifi官年報No．42

荊1｜lfk．　IE　i　1；－1Iil．sZ　l∫li汀三）こηサ資ゴ｛　2009イ「三3月3111

制作　　　コギト

1：lj｝削　一Z者言頼印垢胡手朱）・k会子1：

ANNU八L　BULLETIN　OF　THE　NATIONAL　MUSEUM　OF　WESTERN　ART
No，42（Apri12007－March　2008）

Published　by　The　National　Museum　of　Western　Art，　Tokyo　March　31，2009

cc’）Thc　National　Museum　of　Western　Art，　Tokyo，2009
ノ’1’iit’ρ‘〃〃、／aρa／1

lSSN　O9｜9－0872


